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初めまして三角関係！





伏見ひろゆき





















角川スニーカー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







「このゲームをクリアするには、お主のポルノ小説の才能が必要なのニャ」


　薄うす暗ぐらいほこらの中、猫ねこ耳みみ少女──のコスプレをした子が、かわいらしい声でつぶやいた。真っ青なローブに身を包んでおり、猫よろしく手を丸めて自分の顔をかいている。


　……よくもまぁ、恥はずかしげもなく演じられるものである。この女の子だけではない。この〝国〟と呼ばれる巨きよ大だいな城の中にいる者すべてがコスプレをし、与あたえられた役を演じていた。


　演目は……中世ファンタジー世界を舞ぶ台たいにしたＲＰＧと言ったところだろう。皆みながそのコンセプトに従い、様々なキャラクターを演じている。そしてそれは、ぼくたちですら例外ではなかった。


「──あの総そう才さいって男、一体どういうつもりでこんなＲＰＧっぽい城を建てたんだろうね」


　思考にふけるように顔を伏ふせた男が、淡あわい栗くり色いろの髪かみを頰ほおに垂らしながらつぶやく。高校のクラスメートである、円えん修しゆう律りつだ。


　彼はこの城に来てからずっと、渋しぶい色合いのローブと大きな宝石のついた頭あたま飾かざりを身につけていた。その姿はまさに〝賢けん者じや〟といった感じだ。


「ね？　吹ふく音ねが言った通りでしょ？　このお城、ＲＰＧっぽくつくられてるならこういう場所にいる人に聞けば絶対にヒントがもらえると思ったの。ＲＰＧだとだいたいそういうことになってるんだもん」


　女の子がその小さな体をこちらへ向け、自じ慢まんげに喋しやべる。律と同じくぼくのクラスメートである鳴なる唐から吹音さんだ。こちらを振ふり向いた勢いで、赤みがかったショートヘアと白を基調としたローブが揺ゆれていた。彼女のコスプレは──〝白魔ま法ほう使つかい〟らしい。


「それにしたってこのゲームの鍵かぎがぼくのポルノ小説の才能だったなんて……」


　ぼくは自分が着ている布製のボロボロの服を見ながら漏もらす。──ちなみにぼくのコスプレは、なぜか村人三であった。


　そのときふと、律が鳴唐さんを見つめながら改めるように咳せき払ばらいをする。


「鳴唐さん。ちょっとゲームが得意だったからって、丈たけ途との好感度を上げただなんて勘かん違ちがいをされちゃ困るな」


「好感度……？」


「いや、つまり僕らはパーティーを組んでこの国を旅し、ひとつの目的を共有しているわけで、個々人がその目的のために己おのれの持てる力を最大限に発揮することは当然ゆえに、鳴唐さんがこのゲーム的展開を見み抜ぬいて苦境を打破する糸口を見つけたからと言ってだね──」


　鳴唐さんは律の言っている意味がよくわからないようで、首をかしげながら話を聞いている。……というか、ぼくも律がなんでそこまで鳴唐さんに絡からんでいるのか意味がわからない。


　しかし……鳴唐さんがゲーム好きだったなんて、ぼくはいまだに驚おどろきだ。おかげでこの国に入ってから色々と助かってはいるんだが……。


「まったく……。なんでこんなことになったんだ？　昨日までは普ふ通つうの学園生活を楽しんでたっていうのにさ……」


　ぼくは思わずため息を漏らしていた。


　昨日まではいつも通りの日々を送っていたはずなのだ。昨日までは……………………………いや、よく考えたら昨日、総才っていうあの変な男に出会ってからなにかが狂くるい始めたような気がする。あの天才学園で、またなにかとんでもないことが起こっているのだろうか。この国だって、あの男がつくったのだから──。




１　放課後デートで死の宣告？







　──昨日の放課後──。





　ぼくは、園その声こえ謡うた江えと一いつ緒しよに三年生の教室が集まるフロアの廊ろう下かにいた。廊下には長ちよう蛇だの列ができており、ぼくたちはこの列に並んでもう四十分近く過ごしている。


「謡江、もう明日でいいんじゃないかな。逃にげるものでもないでしょ？」


「駄だ目め！　明日だってきっと列ができてるもの。せっかく丈途くんの締しめ切きりに余よ裕ゆうがあるんだから、今日予報を出してもらっちゃおうよ!!」


　──そう。ぼくたちが並んでいるこの長蛇の列〝予報〟の才能を持つという生徒が作っているものなのだ。


「予報を出すのは当然その道の天才なわけだし……丈途くんも興味あるでしょ？」


　彼女はアイドルと見まがうかわいい顔をこちらに近づけると、妙みように真しん剣けんに聞いてくる。その勢いで、彼女が首からさげたハートのペンダントが少し揺れていた。


　……とはいえ、ぼくは謡江から誘さそわれるがままにこの列に並んでいるだけなのだ。予報に興味があるかと聞かれても答えようがないし、第一、予報の天才と言われてもその才能がどういったものなのかいまいちピンとこない。


　──全ぜん寮りよう制せいたるこの閃ひらめき学園高校には、様々な分野の天才が集まっている。謡江は歌の天才として、ぼくはポルノ小説の天才として学園に入学していた。……ちなみに、ぼくが書いているのはポルノとは言え十八禁でなく芸術であるポルノグラフィーだ。すでにプロデビューして新聞連れん載さいを抱かかえており、ペンネームは本名と読みは同じで下の名前だけ漢字を変えた芥あくた川がわ竹人である。そして、予報の才能でこの学園に入学したという人物ならば当然その道の天才というわけだが──。


「ここに並んでるの女の子ばっかりだけど……みんな、なんの予報を出して欲しいのかな？」


「みんな目的は同じなのよ。わかるでしょ？　女の子はみんな、不安なの」


　謡江の切実な声も、ぼくにはいまいち理解できない。「みんな目的は同じ」と言われても、ぼくはなんの予報を出してもらうために列に並んでいるのかすら聞かされていないのだ。もう、わからないことばっかりだ。でもちょっとした放課後デートみたいで……悪い気はしていなかった。アイドルのようにかわいい謡江とこういう時間を過ごせるのは、それだけで心が浮うき立ってしまう。


「謡江。他ほかの人をこの予報に誘ったりはしなかったの？」


「そ、そんなこと……わざわざ聞かないの！　丈途くんと来たかったんだから……」


「ぼ、ぼくと!?　いやぁ……そんな……。でも、どうして？」


「だから、そんなことわざわざ聞かないのっ！　予報を出してもらうときになったらわかるわ……」


「それまでの秘密ってこと？」


「そう。ヒ・ミ・ツ」


「いいじゃん。今言っちゃおうよ」


「駄目よ！　そんなことしたら私、恥はずかしすぎてここから逃げ出しちゃう……」


　謡江は困ったように顔を伏ふせ、頰ほおを染めていた。彼女のそんな姿を見てふと、かわいいのは顔だけでなく仕草もだなと思ってしまう。


　……うん。やっぱりこういうの、悪くないな……。


　ぼくはそれからも謡江との会話を楽しみながら、さらに一時間近く廊下で過ごしていた。


　ようやく列が進んで三年生の教室へ入ると──そこではまさに、予報がされていた。


「こちらのラブ予報図をご覧ください。その男の子にラブ気圧が発生しているのがわかりますね？　あなたがこのまま告白してその男の子とつき合える確率、八十パーセントでしょう」


「ほ、ほんとですか!?　嬉うれしい!!」


　予報の天才は、ボードと指示棒を持って教きよう壇だんに立っていた。女子の制服たる紫むらさきのワンピースドレスを小こ綺ぎ麗れいに着こなすスレンダーな人で、喋しやべり方はお天気お姉さんを連想させるキャスター口調だ。その顔も、お天気キャスターよろしく品行方正な印象を受ける。


　彼女はボードに記されている男女の絵や雲のような絵を指示棒で指しながら、目の前の女の子に色々と説明を続けていた。


「──予報の才能を持つ、田た分ぶんあたる先せん輩ぱいよ」


「こ、これが予報って……また、ずいぶん個性的な才能だね……」


　しかし「明日だってきっと列ができてる」と言った謡江の台詞せりふから考えるに、リピーターも多いのだろう。きっと、腕うでは確かに違ちがいない。


　しばらく待っていると、ぼくらはついに田分先輩の前に来た。


「田分先輩。私と、ここにいる丈途くんの未来について……予報を出してください！」


「そうそう、ぼくと謡江の未来について──って、えぇぇぇぇ!?」


　ぼくは思わず声を上げて謡江を見つめる。だが謡江は顔を赤くしたままそれ以上口を開かず、田分先輩へじっと視線を向けていた。


　……ぼくになんの予報を出して欲しいか言わなかった理由って……こういうことだったの!?　それにしたってぼくと謡江の未来についてだなんて……そんな……そんな……謡江、いいの!?


「おふたりはもうつき合っていらっしゃるんですか？」


「いえ、まだ……」


「それは大だい胆たんですねぇ。珍めずらしいですよ？　男の子同どう伴はんでここへ来るだなんて」


「でも……その……大事なことだし、ちゃんと正確な予報を出して頂きたくて……」


「かわいいのに健気な方ですねぇ……」


　た……確かに大胆だ。そして、健気だ。ぼくは呆ぼう然ぜんと謡江を見つめていた。


「──では、本日のラブ予報をお送りしましょう。ですがその前に、わたしからいくつか質問をさせて頂きます」


　田分先輩は教壇に据すえられた机にボードを置くと、指先でタッチし始める。驚おどろいてのぞくと、今までただのボードだと思っていたものはタッチパネル式のパソコンだったようで、画面の下半分にはパソコンのキー部が表示され、画面の上半分にはなんらかのグラフが表示されていた。


　田分先輩はボードをタッチしながらぼくと謡江に次々と質問をしてくる。


「──おふたりの才能は？　ご自分の元々の気質っておわかりになります？　子供の頃ころはどんなお子さんでした？　今はどう変わりました？　おふたりの癖くせは？　おふたりが喧けん嘩かする場合、どういったパターンが多いですか？　あとは──」


　田分先輩の質問はかなり長く、ぼくらは延々と自分のことについて答え続けていた。


　……質問にこんなに時間をかけてたら、そりゃ列が進まないわなぁ……。


　しばらく田分先輩との問答を続けていると、先輩はやがて質問をやめてこちらへ顔を向ける。


「──はい、質問は以上です。この情報を基もとにおふたりの未来について予報を出します。……しかし、この丈途くんの予報図……」


　……え？　な、なんだって言うの??


「これですと、総合してパーセンテージを算出すると──」


「どうなんですか!?」


　黙だまって事態を見守っていた謡江が、急に前のめりになって田分先輩に顔を寄せる。


「……謡江さん。申し訳ございませんが、今回の予報に関しては丈途くんの予報図の関係で、あなたのご質問にきちんとお答えできないことを先にご了りよう承しよう頂きたいと思います」


「え!?　……は、はい。とにかく教えてください!!」


　謡江の言葉に田分先輩は頷うなずくと「ではこちらの予報図をご覧ください」とボードを手に持って画面を見せる。


　そこに表示されていたのは……ボロボロの服を着て暗い道の隅すみで倒たおれている男の絵だった。


「このままの気質配置で進みますと、丈途くんはただのエッチな男の子として孤こ独どくに成長してただの孤独なエッチなおじさまになってしまい、路地裏や高こう架か下したといったいかにも不幸そうな場所で野垂れ死んでしまわれる確率九十九．九九九パーセントでしょう。心よりご愁しゆう傷しよう申し上げます」


　田分先輩は最後の台詞を言うとき、ぼくに向かって深々と頭をさげていた。


「──って、そんなとんでもなく不幸な死に方がもう確定してるみたいに言わないでくださいよ!!」
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「九十九．九九九パーセントの確率ですから、仕方ありません」


「仕方ないっていう問題なんですか!?」


「普ふ通つうはあきらめて最さい期ごの時を待たれる確率です」


「ぼく、占うらないを信じておとなしく死ねません!!」


　ぼくが〝占い〟と言った瞬しゆん間かん、田分先輩の表情がこわばる。お天気キャスターのように品行方正な顔はそのままだったが、なぜか額に青筋が立っていた。


「……占い、ですって？　今、わたしの予報を占いと一いつ緒しよにしました??」


「えっ……いえ……まぁそういうものですよね？」


「……ほんと、さっさといかにも不幸そうな場所で野垂れ死んでくださればいいのに……」


「なっ……!?」


　田分先輩は急にボードを机の上に置くと、猛もう烈れつにキータッチを始める。


「あなたのようにインテリジェンスの欠片かけらもないただの腐くさったエロ野や郎ろうにはわからないでしょうけど、予報はあくまできちんとしたデータにもとづいた未来予測なんです！　非科学的な要素を伴ともなう占いと一緒にしないで頂きたいものですわ!!　あなたがどうしてこんなに不幸な結末を迎むかえるのか、予報のデータを解かい析せきして根本的な原因を調べてあげます。身に覚えがあれば嫌いやでも予報を信じますわよね!?　どんなに腐りきったエロ野郎でも!!」


　田分先輩は猛烈にキータッチを続けながら声を張り上げていた。


　……こ、このキャラの変わりよう……一体なんだ??　もしかしてぼく、地じ雷らいを踏ふんでしまったのだろうか……。品行方正なお姉さんかと思っていたけど……さすが閃学園の生徒。恐おそろしい一ひと癖くせを持ってるな……。


「──わかりました！　あなた、中ちゆう途と半はん端ぱなスケベ心とエッチな文才だけで作家になったから駄だ目めなんですよ！　ちゃんと下積みして立派なポルノ作家になっていればよかったんです!!」


　り……立派なポルノ作家って……。しかもぼく、巷ちまたじゃ一応カリスマポルノ作家ってことになってるんですけど……。


「田分先輩！　それなら、丈途くんが今からでも立派なポルノ作家になれば……私たちの未来も変わるってことですか!?」


　謡江のその言葉を聞いた瞬間、田分先輩は顔を曇くもらせてしまう。急に声のトーンが落ち、言いにくそうに口を開く。


「……九十九．九九九パーセントの確率で野垂れ死にされるわけですし……今さら未来を変えられるかどうかはちょっと……」


「嫌っっ！　だって〇．〇〇一パーセントの確率で違ちがう未来もあるんでしょ!?　ねぇ、丈途くん。私がんばるから。がんばって、丈途くんを立派なポルノ作家にするから!!」


「はぁ!?　謡江、なに言ってるんだよ!?　なんか謡江……おかしいよ!!」


「だってこのままじゃ丈途くん……ただの孤独なエロおじさまになって路地裏とか高架下とかいかにも不幸そうな場所で野垂れ死んじゃうんだもん！　私、そんなかわいそうな丈途くんなんて見たくないっっ!!」


「そんな死に方しないから!!」


「なっ……まだわたしの予報を疑うんですか!?　九十九．九九九パーセントって言ったら……普通絶対に起こりますよ!!」


「──まぁまぁ、きみたち。ちょっと待ちたまえ。ここはひとつわしに任せてくれんかのぉ」


　やけに渋しぶめの男の声が、ぼくたちの会話に割って入る。誰だれかと思って顔を向けると、そこには葉巻をくわえて紫し煙えんをくゆらせたダブルのスーツ姿の男がいた。恰かつ幅ぷくがよく、髪かみはオールバックにしており、姿といい雰ふん囲い気きといいどう見てもどこかの重じゆう鎮ちんだった。


　──っていうか学校で葉巻って……よく考えたら駄目だろ、それ!!


「謡江さん……どうやらお困りのようですね。我々の組織力を使えばこの問題、見事解決してみせましょうぞ」


「総才くん……でも、悪いわ」


「はははっ。なにを水みず臭くさいことを。わしは貴女あなたのために組織を立ち上げたんですぞ？　困っている貴女を助けずして……なにがファンクラブと言えましょうか!!」


「──ファンクラブだって!?　……謡江、この重鎮っぽい人と知合いなの!?」


「私と同じクラスの党とう野の総才くんよ。ボスの才能を持ってる人なの」


「ボス!?　……っていうか、謡江と同じクラスだったの!?　……こんな人がいたなんて今まで気づかなかった……」


「ふん。ボスの才能とはつまり、あらゆる者のトップに立つ才能。下げ賤せんの輩やからの前に、おいそれと姿を見せるものではないのだよ」


　総才と呼ばれた男は紫煙の合間からこちらを見み据すえる。その視線はなぜか、ぼくを睨にらみつけているかのようであった。


「「──Ｙｅｓ！ Ｗｅ Ｌｏｖｅ う・た・えっ！　Ｙｅｓ！ Ｗｅ Ｌｏｖｅ う・た・えっっ!!」」


　突とつ然ぜん、大勢の男たちの奏かなでる大合唱が聞こえる。驚おどろいて見ると、いつの間にかぼくたちの横にピンクのハッピを着た男子が整然と並んでいた。皆みなやけに気合の入った顔をしており、体中に緊きん張ちよう感かんをみなぎらせている。一体どこの精せい鋭えい部隊だよと思いたくなるほどの統とう率そつされた雰囲気があった。


　……まぁ、着ている物がピンクのハッピなので多少……というかかなり服装と雰囲気にギャップを感じるのだが……。


「彼らは我が同志──謡江さんのファンクラブのメンバーさ」


　総才が自じ慢まんげに言うと、男たちは一いつ切さいの乱れなく全員同時にこちらへと背を向け腰こしに手をあてる。すると、ハッピの背の部分にプリントされた謡江の顔が見えた。


　……うわぁ、この人たち本気マジだ……。本気マジで謡江のファンをやってる感じだ……。その本気マジっぷりをこうも統率された形で見せられると……ちょっと恐こわい。


「我々ファンクラブはきちんとルールを決めて守り、謡江さんを困らせないよう誠実におつき合いしているのだ。しかしねぇ……たまにいるんだよ。自分だけよければそれでいいという無法者のファンがね。本当に困ったものだ」


　総才は咎とがめるような口調で言うと、こちらに向かって思いっきり紫煙を吹ふきかけてきた。


「ごほっ、ごほっ、ごほっ……。ちょっ……なにするんだよ!?」


「きみも身に覚えはないか、胸に手を当てた方がいいな」


「ぼくは謡江のファンだから一いつ緒しよにいるんじゃないから！　なんて言うか……その……そういうのと一緒にしないでくれよ!!　だいたいきみ、高校生のくせに葉巻なんて吸っていいの!?　しかもここ、学校だよ!?」


「ふん。無法者だけあっていちゃもんをつけてきおる。これは電子タバコならぬ電子葉巻……紫煙は水蒸気だ。問題ない」


「電子葉巻って……そこまでして吸うのか……」


　総才はぼくの言葉を一いつ蹴しゆうするように、またこちらへ紫煙を吹きかけてくる。


「わしの政策を邪じや魔まする奴やつには……消えてもらうけんのぉ」


　妙みようにどすのきいた声だった。重鎮っぽいオーラの漂ただようこの男から言われると、逆らうのをやめてしまおうかとすら思ってしまう。


　……さすが天才の集まる閃学園。この男のボスの才能もまた、本物だ……。


　ぼくはそっと冷ひや汗あせを拭ぬぐっていた。


「総ちゃん……まだそうやって自分のためだけにボスの才能を使ってるの？」


　不意に、田分先輩が話に割りこんできた。というか「総ちゃん」って一体……。


「……あたる先輩か。ご大層に予報と銘めい打うってはいるが、あなたのやっていることは占うらないと変わりありませんよ。占いで人生を狂くるわせるのと、変わりありません」


「……占い、ですって？　加か齢れい臭しゆうを漂わせるだけ漂わせて……その臭くさい息で言いたい放題言ってくださりますわね。わたしは将来起こりうることを予測して危険の回かい避ひを──」


「それに振ふり回される奴は大変なんですよ？」


　総才が先輩の毒々しい発言を意にもかいさずそう言うと、先輩は急に黙だまりこんでしまった。


　……なんだ？　このふたり、お互たがいのことをよく知っている感じがするんだけど……。


「謡江さん。こんな占いよりもっと確実な力……我々ファンクラブ一同の才能で、貴女の将来を明るいものにしてみせましょうぞ」


「「──Ｙｅｓ！ Ｗｅ Ｌｏｖｅ う・た・えっ！　Ｙｅｓ！ Ｗｅ Ｌｏｖｅ う・た・えっっ!!」」


　ファンクラブの奏でる大合唱の中、総才は含ふくみのある笑えみを浮うかべて紫し煙えんをくゆらせていた。








「律、そんなぶ厚い本を持ってどうしたの？」


　次の日、ぼくが寮りようを出て登校していると律とはち合わせた。彼は男子の制服たるモーニング風のコートを西せい欧おう貴族よろしく着こなす美男子で、この学園には数学の才能で入学している。


　彼は淡あわい栗くり色いろの髪かみをさらさらとなびかせながらこちらを振り向く。


「やぁ、丈途。これは教育学の本さ」


「教育学？　なんで律がそんな本を??」


「数学者の進路っていうのは、企き業ぎように入ってその数学的知識を活いかすか大学で教きよう鞭べんをとりつつ数学的研究を進めていくか……大おお雑ざつ把ぱに言えばこの二パターンあるんだ」


「へぇ。将来に備えて数学以外の勉強もしてるってことか。偉えらいんだね」


「もうプロ作家として自分の道を進んでいる丈途の方が偉いだろ」


　……そのプロ作家としての道の末路が、路地裏とか高こう架か下したとかいかにも不幸そうな場所での野垂れ死になんだよ、律……。


「ま、占いを信じて動どう揺ようするほど繊せん細さいじゃないけどね」


　ぼくはこっそりつぶやくと、気を取り直して歩みを進める。


「あ、丈途くん。おはよう」


　女の子の声がしたので振り返ると、寝ねぼけ眼まなこのままとぼとぼと歩いている体の小さな子が目に入った。クラリネットの才能を持つ、鳴唐さんだ。彼女は赤みがかったショートヘアから跳はねるような寝ぐせを立て、手にはクラリネットのケースを持っていた。


「一緒に登校しても……いい？」


　鳴唐さんは少し恥はじらうようにしてぼくに聞いてくる。


　最近、ぼくは彼女とずいぶん話すようになっていた。登校中一緒になればそのまま教室までともに歩いてゆくこともしばしばだ。前にあった才能テストの際に彼女とメールアドレスを交こう換かんし、彼女がぼくのことを名前で呼んでくれるようになって以来、急速に距きよ離りが近づいているのを感じる。


　入学当初は彼女とここまで親しくなれるだなんて想像もしていなかった。


「わざわざ聞かなくたっていいんだよ？　一緒に登校しよう」


「うん……ありがとう。あっ、丈途くん。そういえば昨日のメール、吹音、ちょっと意味がわからなかったんだけど……」


　鳴唐さんはそう言うと、携けい帯たい電でん話わを取り出してぼくに画面を見せる。


『例の萌もえ萌え紙かみ芝しば居いの件、そろそろシナリオの打合せに入りたいんだけど』


「萌え萌え紙芝居だって……？」


　──あっ！　し、しまったぁぁぁ！　それ、紙芝居の才能を持つ男友達に宛あてて書いたメールだ!!　間ま違ちがえて鳴唐さんに送ってたんだ!!


「ねぇ、萌え萌えってなぁに？　吹音、紙芝居好きだよ？　昔話とか大好きだから、作りたいとは思うんだけど……」


「いや、いいんだ！　本当は違う人に向けて送るつもりだったやつだから!!　ちょっと間違えて鳴唐さんにメールしちゃっただけだから!!」


「そうだったんだ……。それで吹音、ちょっと意味がわからなかったのね。そっかぁ……ふ～ん……。それで、萌え萌えってなぁに？」


「……ん？」


「吹音、よくわからないから気になっちゃって寝られなくて……返信できないまま朝になっちゃったの」


「えぇ!?　今日眠ねむそうにして登校してる理由、それなの!?」


「うん……」


　彼女は寝ぼけ眼をこすりながら携帯電話を見つめ、しきりに首をかしげていた。


　わ、悪いことしたな……萌え萌え紙芝居のせいで……。ここまで真しん剣けんに悩なやませてしまうだなんて……萌え萌え紙芝居のせいで……。


「──丈途！　きみ、昨日鳴唐さんとはメールして……というか他ほかの人ともメールして、僕のメールには返信しなかったっていうのか!?」


　律が突とつ然ぜんこちらへつめ寄ってきた。ずいぶん怒おこっているようだが……律のメールだって？　ぼく、そんなもの受け取ったかな……。


「えと……ごめん。あの……アレだよね。アレの話だよね」


　本当はまったく覚えていなかったが、とりあえず話を合わせてみることにした。


「そう。授業で出た定理について、その命題が生まれ、幾いく多たの数学者たちが証明のために奮ふん闘とうした歴史をつづったメール……どうしてそれには返信しないんだよ!?」


　あぁ……思い出した。確かに受け取っていた。知らない外国人の名前や年号や数式ばっかり書いてある頭が痛くなるメールだったから、後回しにしていたらすっかり忘れていた。というか、あのメールは特に返信しなくても大だい丈じよう夫ぶそうな内容だったと思うのだが……。


「すまんすまん。律のメールって中ちゆう途と半はん端ぱには返せない内容だろ？　色々頭を悩ませちゃって……気がついたら今日になってたんだ。鳴唐さんと同じだね。ははっ」


　ぼくが笑ってごまかそうとすると、律は急に目め頭がしらを押さえてこちらから顔をそらしてしまった。


「丈途……すまん。僕のためにそこまで……悪いことをしたな」


　律……なぜそこで泣きそうになる……？


　ぼくは不思議に思いながらも、なんとかごまかせたことに安あん堵どして息をつく。


「え、円修くんにはごあいさつまだだったね。お、おはよう」


　鳴唐さんは少しどもりながら律にもあいさつをする。彼女は男子と話すのがあまり得意でないようだが、それでも最近は少しずつ話すようになっていた。特に律はぼくと一いつ緒しよにいることが多いので、必然的に鳴唐さんも接する機会が多い。他の男子と比べると律とは喋しやべる方であった。


「おはよう、鳴唐さん」


　律はいまだに目頭を押さえながら彼女に返事していた。


「──丈途くん、大変よ！」


　ぼくの名を叫さけぶようにして呼ぶ女の子の声がする。驚おどろいて顔を向けると、そこには息を切らせてこちらに駆かけてくる謡江の姿があった。


　──ドキッ。


　一いつ瞬しゆん、昨日ふたりの未来について予報を聞きに行ったときのことが頭をかすめる。


　謡江との未来……例えばこのまま学園を卒業して同じ大学なんかに行っちゃったりして、今より大人っぽい雰ふん囲い気きになった謡江とどこかへお泊とまりデートでもして、熟うれて豊満になった肢し体たいを愉たのしみつつ女に目覚めた淫みだらな喘あえぎ声を──。


「丈途くん、一緒に来て！」


「え!?　お泊まりデート!?」


「……お泊まり？」


「いやっ……その……」


　謡江はいぶかしげな顔をしていたが、急いでいるようで「とにかく来て！」と言うといきなりぼくの手を引いてどこかへ行こうとする。


「ど、どうしたのさ？　どこへ行くつもり??」


「学園の裏にとんでもないものができてて……一緒に来て！」


「とんでもないもの？」


　ぼくが言葉を発したそのとき、謡江が鳴唐さんを目にし、その場に固まった。……なぜか、鳴唐さんをじっと見つめたまま動かないでいる。


「まさか吹音さん……丈途くんと一緒に登校してたの？」


「うん」


「……ただでさえ丈途くんと同じクラスだっていうのに……それだけで私より何倍も丈途くんと接してるっていうのに……」


「……どうしたの、謡江さん？」


　謡江は問いかけてくる鳴唐さんを尻しり目めに、ぼくの手を引いたままあいている方の手を握にぎりしめて震ふるえていた。


「……謡江？」


　謡江はぼくの言葉も耳に届かぬまま、握りしめていた手から指を一本突つき立てると、ビシッと鳴唐さんを指差す。


「吹音さん！　丈途くんを幸せにするのは……この私よ!!」


「「……えっ？」」


　ぼくと鳴唐さんの声が、重なった。


　しかし謡江はあえてそれを無視するかのように顔をそむけると「とにかく来て！」とぼくを引いて学園の裏へ向かい始めてしまう。


　後ろから、鳴唐さんと律が慌あわててぼくたちを追ってくるのが見えた。








　閃学園は山の中にあるため周りを木立に囲まれていて、静かで勉学に適している。学園の裏もその例に漏もれず木々が茂しげっていて静かで眺ながめがよい──はずだったのだが……。


　あんなもの、昨日まではなかったのだ。昨日までは確かに木が茂っているだけの場所だったのだ。


　そこに突とつ如じよとして──中世の城のような、どでかい建物ができていた。


「えぇぇぇぇ!?　なんだよあれ!?　絶対に……っていうか確実に昨日まではなかったよね!?」


　あまりに想像を絶しすぎて、鳴唐さんも、律も、ぼくの言葉に反応できずにいる。


　しかも城の上空にはなぜか黒い雲がかかっており、カラスやコウモリといった黒い鳥が飛び回っていた。はっきり言って……恐おそろしく不ふ吉きつだ。


「一体なんなんだ……あの城。なんかあの不吉さ……凄すさまじく魔ま王おうの城を連想しちゃうんだけど!?」


「……うん。せめてもうちょっとファンシーだったらよかったのにね……」


「いや……謡江、問題はそこじゃないから！」


「──あっ。そ、そうよ！　確かに昨日まではあんな城なかったものね！　……丈途くん、どうにかできそう？」


「どうにか!?　無理無理!!　むしろ、絶対に関かかわりたくない!!」


「なんでよ!?　私が危ない目にあうかもしれないでしょ!?　守ってくれないの!?」


「そんな……もの凄い仮定の話で怒おこられても……」


「そ、そっか。そうよね。ご、ごめんなさい」


　謡江は慌てたように言うと、不安そうに城を見つめ直す。


　……しかし、驚きだ……。


「一夜城か……歴史上、確かにそう呼ばれた城も存在したけど、実際は一夜にして現れた城であるかのように演出したものだった……。でも、これは本当に一夜城……だね」


　律が、やけに理り屈くつっぽく驚きを表現している。というかそんな風に驚かれたら驚いている感じがしない。


「昔のＲＰＧにあんな感じの魔王さんのお城がたくさんあったよ？　吹音、ちょっと懐なつかしい」


　鳴唐さんが、前半は的を射つつ後半はしっかりと的から外している発言をする。


　……っていうか鳴唐さん、ゲームをするんだ……。


　ぼくが鳴唐さんの発言に気を取られている間に、城の方から土つち埃ぼこりを巻き上げて馬車が近づいてきた。


　目をこらすと、御ぎよ者しやはなぜか甲かつ冑ちゆうをまとっていることに気づく。その姿からは城と同じく中世の匂がした。


「なんだろう、あれ？」


「僕が思うに……閃学園との和平交こう渉しようかな。天才ばかり集まる学園というのは、戦略的に考えても敵対より宥ゆう和わを目指すべきだからね」


　律……どうしてお前はそう問題を難しくとらえようとするんだ。


「違ちがうよ！　きっと魔王さんの兵隊さんが吹音たちに宣戦布告に来たの!!」


　……鳴唐さん。普ふ段だんの天然にゲーマー的思考が加わって発言が凄すごいことになってるの、気づいてる？


　ふと謡江に目をやると、彼女は不安そうにしながらも口をつぐみ、言葉が出ない様子であった。


　……これが普ふ通つうのリアクション、だよな……。


　馬車はいつの間にかぼくらの目の前まで迫せまってきている。


　そしてすれ違いざま、不意に馬車の中から黒マントを着た恰かつ幅ぷくのいい男が姿を見せた。


「──えっ!?　そ、総才!?」


「──きゃぁっ!!」


　ぼくが驚おどろきの声を上げるのと謡江が叫さけぶのは同時だった。総才は馬車の中からさっと腕うでを伸のばすと、謡江を捕つかまえて馬車へと引きずりこんでしまったのだ。


「謡江!!」


　ぼくが叫ぶと、馬車はすぐに折り返してこちらに向かってきた。


「ふははははっ！　謡江さんはもらったぞ!!」


　総才は謡江を脇わきに抱かかえ、漆しつ黒こくのマントを風になびかせつつ高らかに笑う。


「ど……どういうことだよ!?」


「今にわかるわ!!」


　総才はそう言うと、ぼくとすれ違う際に一枚の封ふう筒とうを投げつけ、そのまま走り抜ぬけてしまった。


「──丈途くん！　助けて!!」


「──謡江!!」


　馬車は城を目指し、あっという間にぼくたちから離はなれて木立の中へと消える。もう姿は見えないが、謡江のハートのペンダントが照り返したであろう光が、遠くの方で一いつ瞬しゆんだけ見えた。


「な……なにが起こったんだ……。意味がわからない……」


　ぼくは呆あつ気けにとられてその場に立ち尽つくしていた。しかし次の瞬間には我に返り、総才が投げつけてきた封筒を慌あわてて拾う。そして、中に入っていた手紙を広げた。


「──招待状？」





　拝はい啓けい


　腐くされポルノ作家の丈途様におかれましては、忌いま々いましくもお元気でお過ごしのことと思います。


　突とつ然ぜんではありますが、わしは学園の裏に新しい〝国〟をつくりました。謡江さんのファンクラブによる謡江さんのための国です。ゆえに異国の法など関係ありません。我が国の法に則のつとり、重ね重ね突然ではありますが、ファンクラブを代表してわしが謡江さんと結けつ婚こんすることとなりました。


　わしと謡江さんの新しい門かど出でを腐れポルノ作家の丈途様に見守って頂きたく、ささやかながらパーティーを催もよおします。つきましてはぜひお越こしくださいますようご案内申し上げます。




敬具










「け……結婚だってぇぇぇぇ!?　っていうか……国ぃぃ!?」


　……そんなの、いくらなんでも無む茶ちや苦く茶ちやすぎるだろ……。しかもここがすでに国なのに、国の中に国をつくったら大問題だから!!


　律と鳴唐さんはぼくの声に驚き、こちらに来て手紙を横から読み始めていた。ふたりは総才のことを知らない。ぼくはふたりが手紙を読んでいるそばから総才についてかいつまんで説明を加える。すると、その間にふたりとも手紙を読み終えたようだった。


「……無茶苦茶すぎるね……。丈途、総才って男……かなりやばいんじゃないのか？」


「ぼくも今、そう思ってたところだよ……」


「だいたい国をつくっただなんて、彼は外交や内政をきちんと考えてやっているのか？　まったく……国家運営をなんだと思ってるんだ」


「そこは今怒おこるところじゃないから！」


「──ねぇ、どうして丈途くんを招待してるの？」


「ぼくも意味がわからないよ……」


「吹音にも宣戦布告して欲しかったなぁ……」


「せ、宣戦布告って……いや、でもこれって確かに……どう……なんだろ??」


　あまりの事態にぼくたちが呆ぼう然ぜんとしていると、後ろで誰だれかの足音がした。


「さっきの黒マントの人……もしかして総ちゃんですか？」


　後ろを見ると、そこには予報の才能を持つ田分あたる先輩がいた。予報に使うボード型のパソコンを脇に抱え、じっと魔ま王おうの城っぽい建物を見つめている。


「田分先輩……。確かに総才でした。あいつ、とんでもないことをして……」


　ぼくが手紙を渡わたすと田分先輩はすぐに読み始めた。


　そして一通り読み終えると、先輩はまた魔王の城っぽい建物を見つめる。


「丈途くん、この結婚式に行くんですか？」


「結婚式ですか……」


　結婚と言えばウェディングドレス。結婚と言えば初夜。そして結婚と言えば──子作り！　つまりウェディングドレスと初夜と子作りがすべて整っているのが結婚式当日であり、行き着くところは初夜にウェディングドレスを淫みだらに脱ぬがされた謡江が子作──。


「う、謡江ぇぇぇぇぇ！　それは駄だ目めだぁぁぁぁ！　それはむしろぼくがしたぃ……じゃなくて、そんなこと自分の気持と反してやらされるだなんて……絶対に止めるぅぅぅ!!」


　ぽたりぽたりと、ぼくの足元に紅あかい滴しずくが落ちていた。


　──しまった！　妄もう想そうしすぎてこんな所で紅の聖書レツド・バイブルしてしまった!!


「丈途くん。おっしゃってる意味がよくわからないのですが、つまり結婚式に行くということでよろしいんでしょうか？」


　田分先輩がキャスターよろしくテキパキと話を進行しようとする。ぼくは慌ててポケットからティッシュを取り出すと両鼻につめ、顔を上げた。


「はい、行きます!!　行って総才を止めま──」


「僕も行くよ!!」


　ぼくの言葉にかぶせるようにして、律が声を上げていた。


　……なんだろう。やけに前のめりな言い方だった気がするが、ぼくの勘かん違ちがいだろうか。


　いぶかしげに律を見つめていると「もちろん謡江を助けたいという気持も大きいけど、丈途が行くから僕が行く……他ほかに理由が必要かい？」と彼は自じ慢まんげに微笑ほほえみ、そのさらさらとした髪かみを風になびかせていた。


「他に理由……というか、謡江を助けるのが目的なんだけど……」


「わかってるさ。一緒に助けようじゃないか！　一緒に!!」


　律がやけに気合の入った口調で言い、ぼくの肩かたを叩たたいてくる。


　……まぁ、やる気満々ってことだけはよくわかったよ……。


「──吹音も行く！」


　鳴唐さんが元気に手をあげていた。


　ど、どうしたんだろう……このテンション。なんでやけにはりきってるんだ？


「吹音、悪い魔王さんを倒たおしてお姫ひめ様を助けるの!!」


「……は？　な、なに??　そのゲーム的理由……。いやいや……これはきっとそういう問題じゃないからね。危ない気がするし、鳴唐さんは無理しない方がいいよ」


「吹音、こういうの得意だから任せて！　がんばるねっ!!」


「いや、だから危ない気がするし──」


「魔王さんを倒すにはどれくらいレベルを上げなきゃ駄目なのかなぁ～」


　鳴唐さんはすでに自分の妄想にどっぷりとつかっており、ぼくの言葉など届いていない様子であった。


　……もし危ないことがあったら……ぼくが助けるしかないな……うん。


「ではわたしもご一緒させてください」


　田分先輩が、意を決したようにこちらを見つめていた。


「え？　でも田分先輩……」


「実はわたし、総ちゃんとは中学が同じで……昔は仲がよかったんです。総ちゃん、昔はあんなじゃなかったんですよ？　みんなのために自分の才能を使ってみんなから慕したわれてて……歳とし下しただけど、尊敬できる人だったんです」


　国をつくっただの謡江と結婚するだのと大暴走しているあの男からは、想像もできない過去だな……。というか、ぼくも田分先輩みたいに品行方正なお姉さまから尊敬できる人とか言われたいな……無理だろうけど。


「わたし、総ちゃんを止めたいんです。それに、予報の才能っていざというとき役に立つと思いませんか？」


　田分先輩はボード型パソコンを掲かかげると、指示棒で軽く指して微笑んでいた。ボードには魔王の城っぽい建物の絵と、その周りを渦うずのようにして回る黒い霧きりのようなものの絵が表示されている。


「極ごく悪あく型低気圧があの城に渦巻いており、わたしたちの行く先には数々の困難が待ち受けていることでしょう」


「──って、滅め茶ちや苦く茶ちや危なそうじゃないですか!!」




２　天才たちが作ったリアルＲＰＧ














　薄暗い部屋。闇の中で、より深い闇をたたえた存在が私を見据えていた。辺りは暗いはずなのに、その存在の放つ闇に比べればまだ明るい。


　私は恐怖に耐えるかのように、首からさげたハートのペンダントを握りしめた。私は……魔王と称される存在にさらわれてしまったのだ。姫であることを理由に。歌が美しかったことを理由に。それを魔王が汚したかったというだけの理由で……。


「姫よ、もうお覚悟はできましたかな？」


　魔王は言うや否や腕を一振りし、私の着ていたドレスをいとも簡単に裂いてしまう。


「きゃっ……」


　私は慌てて破れたドレスを抱きしめたが、もうほとんど裸の状態だ。魔王がこちらを舐め回すように見ている気配がする。闇の中にいるはずなのに、まるで私の肢体すべてが見えているかのようだった……。


「やっ……なにするの!?」


　不意に、魔王がその片手で私の胸をわしづかんできた。そしてもう片方の手を、私の体に這わせ始める。


　胸をつかむ手はゆっくりと回すように動かされ、体を這う手は横腹から太股へかけて少しずつうごめいている。


「んっ……や……お、お願い……やめて……」


　くくくっ……と、魔王は低く笑う。


　魔王の舌が、私の胸の周りをじっとりと濡らしながら這い回り始めた。人の唾液とは違う、痺れる感覚……。魔王の舌の細かな隆起すべてが私の肌を侵蝕するかのように、ザラザラと這い回る。


「やぁっ……あぁ……んっ……」


　魔王は私の声を聞きながら喉を鳴らして笑い、さらに唾液を塗りつけてきた。胸の周りから首筋に舌を這わせ、そのまま私の口の中へ、喉の奥へ、舌を差し入れてくる。息もできないはずなのになぜか苦しくない、むしろ、いけないと思いつつなぜか快楽すら感じてしまう……。


「んふっ……んん、んっ……」


　声も出せないまま、私は魔王の舌に、唾液に、口の中から喉、さらには体の内まで侵蝕されてゆく。どうしたというのだろう。この唾液、やっぱりおかしい。私、頭の奥まで、痺れ……。


　その瞬間、魔王が私の口から舌を抜いた。それと同時に、急に虚脱感が襲ってくる。


「ど、どうしてこんなこと……。勇者様が……勇者様が必ずあなたを倒しに──きゃっ」


　魔王の指が、私の腿の内に押し当たってくる。私の内に入ろうとして、下着に強く押し当てられる。グリグリとねじこむように回され、何度も、何度も私の内へ入ろうと下着を突き上げてくる。


「いやっ……あはっ……ん……お、お願い、助けて……」


「……魔王というのはな、持って生まれた力ゆえに常に畏れられるものだ。今さら小娘ひとりに甘い情などかけるはずもない。魔を統べる才……。ある意味で、わしはそれに囚われているのかもしれんな」


「なら……今からでも……囚われるのをやめて……」


「ふん。魔の者には魔の者の流儀があるのだよ。つまり──奪うのさ」


　その言葉とともに魔王の爪が私の下着へとかけられ、いとも簡単に裂かれてしまった。


「さて……そろそろお遊びはやめにしよう。たっぷりと愉しませてもらうぞ」


　魔王は不意に私の唇を奪うと、またしても舌を差し入れてあの不思議な唾液を強引に飲ませる。駄目……もう私……頭が回らなくなって……。


「ゆ、勇者様ぁ……」


　魔王は私の言葉を鼻で笑うと、すでに守る物のなくなった腿の内へ手を這わせ、私を汚すために指先へ力をこめてきた。












　城の近くまで来ると、その造りの異常さがよくわかった。石造りの三階建てだが一階一階の高さが異様で、実質九階建てのビルほどの高さがある。広さも尋じん常じようではなく、城の端はしから端まで一直線に歩くだけで優に一時間はかかりそうだ。


　ぼくたちはその場でしばし、呆ぼう然ぜんと城を見つめていた。


「でっかいな……。総才、これを一夜で建てるだなんて、一体どれだけの人や物やお金を動かしたんだ……」


「さすがボスの才能といったところだね。でもこれだけの高さを三階建てで造るだなんて……ちゃんと強度を計算して建てたのかな？　僕は心配だよ」


「ＲＰＧのフィールドマップに出てくるお城もこんな感じだよ？　ざっくり〝お城〟って形をしてるの」


「これ、ざっくりすぎるって……」


　鳴唐さんに突っこむぼくの言葉も、あのでかい城を前に勢いがない。


　さらに城に近づくと、威い圧あつ感かんがより増してくる。建物の大きさのせいだけではなかった。遠目からでも見えた黒い雲や飛び回っているカラスやコウモリが迫せまっているせいもあるだろう。だがそれ以上に、さきほどからぼくらの足元には……なぜか、人骨っぽいものが散乱していた。


「──これ、いくらなんでもおかしいだろ!?　人骨……まさか本物だなんてことないよね!?」


「そ、そんなことあるわけないだろ……」


　律は一見軽く笑っているように見えたが、こめかみを流れる一筋の汗あせをぼくは見み逃のがさなかった。恐こわいのは律も同じらしい。でも……男に二に言ごんはないよね？　逃にげないよね？


「レプリカだと思うならさ、とりあえず律が先に行ってよ」


「なっ……い、一いつ緒しよに行こうじゃないか。どうせ偽にせ物ものの骨なんだからさ」


「いやいや、ぼくは一言もレプリカだなんて言ってないし。ここはレプリカだって確信してる律に先頭を任せて──」


「男子諸君に只ただ今いまの乙おと女め心ごころ模様をお伝えします。吹音さんの中で、男子諸君に対して不信気流が渦うず巻まいていることでしょう」


「え!?」


　田分先輩がいつの間にかボード型パソコンを掲かかげていた。その画面には女の子の絵とその周りを乱気流のように流れる風の絵が表示されている。


　慌あわてて鳴唐さんの方を向くと、彼女はこちらをいぶかしむようにじっと見つめていた。


「丈途くん……恐いの？」


「こ……恐こわくないさ……。もちろん」


「なら行かなきゃ。魔ま王おうさんを倒せないよ？」


「たださ、骨がさ……」


「こういうの、魔王さんのお城の前だったらよくあるでしょ？」


　そ、そういう問題じゃないから！　だいたい、魔王さんのお城なんてものが現実にはないんだからさ!!


　──ガァァッ!!


　唐とう突とつに、カラスの鳴き声が辺りに響ひびく。


　鳴唐さんはそれを聞いた瞬間「きゃっ」と言って体を縮めてしまった。震ふるえたままその場に固まり、黙だまりこんでしまう。さっきまで普ふ通つうにしていたのにどうしたというのだろうか。


「……まさか鳴唐さん、骨は恐くないのにカラスは恐いの？」


「だってあのカラスさん……ゲームっぽくないんだもん……」


　そりゃ、リアルにカラスだからね……。というか、恐がる基準がそこなのか……。


「丈途くん。ここで吹音さんの乙女心模様の続報をお伝えします。今まさに丈途くんの男が試ためされる局面を迎むかえた確率、百パーセントでしょう」


　田分先輩がキャスター的な笑えみを浮うかべ、こちらを見ていた。というか男が試される局面って……つまり、鳴唐さんにとってのぼくがどうなのか試されてるってことですよね……。


　ぼくは体を縮めたまま震えている鳴唐さんを見つめる。


　よく考えたら……田分先輩に言われるまでもないことだ。ちょっと状じよう況きようが特とく殊しゆだったから調子が狂くるっていたが、やることは決まっている。ぼくはいつも通りにするだけだ。鳴唐さんのことを……守る。


　ぼくは田分先輩の方を向くと、意を決したように頷うなずく。


「予報のおかげで目が覚めました。ありがとうございます」


「そうですか。丈途くんは素す直なおでいい子ですね。わたし、応おう援えんしたくなります」


　田分先輩はそう言うとキャスターっぽい綺き麗れいな笑みを崩くずし、かわりに温かな笑顔を見せる。作られたものでない、心のこもった表情……。元々顔が整っている先輩なので、少し見とれてしまった。


　……今の予報、遠回しにぼくへ助言してくれたんだな、きっと。田分先輩って素す敵てきなお姉さんって感じかも……。


「さぁ、丈途くん。早く吹音さんのところへ」


「はい！」


　ぼくはそう言って、縮まって震えている鳴唐さんのもとへ行った。


　彼女を安心させるように、柔やわらかい声をかける。


「鳴唐さん、ぼくが前を歩くからさ……もう恐がらなくていいんだよ」


　彼女は少しだけ頭をあげると、こちらをうかがうようにしてそっと見つめてくる。


「丈途くんが……前を？」


「そうさ。カラスが来たらぼくが鳴唐さんを守るよ」


「丈途くん……」


　鳴唐さんが、そのかわいらしい瞳ひとみを大きく見開き、ぼくのことを見つめていた。


「吹音……その……あの……」


「ん？　どうしたの??」


「あ……ありがとう」


　そう言った彼女は、頰ほおを赤らめながらこちらに笑顔を見せてくれた。


　か、かわいい……。


「ぼくは、あの、そんなに、べつに……」


　急にドギマギしてしまい、続く言葉がちぐはぐになってしまった。


「ごほっ、ごほっっ!!」


「……ん？　律??」


　急に律が咳せきこんだので目を向けると「実は僕もこの城、ちょっと恐かったりするんだが」と顔をしかめていた。


「あぁ、気づいてたよ」


「誰だれか僕を励はげましてくれると前に進む勇気が出そうなんだが」


「その気持はわかるよ。だってここ、人骨が転がってるし……」


「誰か僕を守るって言ってくれると、がんばれそうなんだが」


「ま、守るって……。いや……律。男のくせにそれは甘えすぎでしょ」


「なっ！　だって丈途……お前、鳴唐さんには守るって言ったじゃないか!!」


「はぁ!?　なんでそこで鳴唐さんのことが引合いに出るの!?」


「なんでもなにも……丈途、さっき鳴唐さんにそう言ったし……」


「まさか律、ぼくに励ましてもらったり守るって言って欲しかったりしたの!?」


「そんな……はっきりと口に出すなよ。恥はずかしいな」


「いやいや……確かに恥ずかしいよ。どれだけ寂さびしがり屋なんだっていう話だよ。しかも鳴唐さんと比べられても……。馬ば鹿かだなぁ、律と鳴唐さんじゃ違ちがうだろ？」


「どう違うって言うのさ!?」


「律は……ぼくにとって特別な奴やつってことかな」


「えっ？　た、丈途……そんな……」


　律は急に目め頭がしらを押さえると「そうだな。馬鹿なことを聞いたよ」とこちらから顔をそらしてしまった。


　……まったく。律も野や暮ぼなことを言わせようとする。恥ずかしくてそう簡単に口に出せないだろ──親友だなんてさ。


　ぼくは律の肩かたに手を置くと、魔王の城のような建物を指して口を開く。


「じゃあ特別な律には、先に城へ行ってもらって偵てい察さつをお願いしよう!!」


「──って、特別なわりに扱あつかい酷ひどくないかな!?」


　その後ぼくは律と揉もめに揉め、結局男ふたりで仲良く先頭を歩くことになった……。


　みんなで進み始めると、後ろから鳴唐さんがぼくの服の裾すそをそっとつかんできた。ギュッと握にぎられる感かん触しよくが、服を通してぼくに伝わってくる。


「……え？　鳴唐さん??」


　彼女は顔を赤くしたまま目をそらし、ぼくの言葉に答えようとしない。ただ、ぼくの服の裾をつかむ手の力だけは変わらず強いままだった。


　……もしかしてぼく、今、頼たよられてるのかな……？


　そう思うと、ふと頰が緩ゆるんでしまった。こうやって頼られるのも悪くない。なんだか、ちゃんと男として見てもらっている感じがする。


　頰を緩めたまま歩んでいると、今度は横からぼくの服の裾をつかむ感触がした。


　なにかと思って目を向けると、律がむすっとした顔でこちらへ手を伸のばしている。


「……律。さすがにふたりから服の裾をつかまれると、正直歩きづらいんだが……」


「そうだな。服の裾をつかむのが僕だけだったら問題ないのにな。まったく……先を越こされたよ。僕としたことが油断していた」


「……油断？」


　律はかなり怒おこっているようで、ぼくの声が届いていなかった。


　……どうもさっきから律と会話が嚙かみ合わない気がする……。


「ふふっ。丈途くん、モテモテなんですね」


　後ろから、田分先せん輩ぱいが楽しそうに声をかけてくる。


「ぼくがですか!?　いやいや……それはないでしょう」


　しかも、モテるじゃなくてモテモテって……〝モテ〟が二回も入ってるし……あり得ない。


　困こん惑わくしているぼくに、田分先輩は微笑ほほえみを向けつつ歩みを進めていた。


　そうこうしているうちにぼくたちは城門までたどり着く。門は身の丈たけの何倍もある鉄製の巨きよ大だいな物で、甲かつ冑ちゆうを着た衛兵が前に立っていた。


「止まれーい！」


　衛兵の張り上げる大声に驚おどろき、ぼくらはその場に立ち止まってしまう。


「そのような異国の服で我らが国に入ることはまかりならん！」


「異国の服？」


　ぼくが自分の着ている学園の制服を見つめていると、衛兵は「我らが国の正装に着き替がえてもらう」と言って門を指差した。それと同時に、城門が重々しい音をたててゆっくりと開いてゆく。


　完全に門が開ききったところで、中からいかにも中世の商人といった感じのするローブと帽ぼう子しを身につけた男が出てきた。


「第三セクター城にようこそ。本日は魔王様から皆みな様さまに服のプレゼントがありますので、奥の方でお着替えなさいませ」


「第三セクター城!?　それに……魔王様!?」


「第三セクター城とはこの城の名前です。魔王様とはこの城を統すべる党野総才様のことです」


「なんなんだ……その設定……」


「閃ひらめき国の姫ひめであらせられる園声謡江様との結けつ婚こん式しきには、ぜひ魔王様からプレゼントされた服でご参加ください」


「ひ、閃国って……しかもそこの姫が謡江って……総才、どこまで暴走する気だよ!?」


「あ、ちなみにこの国で魔王様の悪口を言われると……ボコられるから気ぃつけいや」


　商人は急に声を低くしてこちらをひと睨にらみすると、すたすたと門の奥へ進み始めた。


　うっ……よく考えたらあの商人も多分、謡江のファンクラブのメンバーだな。この城の中って完全に敵地なわけだし……気をつけよう。


「ね？　吹音が言った通りでしょ？」


　ぼくの服の裾を引きながら、鳴唐さんが声を上げる。


「え？」


「ここ、やっぱり魔王さんのお城なんだよ」


「た、確かに……」


　魔王の城っぽい建物だとは思っていたが、まさか鳴唐さんが言う通り本当に魔王の城だったとは……鳴唐さん、恐るべし。


　商人のあとを追ってみんなで城に入ると、鳴唐さんはカラスを心配する必要がなくなったためかぼくの服の裾から手を離はなした。


　……少し、残念だ。


「ふっ……これで丈途も歩きやすくなったね」


　そう言って笑えみをたたえた律は、しっかりとぼくの服の裾を握ったままであった。


　……いや、律。お前はそもそもなにが目的でぼくの服の裾をつかんでるんだ？　やけに強めにつかんでるし……正直歩きづらいままなんだが……。


　廊ろう下かを進みながら、ぼくは周りに目をやった。床ゆかも壁かべも石でつくられており、所々に鎧よろいや盾たてが飾かざられてある。内装も中世の雰ふん囲い気きを崩くずさぬよう考えられているようだ。


　しばらく歩みを進めていると、やがて広間にたどり着いた。


「ではさっそく着替えて頂きましょう」


　そう言って商人が広間にあった巨大なロッカーを開けると、中にはいかにも中世ファンタジーのＲＰＧ的な服がずらりと並んでいるのが見えた。


　……やっぱりこうきたか……。


　商人はなにかの台帳をめくりながら「えーと、芥川丈途……芥川丈途……」とつぶやいている。


「あ、服番号は一番ですな」


　商人はそう言ってロッカーの一番端はしにある服に手を伸のばした。すると恰かつ好こうのいいマントや豪ごう華かな装そう飾しよくのついた衣装が出てくる。


　おぉ！　番号が一番だし、もしかして……勇者の服？　そっか、ぼくが勇者かぁ……ふぅん……へぇ……総才、少しはいいこと考えるじゃないか。


「なんだこりゃ!?　こいつにこの服はねぇだろ!!」


　商人は唾つばを吐はき捨てんばかりに言うと、いきなり服をロッカーに戻もどし、脇わきにあった別の服を取り出す。


「はい、村人三の服ね」


　渡わたされたのは、布で作られたボロボロの服……。


「ちょっと待ってよ！　ぼくは一番の服なんじゃないの!?　っていうかなんで村人三なんだよ!?　村人一ですらないってどういうことだよ!?」


「いいから着替えた着替えた。じゃないと入国は認められませんからねぇ」


「そ……そんな……なんか納なつ得とくできない……」


　商人はぼくを無視すると、みんなの名前を聞いて回り、再び台帳をめくっていた。


「円修律さんは賢けん者じやの服ですな」


　律が渡されたのは渋しぶめの色合いのローブと大きな宝石のついた頭飾りだ。


　いきなり渡された賢者の服を、律は戸と惑まどったように眺ながめていた。


「鳴唐吹音さんは白魔ま法ほう使つかいの服ですな」


　鳴唐さんは白を基調としたローブを渡される。


　彼女はＲＰＧ的な衣装を着られることを喜んでおり、嬉うれしそうにローブを受け取っていた。


「田分あたるさんは遊び人の服ですな」


　田分先輩が渡されたのはバニーガールの服だ。


　先輩は服を受け取ったまま、うかない顔で立ち尽つくしていた。


「……田分先輩だけ、イメージから凄すさまじくかけ離れてる衣装ですよね」


「……さすがに自分でもバニーガールは似合わないと思うのですが……」


　ぼくと先輩の会話を聞いていた商人は「なぁに、着ればわかりますよ」と言い、広間の端を指差す。


　そこには『男子更こう衣い室』『女子更衣室』と書かれたふたつの扉とびらが並んでいた。


「一夜でつくったわりに芸が細かい城だな……」


　田分先輩はバニーガールの服をなんとも言えない表情で眺めつつ「この場合、着き替がえなければならない確率百パーセントですよね……」とあきらめたようにつぶやいていた。


「あの……どうしても嫌いやだったらぼくたちだけで総才を止めますから……」


　ぼくの言葉を聞いて田分先輩は首を横に振ふると、意を決したように女子更衣室へ向かって歩き始めた。


　先輩は扉の前に着くと、ふとなにか思い出したようにこちらを振り返る。


「そういえばみなさん、わたしのことは気軽に〝あたる〟って呼んでくださいね。一いつ緒しよに総ちゃんを止めにいく仲間ですから」


　品行方正な顔と雰囲気を持つ先輩だ。本当は着替えが嫌だろうに、それでも明るくぼくたちに喋しやべりかけてくる。いい……先輩だ。


「あたる……先輩って呼ばせてもらいますよ」


　ぼくがそう答えると、先輩は笑って更衣室の扉を開け、中へと入っていった。


　ぼくたちも先輩に倣ならい、すぐに更衣室へと入ってゆく。


　更衣室の中には大きな木のテーブルが一台と何脚きやくかの椅い子すがあった。壁には一面の大鏡が埋うめこんであり、部屋の端には鍵かぎ付つきのロッカーも設置されている。


　さっそく着替えを始めようとすると、不意にどこからか黄色い声が聞こえてきた。





「──あっ、吹音さん。そのローブ、わざわざ下着姿にならなくても着られるんですよ？」


「──そうなの？　吹音よくわからなくて……。でも、白魔法使いになれるなんて嬉しい！」


「──吹音さんは本当にゲームがお好きなんですねぇ……って、言ってるそばからブラジャーに手をかけないでください!!」


「──え？」


「──あぁ……もう、かわいらしい胸が丸見えですよ。ほら、後ろを向いてください。ちゃんとブラジャーをつけてあげますからね」





　か……かわいらしい胸だってぇぇぇ!?


　ぼくは思わず壁かべに耳を思いっきりくっつけていた。


　どうやらこの更衣室、壁が薄うすいらしい。女子更衣室の声が……まる聞こえだ！　こんなチャンスはめったにない。一言一句、絶対に聞き逃のがしてなるものかっっ!!





「──あたる先輩は裸はだかにならないとその服着られないね」


「──そうなんですよねぇ……。下着を着たままだとラインが浮うき出ちゃいますものねぇ。脱ぬぐしかないですよねぇ……」


「──あぁ！　あたる先輩の胸……っていうか体、吹音と全然違ちがう！」


「──そ、そんなことわざわざ言わないでください！　は、恥はずかしいですからっ!!」
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　か……体が全然違うだってぇぇぇ!?


「くっ……壁のどこかに穴はないのかな？　あっ……駄だ目めだ、ない……。でもこんなところであきらめたら、ぼくのポルノ作家としてのこけんに関かかわる！　……と思う、多分……。えぇぇい！　もう──こじ開けてやる!!」


「──なにをこじ開けるんだい？」


　後ろからふと男の声がして、我に返った。顔を向けると、律が制服のモーニング風コートを椅子にかけたままこちらを見つめている。


「えっ……いや……べつに!!」


「だいたい、そんな壁かべ際ぎわでなにをしてるんだい？」


「──しっ！　あんまり大きな声を出すなよ！　意外と聞こえちゃうんだからさ！」


「聞こえる？　どこにだい??」


　ぼくは律を手で制して壁に耳を当て、女子更衣室の声を聞いてみる。しかしもう、なんの声もしなくなっていた。


　ちっ……もう着替えが終わったのか……。


　ぼくはあきらめてさっさと自分の着替えを始めた。


「──丈途！　そんな……いきなり脱ぐなよ!!」


「……は？　なんで??」


「ちゃんと背を向けてやるから、それから着替えなよ……まったく」


「『まったく』って……そんなしょうもなさそうに言われても……。ぼく、べつにどっちでもいいんだけど」


「相手を想おもうからこそ大切にする……そういうものだろ？」


　律はなぜか諭さとすように言うとこちらに背を向けてしまった。


　ちなみに彼は制服のワイシャツの上からローブをまとい、すでに着替えを終えている。手には登校中から持ったままだったぶ厚い本を抱かかえているため、その姿はまさに賢けん者じやとしか言いようのないものになっていた。


　ぼくもすぐに着き替がえをすませてロッカーに制服を預けると、律とふたりで更こう衣い室を出る。


　広間に、白いローブをまとった小さな女の子が立っていた。中世の雰ふん囲い気きを醸かもす城の中にそういう姿でいられると、それだけでいかにも白魔ま法ほう使つかいといった感じがする。


「鳴唐さん、似合ってるね」


「ありがとう！　丈途くんも村人三の服、似合ってるよ!!」


「……いや、それは誉ほめられても嬉うれしいことではないんだけど……」


　そのときふと、更衣室で聞いた女の子たちの会話を思い出す。さっきの話からするとあのローブの下は多分……下着だ。ということはあのローブの下にはモロに鳴唐さんのかわいらしい胸があるわけで、例えばローブが揺ゆれて体に布が密着するとそのかわいらしい胸のラインがくっきりと浮かび上がるわけで──。


「くっ……駄目だ！　想像するな!!　ローブの向こうが頭の中で補完されて透すけて見えてしまう!!　というか下着の色が白だったら嬉しいかもってすでに透け始めているっっ!!」


　ぼくが必死に自分を抑おさえていると、鳴唐さんが「大だい丈じよう夫ぶ？」と近づいてきた。


　彼女の動きに合わせて、ローブが揺れている。


　……ということはローブの揺れに合わせて布が体に密着すると胸のラインが……ん？　今、一いつ瞬しゆん小さな盛り上がりが浮き出たような……。


　──ギィィ。


「ひぃぃぃぃ！」


　鳴唐さんの胸を全力で見つめているときにどこかで音が鳴り、ビックリして思わず悲鳴を上げてしまう。


　音のした方へ顔を向けると、女子更衣室の扉とびらが開いていた。その扉から、バニーガールの服を着て頭にウサギの耳をつけたあたる先せん輩ぱいが出てくる。


　すらっと伸のびた足、くびれのはっきりとした腰こし、そしてきちんと盛り上がっている胸……。確かに、鳴唐さんとは体が全然違った。


　しかも更衣室で聞いた女の子たちの会話から考えるに、バニーガールの服の下は……裸！　あのお尻しりも！　胸も！　まごうことなきありのままの形!!　これは想像する必要すらない。ただじっと見つめるだけでそこには真実が──。


「丈途くん、鼻息荒あらいよ？　体調悪いの??」


　いつの間にか横に来ていた鳴唐さんが、心配そうにぼくを見つめていた。


「だ……大丈夫！　強しいて言えば頭を使いすぎただけ!!」


　……そういえば、女子更衣室にはもう人がいないと思いこんでいたが、声がしなくなったのは鳴唐さんが先に着替えを終えて出ていたからのようだ。あたる先輩はひとりで着替えを続けていたらしい。


　……壁かべの穴、がんばってこじ開けておけばよかったな……。


　ぼくは己おのれの冷静さを欠いた行動に、激しく後こう悔かいしていた。


「……それにしてもあの商人、あたる先輩がバニーガールの服だった理由、着ればわかるって言ってたくせに……」


　ぼくにはいまだに理由がわからなかった。ただ、バニーガール姿でボード型パソコンと指示棒を持たれていると、どうにも頭の奥で引っかかるものがある。確かにこれは……どこかで見た記き憶おくが……えぇと……あれはテレビで……そう、お天気予報のコーナーで……。


「あぁ！　深夜番組のお天気予報でやってそうなコスプレじゃん!!」


　ぼくの張り上げる声に、広間の隅すみでこちらを見ていた商人が笑えみを浮うかべていた。


　……な、なんという心こころ憎にくい演出！　確かに似合っている！　予報の天才に着せる服となれば、むしろ他ほかに選せん択たく肢しなどない感じだ!!


　バニーガールの服を着たあたる先輩は、普ふ段だんの品行方正な雰囲気に加え、フェロモンすら醸していた。もう……完かん璧ぺきだ。こんなおいしい演出をするだなんて、総才の側についてもいいかもとちょっと思ってしまった。


「──ではみなさん、着替えが終わったところでさっさとルールの説明だけ終わらせちゃっていいですかね？　ゲームマスターから伝えておけって言われてるんで」


「ゲームマスター？」


「魔ま王おうたる党野総才様のことですよ。まぁ、詳くわしくはこの城っていうか国を進んでゆけばわかりますから。あ、質問はしないでくださいね。聞かれても答えられない設定なんで。とりあえず、武器はひとり一個ってルールなんでよろしくお願いします。武器になりそうなものをふたつ以上お持ちの方はここに置いていってくださいね」


　商人はぼくらを見み渡わたすと「円修律さんは『教育学』って書かれているそのぶ厚い本が凶きよう器きっぽいからそれが武器ですね。本っていかにも賢者が持っていそうな物ですし、いいと思います。鳴唐吹音さんはクラリネット本体かクラリネットのケースかお選びください。楽器はＲＰＧの装備にありそうな物ですし、ケースも使い方によっては凶器になりますからね。でも楽器の方が魔ま法ほうを使えそうで白魔法使いに合ってる気がします。あと田分あたるさんは……当然そのボードと指示棒ですね。バニーガールの服と合わせて一セットとみなします。理由は言う必要ないでしょう」


　商人はそれだけ言うと、さっさと辺りの片付けを始めてしまう。ぼくは慌あわてて口を開いた。


「あの、ぼくの装備は？」


「あぁ。べつに無理して武器を装備しなくても全然問題ないんで」


「いや、でも、ないとなんだか不安なんだけど……」


「っていうか、謡江さんをだまして仲良くしてるエロ作家なんぞに渡わたす武器なんてねぇから。自分で装備を持ちこまなかった浅はかさを呪のろいな」


「えぇ!?　なんだよそれ!?　だいたいぼく、謡江をだましてなんてないし!!」


「──あっ。鳴唐吹音さんはクラリネット本体を武器に選ばれるんですね？　ではケースをお預かりします」


　商人は鳴唐さんからクラリネットのケースを受け取ると「それではみなさん、いい旅を」とぼく以外の全員の顔をにこやかに見回して去っていった。


　……くっ。村人三の服といい、この微び妙みような格差が腹立たしいんだが……。




３　炸裂！　みんなの必殺コマンド







　　　☆☆☆『姫ひめの不安』☆☆☆





　──丈途くん、早く助けて！


　謡江は心の中でそう叫さけびながら、目の前にある大きな丸い水すい晶しよう玉だまを見つめていた。水晶玉にはＲＰＧ的なコスプレをした丈途たちが商人から別れの挨あい拶さつをされている様子が映っている。この水晶玉は、城中に仕し掛かけてある監かん視しカメラの映像を見ることができるのだ。


　謡江は丈途たちがいる城の最上階……その奥にある魔王の部屋にいた。燭しよく台だいの薄うす明あかりが照らすのみの場所で、部屋の大きさも内装もよくわからない。


　そんな所で謡江は、まるでお姫様が着るかのようなピンクのかわいいドレスを着て椅い子すに座っている。


「総才くん……一体どうするつもりなの!?」


　謡江は自分の脇わきに立つ総才に声を上げた。


　総才は今、黒マントやドクロのあしらわれたプロテクターを身につけており、その姿はまさに魔王といった感じだ。


「謡江さん、安心していいんですよ。すべてわしにお任せください」


「なにが安心していいよ！　色んな人を巻きこんでこんなことして……ちょっとやりすぎなんじゃないの!?」


「貴女あなたの幸せのためです。我々ファンクラブ一同が、わしが、必ずや貴女の将来を明るいものにしてみせましょう。あの小こ賢ざかしいポルノ作家などといるよりも、ずっとね」


「私は丈途くんと一いつ緒しよにいたいの!!」


「まぁまぁ。わしとあのポルノ作家、どちらと一緒にいる方が幸せか、これからゆっくりと判断して頂ければいいことです。勇者……いや、村人三のふがいなさを見れば、謡江さんの目もさめましょうぞ」


「だいたい、なんで丈途くんが村人三なの!?」


　──あぁ……せめて丈途くんが勇者の服を着ていたらもっと気持が晴れたのに……。お姫様のような姿をした私を勇者のコスチュームに身を包んだ丈途くんが助けに来てくれたら、凄すごく嬉うれしかったのに……。


　そう思いながら謡江が水晶玉に目をやると、白ローブを着た吹音が映っていた。


「あっ、吹音さん……。まさか私を助けに来てくれるだなんて……」


　そんなに仲がいいわけでもなく、むしろ恋こいのライバルだと思っている吹音が自分を助けに来てくれている……それは謡江にとって意外なことだった。嬉しいと思う反面、この旅で吹音と丈途の仲が深まってしまったらどうしようという危き惧ぐも抱いだいてしまう。


　──丈途くん。ちゃんと私のこと、助けに来てね？　でも……丈途くんだったら私の前に現れた瞬しゆん間かん、このドレス姿を見て自分の妄もう想そうの中で淫みだらにはだけさせちゃうんだろうなぁ……ちょっと、会うのが恥はずかしいかも……。


　謡江が自分の考えに顔を赤らめていると、総才が葉巻を取り出してひと吸いし、その葉巻の先で水晶玉を指した。


「この第三セクター城が、国が、すべて謡江さんのためにあるものなんです。そしてこれを一夜にしてつくる力……これこそがボスの才能を持つわしの実力なんですよ」


「まさか……そんなものを見せつけるためにここまでしたの!?」


「そんなもの、とはずいぶんですな。まぁ見ていてください。貴女にふさわしいのがあのポルノ作家なのか、それともこのわしなのか、いずれわかりましょうぞ」


「だから、私は丈途くんと一緒にいたいのっ!!」


　謡江は言いながら、こんな状じよう況きように陥おちいってしまったことを心底不安に思っていた。


　そのとき不意に、バニーガール服の女が水晶玉に映し出される。それを見た瞬間、総才が忌いま々いましげに表情を歪ゆがめた。


「あたる先せん輩ぱいめ、余計な手出しをしおって……。まぁいい。予報の天才だからこそ、いずれ己おのれの行動を後こう悔かいすることだろう。なにがどう転ぼうと必ず後悔する。わしの政策を甘く見た罰ばつを受けるがいい。ふははははっ、ふははははっっ」


　総才は紫し煙えんを吐はき出しながら、怨うらみをぶつけるかのように笑っていた。





　　☆　☆　☆　☆





　更こう衣い室のあった広間を出て廊ろう下かを進むと、一枚の扉とびらの前でつきあたった。なんの変へん哲てつもない扉だ。とりあえず開けてみるとその先は──農村だった。


「な、なんだこれぇぇぇ!?」


　辺り一面に田畑があり、所々に木造の小屋が建っている。人々はぼくよりいくらか小こ綺ぎ麗れいな恰かつ好こうで農作業をしており、牛や鶏にわとりといった家か畜ちくを飼って牧ぼく畜ちくをしている人もいた。そして……なぜか各所に設置されているスピーカーから電子音で作られた明るい音楽も流れている。


　……まるで、ＲＰＧに出てくる農村がそのまま城内に作られているかのようだ……。


「ど、どうして城の中に村があるんだよ!?　だいたいＢＧＭはいらないだろ!?　こっちは真しん剣けんに謡江を助けに来てるっていうのに……ふざけてんのか、総才!!」


　ぼくの叫さけびはのどかな村に虚むなしく吸いこまれてゆく……。


「どうも総才のやることには不可解なことが多すぎるね。それにしてもずいぶん凝こった城だ。いきなり村があるのもそうだけど、ＢＧＭを流しているスピーカー……音の反はん響きようが最大限引き出されるように計算し尽つくされて配置されてるよ」


　律が感心したように辺りを見回していた。


「あ、お空もあるよ！」


　鳴唐さんが無む邪じや気きに天てん井じようを見つめて言う──って、空!?


　ぼくが驚おどろいて上を見ると、そこには確かに空があった。正確に言えば、本物の空と見まがう絵が天井いっぱいに精密に描えがかれていた。


「どれだけ才能の無む駄だ遣づかいをしてこの城をつくったんだ!?」


「でもここ、国なんでしょ？　お空がないと息がつまるよ？　音楽ＢＧＭだって人の生活には必要なんだよ？」


「鳴唐さん……いや、きっとそういう問題じゃないと思うんだ……」


　ぼくらの会話をよそに、あたる先輩はボード型パソコンをずっと操作していた。やがてなにか予報が出たのか、先輩はこちらにボードを向ける。その画面には、複数の男の子や魔ま物ものっぽい姿のものやシルエットに包まれた怪あやしげなものやシーツ一枚で身を隠かくすお姉さんが表紙の本などの絵が表示されていた。


　あたる先輩はバニーガールの耳を揺ゆらして指示棒を持つと、お天気お姉さん──もちろん深夜番組枠わくだが──よろしく笑え顔がおで喋しやべり始める。


「第三セクター城全体の予報をお伝えします。謡江さんのファン気流が外部から流れこみ、このお城に閃学園以外の学生もいる確率百パーセントでしょう。謡江さんの地元にいたファンの方々もここにいるもようです。さらに、ＲＰＧ的イベント前線の停てい滞たいにより三十パーセントの確率でクリーチャー創生物がいるでしょう。また、同じくイベント前線の停滞により十パーセントの確率でそのクリーチャーより危険な存在がいるでしょう。ちなみに様々なストレスによって丈途くんのエッチ気温が高まり、この国で丈途くんがエッチな本を恋しがる確率九十パーセントでしょう」


「──なんですかその予報!?　しかも最後の予報、いらなくないですか!?　勝手にエロ本を恋しがらせないでくださいよ！　しかもクリーチャーとかクリーチャーより危険とか……どういうことですか!?」


「エッチな本に関しては……その……男の子ですし……そういうこともあるという話は……その……ちょっとコメントしづらいものがあるのですが……クリーチャーやクリーチャーより危険な存在については、残念ながらいる確率は否いなめません」


　あたる先輩はエロ本の話題が恥ずかしいのか、妙みように顔を赤らめてもじもじとしながらつぶやく。いつものキャスター口調とは違ちがい、ちょっと聞きとりづらい声だった。


「でも、クリーチャーやクリーチャーより危険な存在だなんて……」


　いくら謡江のファンクラブがその才能を尽くしてつくった国でも……さすがにいない、よな。


　ぼくが先輩の予報に呆ぼう然ぜんとしていると、先輩はまたしてもボード型のパソコンをいじってなにかの予報を出す。


「ここでよいお知らせです。村長に会えば、九十パーセントの確率で前へ進めるでしょう」


　あたる先輩がそう言うと、律が急に小難しい顔をして先輩の方を向いた。


「さきほどからずいぶん簡単に確率を口にされてますけど、その根こん拠きよはなんでしょうか？　偶ぐう然ぜん現象に対してきちんと数学モデルを構成して解かい析せきした結果なんでしょうか？　でなければ先輩の言うパーセンテージは数学的なものではなく、占うらないの一種として受け取らざるを得ないですが」


　……あ、今、占いって言っちゃった……。


　慌あわててあたる先輩を見ると──しっかりと、品行方正な顔のまま額に青筋を立てていた。


「……そこのインテリぶったモヤシ野や郎ろうさん。わかった風な口を軽々しくきくもんじゃありませんよ？　わたしの予報は心理学や人間行動学的要素はもちろん、文化人類学や社会学的要素……その他諸もろ々もろの要素をボード型パソコンに入力し、ひとつの答を導くために同時複合的に予測処理をさせ、機械では判断しきれない要素については経験と勘かんにもとづいて解析した上でパーセンテージを算出しているものです。占いと一いつ緒しよにしないでくださいね？　というか今の話を聞いてもまだ占いと一緒にされるんですか？　ちょっと賢けん者じやの服を着てるからって調子にのってインテリぶったことを言わないでくださいね??」


「せ、先せん輩ぱい、落ち着いてください……」


　整った顔はそのままだが完全に頭にきているらしい先輩に、ぼくの声は届いていなかった。


「──なるほど。予報に関してはどうやら信しん頼らいできそうですね。人格の方は……今、新たな一面を知って戸と惑まどっていますけど……」


　冷ひや汗あせをたらしつつ言われた律のその台詞せりふで、あたる先輩は体の力を抜ぬく。


「わかってくれればいいのよ。わかってくれれば」


　先輩はそう言って額の青筋を収めた。


　……大おお喧げん嘩かにならなくてよかった……。律、たまに頑がん固こなまでに理り屈くつを通そうとするからな……。


「でも律、よくすんなりと納なつ得とくしたね」


「悪いやり方だとは思わないよ。経験と勘の部分に関してはちょっと納得し難がたい部分もあるけど……予報は職人技だからね。とりあえず、僕も村長の所に行けばいいと思うよ」


「って……あれだけ色々言っておいて、結論はあたる先輩と同じだったの!?」


「結論を確かめるために議論を重ねるのは、非常に有意義なことさ」


　律はそう言うと爽さわやかにローブをひるがえし、村の様子を眺ながめ入った。


　……なんだろう。賢者の姿をしているせいだろうか。普ふ段だんより律の理屈っぽさが増している気がする……。


「とにかくさ、村長の家を探すなら村の人に聞こうよ」


　ぼくはそう言って周りを眺め、少し離はなれた所にいた男に目をとめる。ツナギを着てクワを持っており、恰かつ好こうからして明らかに農家の人だった。試しに声をかけてみる。


「こんにちは」


「……」


「こんにちは」


「……」


　……耳が遠いのだろうか。まったくリアクションがない。仕方がないのでみんなで近づいてみると、彼は隣となりに鳴唐さんが立った瞬しゆん間かん、急に喋り出した。


「今日も村はいい天気だなぁ～」


「そ、そうね……いいお天気」


「今日も村はいい天気だなぁ～」


「いつもお天気がいいの？　す、凄すごいのね」


「今日も村はいい天気だなぁ～」


「明日もいいお天気だと、吹音も嬉うれしいかも……」


　……一体、なんなんだろう？　隣にいる鳴唐さんとしか話さないし、話しても台詞がまったく変わらないし……なにがしたいんだ??


「──そっか！　吹音、わかったよ!!　この人、きっとこの台詞しか喋しやべらないキャラクターなの。吹音が隣に立ったから自動的に喋り出しただけなの」


「えぇ!?　そんなゲームっぽい理由なの!?」


「だってほら……」


　鳴唐さんが男のそばから一歩だけ離れると、男は急に喋るのをやめた。


　……ほ、本当だ。ゲームの中の設定がそのまま再現されているかのようだ。というかこの農家の人も謡江のファンが演じているはずだが……劇団員というわけでもないだろうにずいぶんと徹てつ底ていしている。これも総才の統とう率そつ力ゆえなのだろうか……。む、無む駄だに芸が細かい……。


「吹音、もうひとつわかったことがあるの。この国、ここまでちゃんとＲＰＧしてるなら、きっと村長さんのお家はこの村で一番大きいところなの」


「どうして断言できるの？」


「だってＲＰＧだとそうなんだもん」


　そうなんだもんって……どうなんだろう。


　みんなに目をやると、戸惑いながらも一様に頷うなずいていた。


　試ためしに一番大きな家を見つけて中に入ってみると、長い白しろ髭ひげを生やして杖つえをついている老人──のコスプレをした男子がひとりだけぽつんと立っていた。こんな広い家に老人がひとりだけとは……ＲＰＧだと見慣れた光景だが、実際に目にすると恐おそろしく不自然である。


　老人の目の前に立ってみると、農家の人の時と同じく急に喋り始めた。


「いらっしゃい。わしは村長じゃ」


　おぉ、本当に村長の家だ！


　鳴唐さんに目を向けると、彼女は「ね？　吹音が言った通りでしょ？」と自じ慢まんげに微笑ほほえんでいた。ひかえめな彼女がそういった種類の笑えみを浮うかべることは珍めずらしい。好きなゲームの知識が活いきて本当に嬉しかったのだろう。普段のおとなしい笑みも悪くないが、こういう風に笑う彼女もかわいい。


「──村人三とそのご一行よ。この国は今、魔ま王おう・総才様によって平和がもたらされており、我々はその恩おん恵けいを──」


　……あっ。そういえばぼく、村人三の服を着てるんだった。まさかこれから先もずっとその名めい称しようで呼ばれるんじゃ……。なんか、凄く嫌いやだな……。


　村長はそれからしばらくこの国の状じよう況きようについて語っていた。主に魔王・総才を誉ほめ称たたえる内容と謡江を誉め称える内容だったので、ぼくは聞き流しつつ家の中を眺める。


　──ん？　待てよ。これがＲＰＧってことはもしかして──。


　ぼくは村長の話を無視して思わず近くにあったタンスに手を伸のばし、開ける。


「──こら！　この泥どろ棒ぼうがぁ!!」


　村長はいきなりこちらに駆かけてくると、杖でぼくの頭を思いっきり叩たたいてきた。


「痛っ！　……だってほら、こういう所によくアイテムとか入ってるよね??」


「たわけ！　ゲームのやり過ぎじゃこのガキがぁ!!」


「そんな……」


　こんな時だけゲームの設定と違ちがう行動をとらないで欲しい……。しかも「このガキ」って、自分だって本当はぼくとたいして歳としがかわらないくせに……。


「──丈途くん偉えらい！　吹音、アイテムを取るの忘れてた！　はじめにちゃんと集めておかないと、あとで装備や回復アイテムがなくてちょっと困ったりするの」


　鳴唐さんはそう言いながら、村長の家にある壺の中や棚たなの中を調べ始めた。


「だ、駄だ目めだよ鳴唐さん！　それはさすがに怒おこられちゃうみたいだから!!」


「え？　でもアイテムが……」


「大だい丈じよう夫ぶだから！　とにかく今は村長の話を聞こう」


「う～ん……」


　鳴唐さんは納なつ得とくしていないようだったが、渋しぶ々しぶアイテム探しをやめる。


　そのときふと、鳴唐さんが開けた棚の上に目がいく。そこには一体の女め神がみ像が置いてあった。女神像の顔はまるでアイドルのようで本当にかわいく、例えるなら学園のアイドルである謡江のようにかわいく──。


「っていうかこの女神像、謡江じゃん!!」


　ぼくが思わず突つっこんでいると、村長は「この国の女神は謡江姫に決まっとるじゃろ」と鼻を鳴らす。


　この国、謡江のファンクラブが作ったんだもんな……。当り前と言えば当り前だが……ここまでナチュラルに謡江を生活にまぜるだなんて……恐るべし。


「──というわけで魔王様と謡江姫は、この城の最上階で明日の夕刻、挙式されるのじゃ」


　考え事をしている間に、村長の話が重要な部分に差しかかったようだ。ぼくは慌あわてて口を開いた。


「じゃあ、ふたりの結けつ婚こんを止めるには最上階に行けばいいってことなの？」


「……はぁ？　止めるぅ？」


　村長が、急にこちらを睨にらみつけてきた。


「い、いえ！　お祝いするには!!」


　ぼくは大声を出してその場をごまかす。


　……よく考えたら村長も謡江のファンなのだから、下手へたなことは言わない方がいい。しかし……たまにＲＰＧのキャラクターとは違う人間っぽい言動をするのはやめて欲しいな……。はっきり言って心臓に悪い。


　村長は話をしめるように重々しく頷うなずくと、最後に一言口にする。


「結婚式に参加するなら、とりあえずは港街まで行くがよかろう」


「港街ですか……ん？　城の中に……港ぉ!?」








「とりあえず状況を整理しよう」


　律は賢けん者じやよろしく、ぶ厚い本を脇わきに抱かかえたまま思考にふけっている。


　ぼくたちは村を出たあと、草の茂しげる平原を歩いて港街へと向かっていた。城の中に平原があるというのも驚おどろきだが、少し離はなれた所には木立まである。とんでもない城であった。先の景色が見通せないため、まるで本当の平原を歩いているかのように錯さつ覚かくしてしまう。


　ちなみに辺りから流れるＢＧＭも変わっており、ゆったりとした音楽になっていた。


「──総才は謡江と結婚したいがために勝手にここに城……と言うか国をつくった。そして丈途に招待状を出し、自分たちの結婚式に招待した」


「そうだね。でも、国をつくって謡江と結婚するだけなら、なんで自分のことを魔王って呼ばせてるんだろ？　それにぼくに招待状なんて出したら、止めに行くに決まってるじゃないか」


「問題はそこだね。この国のＲＰＧ的な設定といい、まるで勇者の冒ぼう険けん譚たんだ。丈途が謡江と仲がいいからわざとそうやって苦労させていたぶるつもりなのかな？」


「……もしそうだったとしたら、総才の根こん性じようってずいぶんねじ曲がってるよね」


「僕らは総才のことをよく知らないし……推測するにしても材料が少なすぎるね」


「そういえば、あたる先せん輩ぱいって総才と知合いみたいだけど──」


　ぼくと律が同時にあたる先輩へと目を向ける。すると、あたる先輩はバニーガールの耳を垂らしてうつむいてしまった。


「今の総ちゃんの考えてることはもう……わたしじゃわからないことの方が多いです。予報を出そうにもこの件に関してはまだデータが少なくて……出せないんです」


　先輩はすまなそうにつぶやき、黙だまりこんでしまった。


「魔王さんの考えてることはね、みんなわからないものなの」


　鳴唐さんが、いつの間にかこちらを見ていた。ぼくと目が合うと、そのまま話を続ける。


「でもね、魔王さんのところに行けばきっと色々教えてくれるよ。そういう魔王さん、いるでしょ？」


「確かに、直接聞くのが一番早いかもね……」


　鳴唐さんの発言はゲーマー的ではあるが、結局のところ的を射ている。そもそもここはＲＰＧ的な国なのだ。彼女の考えに寄りそって進むのもいいかもしれない。


　律も同じようなことを考えたのか、ぼくらの会話を聞くと迷いを振ふり切るように顔を上げた。


「不安要素は色々あるけど、僕らは明日の夕方までに最上階に着かなきゃいけない。それだけはわかってるんだ。とにかく進もう！」


　彼はローブをひるがえすと、平原をさらに先へと進んだ。








　辺りに漂ただよう潮の香かおり。聞こえてくる海鳥の鳴き声。そして活気溢あふれるＢＧＭ……。


　ここは貿易港という設定なのだろうか。港にはたくさんの荷が積まれていた。そして港があるということは当然──。


「げっ……本当に海がある!!」


「ほんとだ。吹音、ちょっと水遊びしたい!!」


　ぼくと鳴唐さんは──それぞれ違ちがう理由で──海めがけて走り出す。ぼくは城の中に海があることが信じられず走り出したのだが、鳴唐さんは単純に海で水遊びをしたいようだ。


　海で水遊びか……。すると当然ローブが濡ぬれ濡れになってしまうわけだが……べっとりと肌はだに張りついちゃったりして鳴唐さんの体のラインがモロに浮うき出て……エロいかも!?


　──ゴンッッッ!!


「「痛っっっ！」」


　ふたつの衝しよう突とつ音が同時に鳴り響ひびき、ぼくと鳴唐さんの声が同時に上がる。


「な……なんだ!?　この海も絵なのか!?」


「そんなぁ……吹音、ショック……」


「ぼくも……ショック」


　ぼくと鳴唐さんはふたりして、海の絵に打ちつけた頭をさすっていた。


　……くっ。潮の香りや海鳥の鳴き声にだまされた。よく考えたら空も絵だったし……当り前だよな……。濡れ濡れでエロい鳴唐さん……見み損そこねた。


「丈途くんと吹音さんって、本当にお似合いね」


　あたる先輩がこちらを見て微笑ほほえんでいた。


「お……お似合いって……」


　先輩に悪気がないのはわかるが、ふたりして大失態をしたこのタイミングで言われると──というか濡れ濡れの期待を抱いだいていたあとに言われると──ちょっと微び妙みような気持になる。


「──あ、こんなこと言ったら謡江さんに怨うらまれちゃうかしら。それに……」


　あたる先輩はその先を言わず、律の方へと目をやっていた。


「律がどうかしたんですか？」


「ふふっ、どうもしないわ。予報っていう才能柄がら、なるべく中立の立場を守るようにしてますから。でもたまに、ちょっとだけ応おう援えんしたくなっちゃうカップルもいるんですけどね」


　先輩はそう言いながら、いまだ頭をさすり続けるぼくと鳴唐さんを見て微笑んでいた。


　ぼくと……鳴唐さん……？


　不意に、ドキリと胸が高鳴る。覚えのある高鳴り……。そう、これは、鳴唐さんと初めてメールのやりとりをして、初めて名前を呼んでもらったあのときの──。


「あ！　海鳥の鳴き声もＢＧＭだよ!!」


　鳴唐さんが辺りを見回しながら叫さけんでいた。ぼくはその声に驚おどろき、慌あわてて耳をすませる。すると……確かに、海鳥の声は生の音というよりスピーカーから流れてくる音のような気がした。


「……だまされた。そこまで細かい演出をするだなんて……」


「──丈途、あそこに市場があるよ」


　律が街の一角を指差して声を上げる。目を向けると、何軒けんもの露ろ店てんが連なり、たくさんの人々が集まっている場所が見えた。さらによく見ると……なぜか、道の端はしにいるのにそのまま前進しようと延々と足あし踏ぶみを続けている人が見える。


　……そういえば、ＲＰＧにそういう街の人ってたまにいるかも……。あれって狭せまい通路でやられると先に進めなくて凄すごく困るんだよな……。っていうかあの役の人、かわいそうだな……。


　市場の入口に着くと果くだ物もの屋さんが目に入ったので足を止める。リンゴやバナナなどが並べられており、果物の前には三百謡江だの五百謡江だのと書かれた札が置かれていた。


「……三百謡江??」


「いらっしゃい。今日はなんにする？」


「いえ……今日っていうかぼく、初めてなんですけど」


「いらっしゃい。今日はなんにする？」


「あの……三百謡江ってなんですか？」


「いらっしゃい。今日は──」


「丈途くん。吹音、最初の村でも説明したでしょ？　そのキャラクターはその台詞せりふしか喋しやべらないのよ？」


　鳴唐さんがたしなめるように言ってきた。普ふ通つうに注意されただけなのだが……なんだろう。天然の鳴唐さんからそんな突つっこみをされてしまうと……すっっごく恥はずかしい!!


「──丈途。三百謡江っていうのは多分、ここの通貨が〝謡江〟っていう名めい称しようだからだと思うよ」


「なに、その名称!?」


「……まぁ、この際ネーミングについて突っこむのはやめにしよう。この国って謡江のファンクラブがつくったわけだしさ……。ただ、ひとつだけはっきりしていることは、僕らは両りよう替がえをしないとこの国ではなんの買物もできないってことだね」


　律はそう言うと、困ったように市場を見回していた。


「吹音、そこら辺でモンスターを倒たおしてお金を稼かせいでくるね！」


　鳴唐さんが、いきなりとんでもないことを口にして駆かけ出そうとする。ぼくは慌てて彼女の肩かたをつかんで止めに入った。


「や、やめてくれ！　モンスターなんていないから！　むしろ本当にいそうで恐こわいから!!」


「……どっち？　でもいるなら、倒せばお金が手に入るよ？」


「駄だ目めだよ、鳴唐さん。もっと穏おん便びんな方法を考えよう。あと、ゲームが絡からむと少しアグレッシブになるのを抑おさえて欲しいかも……」


　言いながら、ぼくは自分が思わず彼女の肩をつかんでいたことに気づく。小さめの肩から伝わる鳴唐さんの体温……。そういえば彼女は、下着の上からそのままローブを着ていたはずだ。つまり布一枚隔へだてて素す肌はだが……数ミリ先には素肌が……。


「──ここで外貨スモッグ注意報をお送りします。市場の裏に外貨スモッグが大量発生しておりますので、旅行者の方は両替にお気をつけください」


　突とつ然ぜん言われたあたる先せん輩ぱいの言葉に驚き、ぼくは鳴唐さんから急いで手を離はなす。


「が……外貨スモッグ注意報って……一体……??」


「要約すると、市場の裏に両替所があるということです」


　あたる先輩はキャスター的な笑え顔がおのまま、さらりと言い放つ。


　……もっと普通に言ってください……なにもそこまで予報っぽく言わなくても……。


　みんなに目をやると、すでに身をひるがえして市場の裏を目指し始めていた。


　……ふぅ。さっきの鳴唐さんに対する妄もう想そう、暴走寸前だったな。少し……自じ粛しゆくしよう。このままじゃあたる先輩の予報通り、ぼくのエッチ気温が高まってエロ本が恋こいしくなりそうだ。いや、高校一年生のぼくがまさか十八禁の本を持っているはずがないのだが……もちろん持っているわけがないのだが……。


　市場の裏に着くと、露店が一いつ軒けんだけぽつんとあった。あれが両替所なのだろう。店の前に行くと、男の店主が日本円を出すよう言ってきた。


　そのときになって、ぼくはようやく自分が財さい布ふを持ってきていないことに気づく。


「しまった……学園じゃ生徒手帳の電子マネーをつかえるから……」


　閃学園の生徒手帳はプリペイド型の電子マネーになっている。学園にいるとき現金を持って歩いている者などほとんどいない。


　みんなを見ると、鳴唐さんもあたる先輩も気まずそうに首を横に振ふっていた。


「……なんだか前にも同じようなことがあったね。あのときいたのは丈途と蘭らんだったけど」


　律が苦く笑しようしながら財布を取り出した。


　──そうだ。律は財布に保険証やカード類を入れているのでいつも持ち歩いているのだ。


「律……すまん。借りた分は今度返すから」


　律はぼくらに軽く手を振って「気にしないでくれ」と言うと、日本円を両替所の人に渡わたす。ぼくは〝謡江〟という通貨の名称が気になっていたので、律に手て渡わたされるこの国のお金をのぞいてみた。


「うわっ……全部謡江の顔ばっかり……」


　十円や百円といった硬こう貨かは十謡江や百謡江といった硬貨に。千円や一万円といった紙し幣へいは千謡江や一万謡江といった紙幣に。日本円と同じレートで交こう換かんされているようだが……どれもこれも謡江の顔ばかりついていた。


　……この国の人たち、ほんと謡江が好きなんだなぁ……。


　ちょっと、引いてしまったぼくがいた。


「ファン心理とはかくも熱ねつ狂きよう的なものなんだね。これは早いところ謡江を助け出さないと危険かもしれない」


　律が謡江の通貨を見て深刻そうにつぶやく。


　彼が言う通り、ここまで当り前のように謡江を愛している国は……危険な気がした。ファン心理が暴走すればどうなるかわかったものではない。というか、すでに暴走しているからこんな状じよう況きようになっているのだ。


　両替がすべて終わると、両替所の店主は聞いてもいないのにいきなり世間話を始めた。


「最近、この辺りに魔ま物ものが出始めてほんと困ってるんだよ。貿易船にまで手を出してくるんだからさ。これじゃ商売にならないってみんな嘆なげいてるよ。どうも近くのダンジョンにこの辺り一帯の魔物を束ねているでかい魔物がいるらしくてさ、誰だれかそいつを倒たおしてくれればいいんだが……」


　……は？　ここの海は偽にせ物ものなので貿易船が行き交かっているはずがない。もしかして……イベント情報なのだろうか。


「あの、ぼくたちにそのダンジョンへ行けって言ってるんでしょうか？」


「誰かそいつを倒してくれればいいんだが……『はい・いいえ』」


　──はぁ!?　『はい・いいえ』!?


「えと……ダンジョンに行けって言ってるんですよね？」


「誰かそいつを倒してくれればいいんだが……『はい・いいえ』」


　…………………………………………………………………………………………………………。


　なんだろう。なんとなくこの会話の先が見えてきた。でもこの店主、でかい魔物がどうのって言ってたな……本当にいるわけないと思うが……でかい魔物か……。


「いいえ」


　思わず口を突ついて言葉が出ていた。しかし──。


　…………………………………………………………………………………………………………。


「誰かそいつを倒してくれればいいんだが……『はい・いいえ』」


　……駄目か。これ、実際は選せん択たく肢しでもなんでもないよな……返事がはじめから決められてるんだもんな……。


「はい……」


「おぉ、そうか！　お前らが倒してくれるのか！　ダンジョンは街を出て南東に行った辺りだからな。ざっくり言うと右斜ななめ前だ。よろしく頼たのむぜ!!」


「……ご親切にどうもありがとうございました」


　ぼくたちはさっそく街を出ると、ざっくり右斜め前を目指して進んだ。








「やっとイベント情報が手に入ったね」


　鳴唐さんはこの国を進むのが楽しいのか、弾はずんだ声を出している。


　ぼくたちは街からしばらく歩き、両側を木々に挟はさまれた小道に入っていた。道の先には大きな岩山をくりぬいてつくられた洞どう窟くつが見えている。おそらく、あれがダンジョンなのだろう。


　辺りに流れるＢＧＭはいつの間にか低音重視の不ふ吉きつなものへと変わっており、不気味な雰ふん囲い気きが漂ただよい始めている。


　洞窟の前まで進むと、入口付近に人骨が散乱しているのが見えた。


　……この城に入る前も、似たような光景を目にしたな……。


　ボリボリ、ボリボリ……。


　洞窟の奥から、なにかを割って食べるような不快な音が聞こえてくる。


　ボリボリ、ボリボリ……。


　そういえばあたる先せん輩ぱい……三十パーセントの確率でクリーチャー創生物がいるって言ってたな……。


「律……このダンジョンに巣くってるのって確か、この辺り一帯の魔物を束ねてるでかい魔物だったよね？」


「そ、そうだな。まさか本当の魔物だなんてことないと思うけど……」


「だ、だよね？　じゃあさ、とりあえず律が先に行ってよ」


　ぼくが律の背中を押しかけると、彼は急にこちらを向いて声を張り上げる。


「丈途！　お前はまたそうやって僕を危険にさらそうとするのか!?　この城に入る前は偵てい察さつをさせようとするし……どういうつもりだ!?」


「だって今、本当の魔物じゃないって言ったじゃないか！」


「なら一いつ緒しよに行こうじゃないか!!」


「ぼくはまだ魔物じゃないって決めたわけじゃないからさ!!」


「あっ──ずるいぞ！　そういう逃にげ方をするのか!?」


　ボリボリ、ボリボリ……。


　──ごくり。


　ぼくと律が、同時に息を呑のんだ。


「……早く行こうよ？」


　いつの間にか鳴唐さんが洞窟の入口に足を踏ふみ入れ、こちらを見つめていた。


「──鳴唐さん!?　危ないよ!!」


「危ないって……丈途くん。ダンジョンをクリアしないとゲームが進まないよ？」


「そりゃそうなんだけど……」


　鳴唐さんはダンジョンを進みたくてうずうずしているのか「早く行こ？」とこちらに問いかけてくる。


　……いくら本人が行きたがってるからって、女の子に先頭を歩かせるわけにはいかないよな……っていうか、鳴唐さんの前だとちょっとくらいは恰かつ好こうつけたくなるんだよな……ぼくって。


「鳴唐さん、ぼくが先に行くよ。鳴唐さんはあとからついてきて」


「──おい、丈途！　僕は無理して先に行かせようとするくせに、鳴唐さんだと自分が先に行くのか!?」


　ぼくが洞窟に入ろうと足を踏み出すと、律が声を上げてきた。


「いや、律は大だい丈じよう夫ぶだろ？」


「もし僕が魔ま物ものにやられでもしたら……どうする気だ!?」


　……どうもこうも、そのときはぼくも一緒にやられてる気がするし……。


「律とぼくは運命共同体ってことかな」


「なっ……た、丈途……」


　律は急に目め頭がしらを押さえると「すまん。言う必要すらないことを言わせてしまったな」とこちらから顔をそらしてしまった。


「……じゃあぼく、もう先に行っちゃうからね」


「僕も一緒に行くよ!!」


　律は目の辺りを拭ぬぐうと勢いよく歩き始める。


　……よくわからない奴やつだ。


　ダンジョンの中は多少入り組んでおり、何度か行き止まりに当たって道を引き返すはめになった。


　しばらく進んでいると、行き止まりのひとつに木箱が置いてあるのを見つける。高さはぼくの膝ひざほどまであり縁ふちや中心部が鉄で補強されていて、箱の上部は丸みを帯びたデザインだ。ＲＰＧでは見慣れたこの箱の形……。


「まさかこれ……宝箱？」


　ぼくは思わず生なま唾つばを呑んでみんなの方を向く。するとみんなが慎しん重ちように頷──。


「やった！　吹音が開ける!!」


　みんなが頷うなずき終える前に、鳴唐さんがはしゃいでさっさと宝箱を開けてしまった。


　──ピロリロリン♪


　辺りから変な効果音が流れる。


「……今の、なんだろ？」


　ぼくのつぶやきに律が苦笑いを浮うかべていた。


「多分……アイテムを手に入れたときの効果音だと思うよ」


　……ほんと、芸が細かっっっ!!


「アイテムは薬草だったよ」


　鳴唐さんは嬉うれしそうに緑色の草を持ち、こちらへ見せていた。


　……確かに薬草っぽいけど……本物なのかな？　ただの草ってオチは……ないよね？


「吹音、白魔ま法ほう使つかいだから回復魔法のかわりに薬草使いたいの。吹音が薬草を持っててもいい？」


　鳴唐さんは少し不安そうにみんなに聞いていたが、案ずることなどないのだ。率そつ先せんしてその草を持ちたいと思うのは鳴唐さんだけなのだから……。


　その後ぼくらは落し穴に落ちそうになったりツルツルと滑すべる地面の上で盛大に転がりまくったりしながら洞どう窟くつを奥へと進んでいった。


　そして──。


　ボリボリ、ボリボリ……。


　曲がり角の壁かべに、うごめく影かげが照らし出されていた。


　ぼくと律は恐おそる恐る角に身を隠かくし、少しだけ顔を出して道の先をのぞく。


　するとそこにいたのは──巨きよ大だいな翼つばさといくつもの腕うで、さらには長い尻尾しつぽまで生やしたどう見ても異形の魔物としか思えない生物だった。


　ボリボリ、ボリボリ……。


　ぼくと律は瞬しゆん時じに固まってしまう。目の前の現実を、どうしても受け入れられないでいた。そうこうしているうちに、後ろにいた鳴唐さんとあたる先せん輩ぱいが「どうしたの？」とこちらへ向かってくる。


　ぼくは彼女たちの言葉に反応できないまま、魔物の足元に目が釘くぎ付づけになっていた。そこに、人骨が散乱していたのだ。


　まさかこのボリボリという音、人骨を食べてる音なんじゃ──。


「ひぃぃぃぃ！　に、逃にげろぉぉぉぉ!!」


　ぼくは手を広げてみんなを押し、全速力でその場を駆かけ出そうとする。


「──丈途くん、なんで逃げるの？」


　鳴唐さんが心底不思議そうに聞いてきた。


「いや、だってほら、魔物!!　人骨食ってるし!!」


「あの人、おやつを食べてるだけだよ？」


「人骨がおやつだなんてすでに危険すぎるだろ──って、あの人？」


「吹音、あの人が食べてるの、ポテトチップだと思うんだけど……」


「ポテトチップぅ!?」


　鳴唐さんの不可解な言葉に驚おどろき、ぼくはもう一度こっそりと魔物を見る。


　目をこらすと、巨大な魔物の胴どう体たい部分に太った男の顔があることに気づいた。複数ある魔物の腕のうち二本は明らかに人間の右みぎ腕うでと左腕で、その人間の手にはポテトチップが握にぎられている……。


「あ、あの魔物……着ぐるみだ!!」


「──うるさいなぁ。誰だれだよ」


　魔物の着ぐるみを着た男が、面めん倒どうそうにこちらを向く。


「あ、やっと来たんだ。えと……ぐおぉぉぉ、村人三とその一行よ。我がダンジョンに踏ふみ入ったが運うんの尽つきだ。ここで死ぬがいい。ぐおぉぉぉ……で、いいんだっけ？」


　男は喋しやべりながらもポテトチップをボリボリと食べており、いかにもやる気なげだった。


「まぁいいや。誰でもいいからさっさとボクを倒たおしてみなよ」


　男はなにかのコントローラーを手に持つと挑ちよう戦せん的な笑えみを浮かべ、ボタンを押した。すると男の目の前にある岩がん壁ぺきが動き、巨大なテレビとそれに接続されたいくつかの機器が姿を現す。


「このゲームの中には閃学園の全生徒のデータが入っていてね。それをゲームキャラクターのパラメーターに反映させて遊ぶんだ。きみたちは自分のデータで作られたキャラクターを操あやつり、ボクに勝ったら上の階に行けるって寸法さ。ちなみにこのゲーム機には脳波計が接続されていて、きみたちの精神状態がリアルタイムでキャラクターに反映される仕組みなんだ。人間の脳の働きはずいぶん解明されていてね。今じゃ脳波計で脳の反応を読み取って動く機械も研究が進められていて──」


　男はその後、聞いてもいないのに脳科学の話だのゲーム論だのを延々と喋り倒していた。


　……脳波計を使って精神状態をゲームに反映させるって……凄すごっっ!!　閃学園の生徒のデータを入れてるって言ってるし、この男も学園の生徒なんだろうけど……とんでもないハイテクゲームだぞ、これ!!


「──ま、ゲーム作りの天才たるボクが作ったゲームなんだ。安心して楽しみな」


　男は自じ慢まんげに言い、様々な機械の電源を入れ始める。そして最後に一台のノートパソコンを取り出していくらか操作すると、テレビ画面上に『閃ひらめきクエスト』の文字を表示させた。


「……ゲーム作りの才能はあっても、ネーミングの才能がないことだけはよくわかったよ」


　ぼくが言うと男は「うるさいな。クリエーターは中身で勝負なんだ！」と言い、ゲーム画面を見る。閃クエストの文字がいつの間にか消えており、テレビにはＲＰＧの戦せん闘とう画面が表示されていた。このダンジョンと同じく岩に囲まれた洞窟の背景の前に、魔物の男が着ている着ぐるみをもっと恰かつ好こよくした感じのキャラクターが昔ながらのカクカクのドット絵で表示されていた。


「クリエーターは中身で勝負って……グラフィックの才能もないことがよくわかったよ」


「──馬ば鹿か野や郎ろう！　どうせ今どきのコンピューターグラフィックスに感化されてるんだろ！　この昔ながらのドット絵のよさがわからないのか!?」


　魔物の男が怒ど鳴なった直後、ゲーム画面上の魔物の周りに赤いオーラのようなものが表示された。


「な……なんだ、あれ？」


「ふふふっ……。これがこのゲームのミソさ。ボクの感情が脳波計を伝ってゲーム上のキャラクターに反映され、特とく殊しゆ効果を与あたえたんだ。あのオーラは防ぼう御ぎよ力が上がった印しるしさ。きみ、自分で自分のことを追いつめたよ」


　男をよく観察すると、着ぐるみの隙すき間まから男の頭に脳波計がついているのに気づく。精神状態がリアルタイムでキャラクターに反映される仕組みと言っていたが……こういうことだったのか。あの赤いオーラは、ぼくが男を怒おこらせたゆえに表示されたものらしい。


「防御力の上じよう昇しようか……ちょっと戦いづらくなったかもな……」


　この国に入ってからもう、どれくらい経たっただろうか。早くこの男を倒して上の階に行かなければ謡江の結けつ婚こん式しきに間に合わなくなってしまう。間に合わなければ謡江はウェディングドレスを淫みだらにはだけさせられその見事なプロポーションを露あらわにされつつ総才からあんなことやこんなことを──。


「うぉぉぉぉ！　絶っっ対にそんなことはさせない！　こんなゲームさっさとクリアして上の階に行ってやる!!」


「ふん。勝てるもんなら勝ってみな～」


　ぼくはさっそく脳波計を頭につけるとコントローラーを持った。


　その間に魔物の男はノートパソコンをいじり、テレビ画面に今のぼくの姿──村人三──と同じ姿をしたキャラクターを表示させる。ぼくのキャラクターは画面の右側に。魔物のキャラクターは画面の左側に表示され、画面の下にはぼくのキャラクターの体力やコマンドなどが表示された。


『体力……一』


『コマンド……殴なぐる』


「なっ……体力が一でコマンドが殴るって、どういうことだよ!?」


「ゲームの設定ではそういうことになってるからね。仕方ないね～」


「──ずるっ！　これ、絶対にずるいよ!!　全然勝てる気がしないんだけど!?」


「ほらほら、早くしなよ。戦闘はもう始まってるんだよ？」


　男にうながされ、ぼくは慌あわててコントローラーのボタンを押して〝殴る〟のコマンドを実行させる。


　ゲーム画面上のキャラクターが魔物を殴ったが……表示されたダメージはゼロだった。


「え？　なんで??」


「きみとボクじゃレベルが違ちがうからね。あきらめな～。ボクを怒らせなきゃダメージ一くらいは与えられたかもしれないけどね～」


「どっちにしても勝てないじゃん!!」


　ぼくの言葉を聞いて男が軽く笑った直後、画面上の魔物がいきなり火か炎えんを吐はいてきた。それを食くらったぼくのキャラクターは九千九百九十九のダメージを受け、倒たおれてしまう……。


「これ、ゲームバランスおかしくない!?」


「このゲームは現実世界のきみのデータをもとにキャラクターを作ってるわけだし、単にきみ自身が弱いだけなんじゃないのぉ～」


　男はポテトチップをボリボリと食べながら笑っていた。


　……む、むかつく……。


「さぁ、次は誰だれがボクと戦う？」


「──ふっ。仕方ないね。丈途の仇かたきは僕がとろうじゃないか」


　律はさらさらとした髪かみをなびかせつつ勇んで足を踏ふみ出し、脳波計を手に取る。それを見た魔物の男が手元のパソコンをいじり始めた。


　しばらくして画面に表示されたのは、賢けん者じやの姿をした律と同じ姿のキャラクターだ。


『体力……六千』


『コマンド……魔法』


　ぼくのキャラクターとはいろんな意味で全然違うな……。きっと防御力もあるだろうし……なんとかなるかも。


　そのとき、律のキャラクターの周りを様々な魔法陣じんが囲み始めた。


「ふんっ。どうやらボクを倒すために色々と計算しているようだね。ま、お手並拝見ってとこかなぁ～」


　魔物の男は余よ裕ゆうで言うと、コントローラーをわざとらしく足元に置いた。その瞬しゆん間かん、さっきまで魔物を包んでいた赤いオーラが消える。


　……よく考えたらぼくのキャラクター、律の魔法陣や魔物の赤いオーラみたいなのがまったく出なかったな。ぼくって一体……。


「精神状態がキャラクターに反映される仕組みだなんて、きみも愚おろかなことをしたね。丈途の仇かたき、とらせてもらうぞ!!」


　律がそう言った瞬間、律のキャラクターを囲んでいた魔法陣がそのキャラの手に集まり、コマンドに表示されていた「魔法」という文字が「連続魔法」に変化した。


　そして、魔法が発動される。


　魔物の足元を大おお地じ震しんが襲おそい、魔物がその場から動けなくなった。次いで巨きよ大だいな氷の槍やりが何本も放たれ、魔物を地面に磔はりつけにする。最後に、磔にされた魔物めがけて雷かみなりの嵐あらしが襲いかかった。


「凄すごい……やっぱり、ぼくのキャラクターと能力が全然違う!!」


「ふっ……。丈途への想おもいが僕を強くしたのさ」


　律は画面上の雷の嵐を見つめ、静かに微笑ほほえむ。


　しかし雷の嵐が過ぎ去ると……そこにはまだ、魔物がたたずんでいた。表示された連続魔法の合計ダメージは……三。


「な……この魔物、そもそも攻こう撃げきがまともに効かないんじゃないのか!?」


「きみが弱いだけさ。もしくは〝想い〟とやらが軽かったんじゃないかなぁ～。あははっ」


「なにを──！」


　律が口を開いた瞬間、魔物が尻尾しつぽを振ふって律のキャラクターをなぎ払はらい、九千九百九十九のダメージを与あたえてあっさり倒してしまった。


「──おかしいだろ!?　きみ、真面目まじめに考えてパラメーターを作ってるのか!?」


「ふん。それがきみの設定なんだよ。かわいそうだね、客観的に現実を見られない奴やつは」


　男は楽しそうに言うとまたしてもポテトチップをボリボリと食べ、笑った。


「くっ……すまない、丈途……」


　律はその場に手をつき、動かなくなってしまう。


　……まいったな。律が勝てなかったとなると、あとは鳴唐さんとあたる先せん輩ぱいか。


　ふたりに顔を向けると、戸と惑まどったようにこちらを見つめるあたる先輩とやる気をみなぎらせてゲームに見入る鳴唐さんが目に入る。


「吹音、それやりたい！」


「でも鳴唐さんって白魔ま法ほう使つかいだし……」


「大だい丈じよう夫ぶ！　ずっとずっと回復魔法を使って負けないようにするから!!」


「いや……それじゃ勝てないから。あんまり時間をかけてたら謡江が結けつ婚こんしちゃうしさ……」


　彼女は残念そうにテレビ画面を見つめていた。ゲームが得意なので自分でも勝てそうにないことはわかっているのだろう。


「せめて赤魔法使いだったらなぁ……」


　未練を断たち切れぬように鳴唐さんがつぶやく。


　……髪が赤いし、それはそれで似合うかも……。


　とはいえ、鳴唐さんではないが、魔物を倒すにはこのパーティーにいないタイプのキャラクターの力が必要なのかもしれない。


　──そうだ！　そういえば魔物の男、ぼくらに戦いを挑いどむとき「誰でもいい」って言っていたな。……ふん。自分の発言、後こう悔かいするがいい。


　ぼくは携けい帯たい電でん話わの時計を見て時間を確かく認にんすると、ある番号にかける。


『──なんだよ、丈途。俺様の貴重な休み時間中に電話してきやがってよぉ』


「廻めぐる先輩、すみません。実はお願いしたいことがあるんです」


　──閃学園は今、ちょうど休み時間だ。魔ま物ものの男が誰だれでもいいと言った以上、援えん軍ぐんを呼んでも文句を言われる筋合はないはずだ。鉄てつ坊ぼう廻先輩は体操の天才なので、きっとキャラクターも強い。


『……おい、丈途。お前に貸しはあっても借りはねぇぞ。くだらねぇ用事だったら……わかってんだろうなぁ？』


　電話口から、怒いかりを滲にじませた廻先輩の声が聞こえる……。


　や、やばい！　やっぱりぼくのお願いじゃ来てくれなさそうだ。でも……ぼくにはまだ秘策がある!!


「律！　『助けて!!』って叫さけぶんだ!!」


「えっ？」


　ゲーム機のそばで手をついていた律が、驚おどろいたように顔を向ける。


「いいから!!」


「た……助けて!!」


　その声が響ひびいた瞬間、電話口から猛もう烈れつに喋しやべる廻先輩の声が聞こえてきた。


『──おい丈途！　今、律くんの叫び声が聞こえたぞ!!』


「廻先輩、大変なんです！　律が魔物に襲われて……助けに来てください!!」


『魔物だぁ!?　お前、本気で言ってんのか!?』


「とにかく来ればわかります！　場所は──」


　それからぼくは廻先輩にこの場所の説明をし、到とう着ちやくを待った。しばらくすると──。


「こらぁ!!　律くんを襲う腐くされ外げ道どうはどこだぁぁぁ!!　滅めつ殺さつするぞテメェェェェ!!」


　洞どう窟くつに反はん響きようしまくる大声をまき散らしながら、道着を身につけた廻先輩が現れた。短たん髪ぱつで筋肉質なせいか、道着が恐おそろしく似合っている。


　──武ぶ闘とう家って設定か。よし、勝てそうだ!!


「あっ！　律くん、大丈夫だった!?」


　廻先輩は律を見つけるや否いなや慌あわてて駆かけ寄る。


「律くんは賢けん者じやのコスプレをさせられてたのか！　凄く似合ってる──じゃなくて、律くんを襲う魔物ってどこなんだい!?」


　律は廻先輩の勢いに戸惑いながらも魔物の男を指差す。その瞬しゆん間かん、廻先輩は一跳ちよう躍やくで魔物の男の前まで行った。


「死・ね!!」


　言うが早いか廻先輩は男の顔面に思いっきり蹴けりを入れ、いきなり倒たおしてしまった。しかしそれでは腹の虫がおさまらなかったようで、倒れた男をつかんで起こすと、何度も揺ゆすって怒ど鳴なり始める。


「いきなりやられてんじゃねぇぞテメェ！　もう一度立ちやがれ！　立ってもう一度俺にやられろ!!」


　……無む茶ちや苦く茶ちや言うなぁ、この人……。


　苦笑いをしてしばらくその様子を眺ながめていると、男がようやく廻先輩の一いち撃げきから立ち直って急いで口を開く。


「ボ、ボクのルールに従って勝たないと、この先に行かせてあげないんだからな!!」


「はぁ!?　意味わかんねぇこと言ってんじゃねぇぞ!!　この先なんて知るか!!　むしろお前に先がないと思え!!」


　──ゴスッ!!


　廻先輩は男の顔面に肘ひじ鉄てつを食くらわせ、またしても倒してしまう。


　──しまった！　廻先輩にルール説明するの、忘れてた!!


　敵ながら魔物の男に悪いことをしたと思う。しかしルール説明をしなかったのは魔物の男も同じだ。自じ業ごう自じ得とく……ということでいいだろう。


　ぼくは気を取り直して廻先輩に声をかけると、手早くゲームのルール説明をする。


　いつの間にか二度目のダウンから立ち直った魔物の男が、こちらを怨うらみがましく見つめていた。……しかしまぁ、自業自得なので許してくれ。


「……ようやくプレイスタートだね」


　魔物の男が刺とげのあるように言うと同時にゲームが始まる。テレビ画面には武闘家の恰かつ好こうをした廻先輩のキャラクターが現れ、バックに透すかし絵のようにして虎とらの姿を浮うき上がらせていた。


　巨きよ大だいな翼つばさを持つ敵の魔物とセットで見ると、まさに竜りゆう虎こあいまみえるといった感じだ。


『体力……一万五千』


『コマンド……乱らん撃げき』


「──あっ！　廻先輩のキャラ、どんどん体力が増えていってる……凄っっ……!!」


　気がつくと、先輩のキャラクターの体力はもう三万を超こえていた。律も感心したように画面を見つめている。


「このゲーム、キャラクターの特性や本人の精神状態に合わせて色々な仕し掛かけを用意してるんだね。変なところを凝こって作ってるんだなぁ……。システムそのものも気になるけど、一体どんな計算をして数値をゲームに反映させてるんだろう」


「──律くん！　俺はきみに勝利をプレゼントするからね!!」


　こちらに笑え顔がおで手を振ふる廻先輩……。急に、キャラクターの体力がどんどんさがり始めた。


「先輩！　ちゃんと勝負に集中してくださいよ!!」


「うるせーぞ丈途！　テメェは引っこんでろ！　俺は今、律くんと話してるんだ!!」


　……仕方ないなぁ、もう……。


　ぼくは律に耳打ちし、ある台詞せりふを口にしてくれるよう頼たのんだ。


「……なんだ？　それを僕が言えばいいのか??」


「うん。きっと先輩、滅め茶ちや苦く茶ちややる気を出すと思うよ」


「──おい、丈途！　律くんとなにイチャイチャしてんだよ！　テメェは後で体育館裏に呼び出して──」


「廻先輩、強いあなたが好きです！」


　…………………………………………………………………………………………………………。


　廻先輩が、ぼくを怒鳴りつける姿のまま固まっていた。


「……廻先輩？」


　ぼくが声をかけると、先輩は急にテレビ画面の方を向き、雄お叫たけびを上げる。


「うおぉぉぉぉぉぉ!!」


　廻先輩のキャラクターの体力が異常な速度で上がり始め、透かし絵のように浮かんでいた虎がより凶きよう暴ぼうな姿へと変へん貌ぼうをとげる。さらには廻先輩のキャラクターの筋肉がメキメキと肥大化し、ついには上半身の服を破ってしまった。


「死ねぇぇぇぇぇ!!　というか、お前はもう死んでいるぅぅぅぅぅぅぅぅ!!」


　先輩の怒ど号ごうとともにキャラクターが動き、魔物に乱撃を始める。


「あたたたたたたたたたたたたたたたたたたぁっっ！」


　廻先輩の声が熱を帯びてゆくほどに乱撃の速度はどんどん上がり、最後はキャラクターが何人にも分身して見えるほどのスピードになってしまった。


　……凄すごい。なんか、最終奥義っぽい技わざだ……。


　そのまましばらく乱撃が続いたあと、不意に廻先輩のキャラクターが魔物を蹴けり倒たおし、逆立ち状態で抱かかえ上げた。そして空高くまでジャンプして飛び、画面から消えてしまう。


「食らえ！　トルネード・廻・バスター!!」


　いつの間にか、画面に表示されているコマンドが「乱撃」から「トルネード・廻・バスター」に変わっていた。


　廻先輩の声とともにふたりのキャラクターが高速横回転をしながら画面に戻もどってくる。落下の勢いそのままに、魔物は頭から地面に叩たたきつけられてしまった。


　画面に舞まう砂すな埃ぼこり……それが去ると、逆立ち状態で頭を地面にねじこませている魔物が見えた。


　おぉ……凄い……。


　そして表示されたダメージは……三十。


「しょぼっっ!!」


　ぼくが思わず叫さけんだ瞬しゆん間かん、魔物のキャラクターが廻先輩のキャラクターに何度も嚙かみつき、九千九百九十九のダメージを繰くり返し与あたえ続ける。そうこうしているうちに廻先輩のキャラクターの体力が尽つき、先輩は負けてしまった。


「──くっ。律くんの前で……律くんの前で恥はずかしいところ見せちまったぁぁぁぁ!!」


　廻先輩は急に瞳ひとみを腕うでで隠かくすと「律くん、こんなのただのゲームだから！　俺の強さはこんなもんじゃねぇから!!」と涙なみだ声ごえで叫び、洞どう窟くつの外へ向かって駆かけ出してしまった。


「先せん輩ぱい、お疲つかれ様でした～！　熱い漢おとこの戦いを見せてもらいましたよ～～～～～!!」


　ぼくのフォローも虚むなしく、先輩の姿はあっという間に見えなくなってしまった。


　それにしても……まいったな。ぼくの知合いに廻先輩以上に強そうな人、いないんだけどなぁ……。


　そのとき、突とつ然ぜんぼくの携けい帯たい電でん話わが鳴り響ひびいた。取ってみると──。


『やぁ、丈途くん。成なる樹きだよ。お久しぶり』


「なんだ……。珍めずらしく電話なんてして、どうしたんだよ」


『今日は学校を休んでたみたいだからね。心配して電話したのさ』


「え!?　成樹がぼくを!?　……なんかうさんくさいなぁ」


『ははっ。酷ひどい言われようだね。昨日の敵は今日の友。心配くらいするさ。……ときに丈途くん。きみの新聞連れん載さい、ずいぶんと好調なようだけど、もし映画化かドラマ化の話が決まったら配役を──』


　……なんだ、そういう話か。わざわざ電話でしなくてもいいじゃないか。もう……うざっ！


　主しゆ屋や久く成樹は演技の天才だ。自分の才能を活いかすため、たまにぼくにこういう話をしてくる。


　いつものことなので黙だまって電話を切ろうとしたそのとき、ぼくの頭の中に閃ひらめくものがあった。


　魔物の男との戦い……あくまでゲームでの勝負なら、なにも力押しで勝たなくても特とく殊しゆ系の能力を持つキャラクターをうまく使えばいいのだ。そして成樹のキャラクターならきっと、そういった力を持っている気がする。


「──成樹、ちょっと頼たのみたいことがあるんだけど……いいかな？」


『丈途くんの頼みだったらおやすいごようさ』


「ほ、ほんと!?」


　電話口から聞こえる意外と好意的な反応に、ぼくの声は明るくなる。成樹……ちょっとうざいところもあるけど、たまには頼たよりになるじゃないか。


『──タダより高いものはないからねぇ。丈途くん、新聞連載が映像化したときの配役……わかってるだろうね？』


　電話口から聞こえる、低く笑うような声……。


　うわぁ……うざっ。でも……背に腹はかえられない……。


「まぁ……考えておくからさ……。で、頼みなんだけど──」


　それからぼくは諸もろ々もろの事情を説明すると、成樹の到とう着ちやくをしばし待った。


　──あっ！　よく考えたら、律のときみたいな感じで鳴唐さんに叫んでもらえば成樹に変な借りを作らずにすんだんだ。……失敗した。


　ぼくがひとりで後こう悔かいしていると、洞窟の向こうからどこの舞ぶ台たい衣装だよと言わんばかりのド派手な極ごく彩さい色しきの服を着た成樹が現れた。ウェーブがかった茶ちや髪ぱつを揺ゆらし、自信に満ちた大きい瞳をこちらへ向けている。


「ものまね士だってさ。演技の天才たるこの成樹にふさわしい姿だね」


　ぼくだったらそんな姿、コスプレでも絶対に嫌いやだ……。


　そう思う中、しかしこのキャラクターならいい特殊能力を持っていそうだと期待が膨ふくらむ。


　さっそく成樹に戦ってもらった。


『体力……三百』


『コマンド……ものまね』


　成樹は「ものまね」と記されたコマンドを選び、ものまねをする相手に魔物を選せん択たくする。その瞬間、成樹のキャラクターは魔物と同じ姿に変身した。


　画面上では今、同じ魔物同士が対たい峙じしている。


「おぉ！　成樹、やるじゃないか!!」


　相手と同じ姿なら、理り不ふ尽じんなパラメーター設定を同じ条件にもってこれる。これなら……勝てるぞ!!


「吹音さん、見ていてください！　この成樹、必ずや勝ってみせます!!」


　成樹は急に鳴唐さんの方を向くと、爽さわやかに笑って言い放つ。


　……うざっ。いいからさっさと戦ってくれよ。


「うん。主屋久くん、がんばってね」


　素す直なおに応おう援えんする鳴唐さんを見て、成樹が頰ほおをゆるめた。すると成樹のキャラクター扮ふんする魔物がどんどん小さくなってゆき、しまいには敵方の魔物の十分の一ほどの大きさになってしまう。


　──プチッ。


　敵方の魔物が、成樹のキャラクター扮する小さな魔物を踏ふんづけた。画面にはダメージ数すら表示されずＤＥＡＴＨの文字が浮うかぶ。


「……成樹、使えねぇ……」


「──なっ、おのれ丈途め！　わざと吹音さんの前で恥はじをかかせるために呼んだのか!?　どこまで腹黒いんだ、貴様!!」


「成樹に言われたくないわっ!!」


　その後、成樹は心配そうに見つめてくる鳴唐さんの視線に耐たえられなくなったのか「覚えてろよ、宿敵丈途め!!」と叫さけんで走って出口へ向かってしまった。


　成樹……魔物を倒たおすの失敗したから、ぼくの新聞連載が映像化したときの話もなしだぞ……。


　成樹の去っていった方を見つめていると、鳴唐さんがぼくの服の裾すそを引っ張ってきた。


「ん？　どうしたの??」


「ねぇ、吹音、やっぱり戦う」


「え!?　鳴唐さんが!?」


「うん。吹音、がんばる」


　白ローブ姿で健けな気げにクラリネットを握にぎりしめる鳴唐さん……。気持はありがたいが、白魔ま法ほう使つかいがあの魔物を倒すのはやはり厳しいだろう。


「気持だけ頂いておくよ、鳴唐さん」


「でも吹音──」


「本日は魔物日和びよりとなりました。生暖かい瘴しよう気きに負けずこのゲームを攻こう略りやくするには、脳波計が鍵かぎである確率八十パーセントでしょう。さらに確実に瘴気に負けないためには、女性の力が必要な確率八十五パーセントでしょう。蛇だ足そくですが、瘴気の影えい響きようにより魔物を操あやつる方に友達がいる確率は三パーセントでしょう」


　あたる先せん輩ぱいがいきなりボードを掲かかげ、魔物の絵やゲーム機の絵などを指示棒で指しながら予報をしていた。予報で話される言葉にはちょっと不ふ吉きつな単語も含ふくまれているが……深夜番組のお天気お姉さんよろしくバニーガール姿で言われると、和なごんでしまうぼくがいる。


　……よし。次にポルノを書くときはバニーガールで決定だな。


「──あたる先輩。その予報、どうとらえるべきなんでしょうか？」


　律がバニーガール姿の先輩の色気やら予報で使われた単語の不吉さやらをすべて無視し、端たん的てきに質問していた。


「わたしとしては予報以上の意見は、ちょっと……」


　あたる先輩も今の予報内容に少し戸と惑まどっているようだった。


「とりあえず、女の子が戦うのが一番ってことなのかな？　だとすると……鍵は色気とか??」


　ぼくが言うと、全員の視線がバニーガール姿で立つあたる先輩へと集まった。


　……色気って言うならどう考えてもそうなるよな……バニーガールだし……。


　あたる先輩はみんなの視線の意味を理解したのか、顔を赤くして黙だまりこんでしまう。元々品行方正な人なので、色気と言われて自分が注目されることに抵てい抗こうがあるのかもしれない。だが、魔物を倒さなければならない以上……やってもらうしかない。


「先輩……お願いします」


　ぼくは恐おそる恐る声をかけてみた。


「あの……わたしでよろしいんでしょうか？」


「むしろ先輩だからこそって感じです」


　先輩は顔を赤くしたまま口をつぐんでいたが、やがて「不ふ肖しようながら戦わせて頂きます……」と言うと、魔物の男の前まで進んだ。


「次はバニーガールが相手か……ふ、ふぅん……」


　魔ま物ものの男はあたる先輩に目をやり、そのすらっと伸のびた足を、くびれのはっきりとした腰こしを、そしてきちんと盛り上がっている胸を、さっと一通り眺ながめていた。


　──よし、効果ありそうだ!!


　あたる先輩はさっそくゲームを開始する。


『体力……百』


『コマンド……遊ぶ』


　画面上に現れたのは、ボード型パソコンと指示棒を持ったバニーガール姿のキャラクターだ。ボード型パソコンの周りには、なぜか青い電磁波のようなものが飛び交かっていた。


　あたる先輩がコマンドを選ぼうとしたそのとき、唐とう突とつにコマンドの文字が変化する。


「では攻こう撃げきさせて頂きます。必殺『遊ばせる』！」


　あたる先輩のキャラクターが指示棒を魔物へ向けると、ボードの周りにあった電磁波のようなものが魔物へ飛んでいき、その頭上を覆おおった。そして急に画面が切り替かわり、コンピューターグラフィックスで作られたムービーが流れ始める。


　ムービーの中ではなぜか魔物がゆったりとしたソファーに座っており、かたわらにドレスを着た綺き麗れいなお姉さんたちをはべらせて楽しく話をしていた。魔物の前にあるテーブルへバニーガールがお酒やフルーツ盛りなどを運んだりもしている。


　あたる先輩はムービーを見るなり、反射的に口を開く。


「お客様。本日は当店で楽しくお過ごしくださいませ～！」


「って先輩、それ、大人の遊びでしょ!?　しかもなんでノリノリで魔物にあいさつしてるんですか!?」


　ぼくが思わず突つっこむと、あたる先輩は「すみません……つい画面に合ったナレーションを入れてしまいました……」と、元々赤くなっていた顔をさらに赤くしてしまった。


　……キャスター的気質ゆえのアドリブ演出か……。


　ムービーはさらに続き、綺麗なお姉さんたちが魔物の近くに寄り添そい始めた。なにやら甘い言葉をかけており、肩かたや胸にしなだれかかっている。


　魔物の男はやけに恥はずかしそうにしながらも、頰ほおを緩ゆるませまくっていた。確かにこの男、女に弱い。


　画面の中ではいつの間にか大だい宴えん会かいが始まり、お姉さんたちがカラオケを歌いまくったりいろんなお酒を頼たのんだり食べ物を頼んだりしていた。そしてしばらくその調子で宴会が続く……………………………………………………………………………………………………………………。


　唐突に、画面からお姉さんたちが消えた。代わりにがたいのいいウェイターがひとり現れる。


「──え？　なにが始まるんですか??」


　ぼくが問うも、あたる先輩自身この技わざの先を知らないため首を横に振ふっている。


　ウェイターは請せい求きゆう書しよを持っていたようで、魔物にそれを見せてなにやら説明していた。画面に請求書の金額が映ったので見てみると──百万謡江。


「高っっっ！　ぼったくりじゃん!!」


　ぼくが叫さけぶと、魔物の男も慌あわてて「しまった！　自分で作ったゲームながらはまってしまった!!」と叫ぶ。


　あいつも男だな……。敵ながら、少しだけ共感してしまった。


　そのとき、画面をじっと見つめていたあたる先輩はなにかに気づいたようで、急に魔物の男を見み据すえると、普ふ段だんの品行方正な顔のまま淡たん々たんと喋しやべる。


「お客様。本日のお代をお支し払はらい頂けない場合はお体でお支払い頂くことになりますが？」


　お上品に言われる脅おどし文もん句く……普ふ通つうに怒おこられるより何倍も恐こわい……。


「……どうやらお支払い頂けないようですね。ではコマンドを選せん択たくさせて頂きます。夜遊びの代だい償しよう、百万謡江アタック!!」


　画面に目をやると、確かにあたる先輩のコマンドが「百万謡江アタック」に変化していた。


　あたる先輩がコントローラーのボタンを押すと同時にウェイターが魔物を殴なぐったり蹴けったりし始め、ムービーの中で魔物がボコボコになってゆく。魔物の体は腫はれに腫れ、元の大きさの倍くらいになってしまった……。そして表示されたダメージは──百万。


　その瞬しゆん間かん、画面が通常の戦せん闘とう画面に戻もどった。


「あたる先輩凄すごいよ！　これで勝っ──」


　画面の中で、魔物がふらつきながらも立ち上がった。どう見ても瀕ひん死し状態だが……生きていた。そして次は当然魔物の攻撃ターンで……。


　魔物は尻尾しつぽを振るうと、あたる先輩のキャラクターに九千九百九十九のダメージを与あたえてあっさりと倒たおしてしまった。


「すみません……。わたしにもう少し彼を遊ばせるだけの魅み力りよくがあれば……」


　深々と頭をさげてウサギの付け耳を垂らす先輩は、しかしぼくにとっては魅力的なバニーガールであった。












「ごめんなさい。わたし、みんなと一緒に魔王を倒したかったんですけど……」


　彼女はバニーガールの服を土で汚したまま木陰に横たわっていた。さきほど魔物との戦闘で足を怪我してしまい。しばらくはまともに歩けなくなってしまったのだ。


　パーティーの中で一番体力のある戦士の俺が、彼女を近くの治療院まで連れてゆくことになった。勇者たちは追っている魔物がいるため、もうこの場から離れている。


「わたし……結局足手まといになってしまいましたね……」


　彼女は急に俺に抱きつくと、泣き出してしまった。しっかり盛り上がった胸の感触が、柔らかく当たってくる。女らしい甘い匂いにまじって仄かに汗の香りもした。視線を落とすと、彼女の泥にまみれた足が目に入る。きっと今まで無理して戦っていたのだ。女の子なのに……。


「お前はよくがんばったよ。そう泣くな」


「でもわたし、もうあなたと一緒に戦えません……あなたが危ないとき、助けることもできません……」


「馬鹿な心配するなよ。今危ないのは俺よりもお前の方だろ？　そんな足で魔物に襲われたらひとたまりもないぞ」


　そう言って頭をなでると、彼女は不意に俺の頰にキスをしてきた。


「えっ!?」


「危険な旅ですし……次はいつあなたに会えるかわかりません。ですからその……あなたとの思い出を、わたしにくれませんか？」


　彼女は俺の手を取ると、バニーガールの服の隙間から自分の胸に俺の指先を当てる。彼女の温かさが、柔らかさが、指先から伝わってくる。


「ごめんなさい……わたしこういうの慣れてなくて、その……色々と不器用ですけど……」


　本当に不安そうに言う彼女を見て、思わず笑ってしまった。


「わ、笑わないでください！」


「違うよ。お前は不器用なままがいいって思ったんだよ」


　俺はそう言って彼女の唇にキスをすると、バニーガールの服の隙間に入っていた指先をさらに奥へと進め、手の平全体で胸を包むようにする。さっきまで魔物と戦っていたせいだろうか。手の平で触ると彼女の肌の熱っぽさがよくわかった。じっとりとかいた汗も、まだ整っていない荒い鼓動も、一所懸命に戦った証。


「あっ……んんっ……」


　胸をゆっくり揉みしだくと彼女から声が漏れた。手の平に伝わる荒い鼓動が、さらに荒くなってゆくのを感じる。


「魔物と戦ってたときと今、どっちの鼓動が速いんだ？」


「そ……そんなの……答えられませ──きゃっ」


　ちょっとした悪戯心と彼女への想いで、答を待たずして彼女の体を舐め始める。


　だが、恥ずかしそうに喋っていた彼女を見て、鼓動は今の方が速いようだと気づいた。


「や、やめてください！　わたし、汚いですから!!」


「いいんだよ。お前ががんばった証なんだ。汚いもんか」


　バニーガールの服を少しずつはだけ、服の間にたまっていた汗を舐めてゆく。温かく、少しだけしょっぱい汗……。


「んふっ……や、いやぁ……」


「恥ずかしがるなって。だいたい、ここでするように頼んだのはお前なんだぞ？」


「い、いじわるね……」


　彼女はそう言うと、覚悟を決めたかのように俺の股間へと手を這わせてきた。


「その……始めましょ？」


　彼女の手が、一所懸命に俺の股間を這う。欲情するというよりは慈しみを覚えてしまう仕草……。


　厳しい旅だ。この先どうなるかもわからない。今この瞬間を、本当に大切にしようと思った。


「魔王なんかに負けないでください。わたし、あなたが帰ってくるのをずっと待ってます」












　……しかし、あたる先せん輩ぱいも負けたとなるとまた援えん軍ぐんを呼ぶしかないな。


　ぼくは携けい帯たいを取り出し、さっそく電話をかけ始める。


『──なんだ？　学校をさぼってるくせに私に電話とはいい根こん性じようだな。お前から電話がかかってきたからと言って亜あ希き先生の授業を抜ぬけ出したら、後ろから先生の怒ど鳴なり声が聞こえてきたぞ。お前は明日、先生のおしおきを受けるな』


「──しまった！　授業中だったのか!!　いや……でも、亜希先生はぼくに対しても怒おこってそうだけど……来らい夏かに対しても怒ってるだろ」


『なにを言う。だいたい、変な時間に電話してきたのはお前だろ』


「ご、ごめん。実は今困っててさ……。蘭も一いつ緒しよに連れて、ちょっと来て欲しい所があるんだ。ほら、蘭って携帯電でん話わを持ってないだろ」


『ふん。私を連れん絡らく係に使うとはいい度胸だな。電話を切るぞ』


「ちょっと待って！　学園の裏に変な城ができてるの知ってる？　今、その中で謡江のファンクラブ相手に戦ってるんだけど……苦戦しててさ。助けて欲しいんだ」


『……ほう。あの一夜城は学園でもちょっとした噂うわさだぞ。ずいぶん面おも白しろそうなことに首を突つっこんでいるようだな。いいだろう。シャッターチャンスがあるかもしれん。協力してやろう』


「ありがとう！　あ、ちなみに蘭には鳴唐さんが魔物に食べられそうだって伝えといて」


『構わんが……もし醜みにくい写真が撮とれなかったら、お前で補ってもらうから覚悟しておけよ。いいな』


　来夏は念を押すように言うと、ぼくから場所の説明だけ聞いてさっさと電話を切ってしまった。


　……成樹に借りを作るより恐こわいな……。


　来夏を呼んだことをちょっとだけ後こう悔かいしつつ、彼女たちが到とう着ちやくするのをしばし待った。


「──吹音ちゃんの敵はどこ!?　殺す!!　あたしのレイピアで串くし刺ざしてやるわ!!」


　耳が痛くなるほどの大声でわめきちらしつつ現れたのは、レオタード姿にマントをなびかせたポニーテールの女の子。プログラミングの才能を持つ霧む線せん蘭だった。


「へぇ、蘭は女剣けん士しなんだね」


「ルーンナイト魔法剣士よ。そんなことより、吹音ちゃんは無事なの!?」


「危なかったね。あと一歩遅おそかったらきっと魔ま物ものに食べられてたよ」


　ぼくはさもほっとしたかのように言い、鳴唐さんを指差した。


「ちなみに鳴唐さんは白魔ま法ほう使つかいなんだ」


　…………………………………………………………………………………………………………。


　蘭が、その場に立ち尽つくして震ふるえていた。


「ふ、ふ、吹音ちゃんかわいい～!!」


　蘭は叫さけびつつ鳴唐さんに抱だきつくと「絶対に守るわ！　敵は全員殺して殺して殺し尽くして守るわ!!」と頰ほおずりを始めた。


　──いける！　精神状態がパラメーターに影えい響きようを与あたえるなら、今の蘭ならかなり強いはずだ!!


　ぼくは蘭の感情が爆ばく発はつしているうちに魔物と戦ってもらおうと、手短にゲームの説明をしてさっそく始めてもらう。


「ツンツンしてるだけの百合ゆりって……うざっ」


　魔物の男がうんざりするようにして言った。


「なによ！　あんたみたいに美の欠片かけらもない輩やからにあたしと吹音ちゃんの美しい愛はわからないのよ!!」


　画面には蘭のコスプレと同じ姿をしたキャラクターが表示されており、算用数字の０と１の羅ら列れつを周囲に浮うかべていた。


『体力……千』


『コマンド……魔ま法ほう剣けん』


　蘭がコマンドを選せん択たくしようとすると、コマンドの文字が変化を始める。


「食くらいなさい！　魔ま封ふう剣けん!!」


　蘭のキャラクターがその場に立ったままレイピアを魔物へ向けると、０と１の数字がレイピアに吸収されて刀身の一部と化し、魔物へ向けてどんどん伸のびてゆく。そして魔物の目の前までくると、急に刺とげのついた鞭むちに変化して魔物を縛しばり上げてしまった。


　同時に、画面の下にあった蘭のコマンドや体力の表示が消え、かわりにパソコンのキーボードのような画面となにも表示されていない画面が左右にわかれて現れる。


　試ためしに蘭がコントローラーを操作してキーボードの文字を選ぶと、なにも表示されていない画面にコントローラーで選んだ文字が表示された。


「なるほどねぇ。コントローラーでプログラムが組めるようにしてあるみたい。あっ──いいこと思いついちゃったっ!!」


　唐とう突とつに、機き銃じゆう掃そう射しやでもされたかのような連続的な破は裂れつ音が響ひびき渡わたる。驚おどろいて顔を向けると、蘭が普ふ段だんの弾だん丸がんタッチと同じスピードでコントローラーの操作を始め、画面上のキーボードで文字を打ちまくっていた。


「今からあの魔物にクラッキング不正なデータ操作を仕し掛かけて──稀き代たいのＭ男おにしてあげるわ!!」


「それ、攻こう撃げきとして意味あるの!?」


「丈途は黙だまってなさい!!」


　蘭に怒ど鳴なられ、しぶしぶ口をつぐむ。


　テレビ画面に目をやると、鞭に縛り上げられた魔物は縛り上げられるほどに気持よさげな表情を浮かべ──どんどんヒットポイントを回復させていた。
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「駄だ目めじゃん！　魔物、元気になってるんだけど!!」


「まぁ見てなさい……。もっともっと縛り上げれば……ほぉら」


　魔物のヒットポイントが異常に高い数値で回復してゆく。よく考えたら戦せん闘とう開始時に相手のヒットポイントは満タンのはずだ。おそらくは回復の数値だけ表示されて、実際は体力の上限のままなにも状じよう況きようは変わっていないはずである。この攻撃、本当に意味がわからない。


　──ヴヴヴヴゥゥゥゥ！


　魔物の男の近くから、異音が出る。魔物の男は、なぜか慌あわててパソコンに風を送っていた。


「ほほほほほっ。鞭で感じすぎたのよ！　処理する情報量が多くなってパソコンにどんどん熱がたまってついに──熱暴走が始まったのよ!!」


「え!?　それ、大だい丈じよう夫ぶなの!?　なんか……ゲームの勝ち負けって問題じゃなくなる気がするんだけど!!」


「吹音ちゃんを食べようとした罰ばつよ！　ゲームのルールに則のつとって正々堂々と敵の大切な物……つまりゲームデータのあるパソコンを痛めつけてやるの！　ふふふっ……大切なデータの入っているパソコンを痛めつけられながらも手を出せない苦しみを味わうがいいわ。いえ……もしかしたら気持いいのかしらねぇ？　だってあなた今、Ｍ男だものね。おほほほほっっ!!」


　高笑いする蘭は、すでに手のつけようのないほど自分の世界に入りこんでしまっているようだった。


　だ、駄目だ……鳴唐さんが食べられそうになったと聞いて、蘭が完全に暴走している……。


「くっ……ボクは、ボクは……Ｍ男じゃないっっ!!」


　その瞬しゆん間かん、魔物の男の意志に反応したかのようにゲーム上の魔物がヒットポイントの回復をやめる。


　このゲームは脳波計と繫つながっているため、蘭のクラッキングを脳波計側から止めたようだ。


「はぁ……はぁ……危ないところだった。とんでもない女だな……」


　ゲーム画面上の魔物は急いで腕うでを一ひと振ふりし、蘭のキャラクターに九千九百九十九のダメージを与えて倒たおしてしまった。


「ふんっ……。吹音ちゃんは無事だったようだし、この程度で許してあげるわ」


　蘭はコントローラーを置いて鳴唐さんのもとへ行くと、楽しげに雑談を始めてしまった。


　だが少しして、鳴唐さんと話す蘭の表情が固まる。どうしたのだろうと思って見ていると、蘭がいきなりこちらへ向かって駆かけてきた。


「丈途！　あんたあたしの恋こい心ごころをもてあそぶなんて……いい加減にしなさい!!」


　蘭は思いっきりぼくの頰ほおを叩たたき、怒おこって洞どう窟くつから出ていってしまった。


　……どうやら、鳴唐さんから本当のことを聞いてしまったらしい……。


「完全に噓うそってわけじゃなかったのに……痛い……」


　ぼくが蘭から叩かれた頰をさすっていると、後ろで足音がした。


「馬ば鹿か者もの。どう考えても大噓だろうが」


　振ふり返ると、黒いローブに身を包んだ眼メ力ヂカラのある女の子がいた。写真の才能を持つ名めい機き来夏だ。


「……来夏はどう見ても黒魔ま法ほう使つかいだよね」


「まぁな」


　眼力があるせいか、むしろ魔ま女じよといった感じもするが……。


「待っている間に事情は聞かせてもらったぞ。洞窟の奥に引きこもりながら憧あこがれのアイドルのためにがんばる男……ある意味で美しく、そして醜みにくい！　私の被ひ写しや体たいにふさわしいだろう!!」


　……そう言われればそうだな。なんか、魔ま物ものの男が哀あわれに思えてきた……。


　来夏がゲーム機の前に行って脳波計をつけ始めると、魔物の男がその様子を眺ながめ「ふん。今度の女はまぁまぁだね」と少し頰を染めていた。


　……え？　まさか、来夏がちょっとタイプだったりするの??


　もしかしたら勝てるかもしれないと、希望がわいてくる。


　来夏がさっそくゲームを始めると、画面にも来夏と同じような姿をしたキャラクターが現れた。周りにオーラのようなものは発生しなかったが、かわりになぜか片目に眼帯をつけている。


『体力……五百』


『コマンド……黒魔法』


　来夏もまた、みんなと同じくコマンドを選せん択たくしようとした瞬間にコマンドの文字が変化し始めた。


「食くらえ！　魔眼・醜しゆう悪あく写真眼!!」


　変化したコマンドを来夏が勢いよく読み上げるとともに、来夏のキャラクターが眼帯を外す。そして露あらわになった目が光ると、戦闘画面がコンピューターグラフィックスのムービー画面に切り替かわった。


　そのムービーの中で魔物は小学生からカツアゲをされ、ダメージ五万。学校のテストをカンニングして受けたくせに点数が悪かっただけでなく先生にカンニングがばれておしおきを受け、ダメージ十万を受ける。


「私の記き憶おくにある醜い写真をこの魔物に置き換かえて再現してるのさ！　醜ければ醜いほど……ダメージは大きいぞ!!」


　魔物は次いで不良グループに絡からまれた瞬間に周りにいた友達全員から逃にげられてひとりで不良グループから袋ふくろ叩だたきにされ、ダメージ二十万。ラブレターを受け取ったのでドキドキしてオッケーしたら女の子たちが自分をからかっていただけだと判明し、ダメージ三十万を受ける。


「ふははははっ。醜い！　醜いぞこの豚ぶた!!」


「凄すごいよ来夏！　これなら勝てるよ!!」


　ぼくが歓かん喜きの声を上げたのも束つかの間、慌あわてふためきながらテレビ画面に目をやる魔物の男を来夏がちらちらと見出し、カメラで撮とり始めた。


「戦いに集中してくれよ！　来夏!!」


「うるさいぞ！　私は元々ここへ醜い写真を撮りに来たんだ！　引きこもりながらも憧れのアイドルのためにがんばる男が今まさに窮きゆう地ちに陥おちいってもがいているんだぞ！　これを撮らずしてどうしろというのだ!!」


「戦ってくれよ!!」


「知るか!!」


　来夏がその体を完全に魔物の男に向けてゲームを放置した瞬間、ムービーが終しゆう了りようして通常の戦せん闘とう画面に戻もどってしまう。


　魔物の男は急いでコントローラーを操作し、自分のキャラクターに尻尾しつぽを振らせて来夏のキャラクターに九千九百九十九のダメージを与あたえて倒してしまった。


「──ふん。この男はもう充じゆう分ぶん撮ったからいいだろう。では明日の夕刻、今度は魔ま王おうと姫ひめの結けつ婚こん式しきを撮りにくる。待っていろ」


　来夏は満足げにこちらへ背を向けると、洞窟を出ていってしまった。


「……くっ、結局みんな負けちゃったな……。女性陣じんの強さは異常だったけど……」


　……でも、まいった。このままじゃ本当に謡江と総才が結婚するまでここで足どめを食らいそうだ。どうしよう……どうしたらいいんだ……。


　ぼくが考え事をしていると、あたる先せん輩ぱいがボード型のパソコンを持って気まずそうな顔をしていた。


「……どうしたんですか？」


「今までの戦いのデータを基もとに予報を出してみたんですけど……あの魔物に勝てる確率、十パーセントしかないんです」


「あれ？　十パーセントもあったんですか。もっと低いのかと思ってました」


「十パーセントもって……丈途くん。例えば天気予報で晴れマークが出ていて雨の確率が十パーセントだった場合、本当に降ると思いますか？」


「それは……降らないと思います」


「それと同じですよ？」


「う～ん。理り屈くつではそうなるんでしょうけど……なんとかなりそうな気がするんですよねぇ」


　あたる先輩はぼくの言葉を聞き、困ったようにこちらを見つめていた。予報の天才ゆえに自分が出したパーセンテージに自信があるのだろう。普ふ通つうに考えれば確かに勝てそうにないパーセンテージではあるのだが……。


「丈途、ここは一いつ旦たんダンジョンを出て頭を冷やして考え直──」


「大だい丈じよう夫ぶ！　こういうときは人里から離はなれたほこらへ行けば、ヒントを教えてくれる人がいるのっっ!!」


　律の言葉にかぶせるようにして、鳴唐さんが元気な声を上げていた。


「鳴唐さん……人里離れたほこらって……。そんなゲームみたいなことさぁ……」


　……ってこの国、ＲＰＧだったな……。


　ぼくがなんとも言えない表情をしていると、鳴唐さんが「吹音、このダンジョンに来る途と中ちゆうで怪あやしいほこらを見たの」と口にする。


「もう目星はついてるんだ。じゃあ、みんなさえよければぼくは鳴唐さんの言う通りにしてみようと思うんだけど？」


　言いながら、律とあたる先輩に目をやった。すると律がなぜか眉み間けんに皺しわを寄せ、やけに刺とげのある口調で喋しやべる。


「……ふん。それが違ちがっていた場合、重大なタイムロスになるが丈途は構わないのかい？　さっきは鳴唐さんのおかげで僕の素す晴ばらしい案を最後まで口にできなかったけど、ここはやっぱり一度頭を冷やして──」


「わたしは構いませんよ。ほこらの件に関してはまだ予報を出せるほどデータがありませんし、行ってみないことにはわかりませんから」


「じゃあ、そのほこらへみんなで行こう！」


　ぼくが勢いよく言うと、魔物の男が薄うすく笑ってこちらに目をやってくる。


「そのまま帰ってこなくてもいいよ～」


　……いちいちむかつくことを言う男だな……。


　ぼくは魔物の男を一いち瞥べつすると、踵きびすを返して洞どう窟くつを出ようとする。鳴唐さんとあたる先輩が、すぐに後に続いた。


「──丈途！　僕の案はどうなったんだ!?」


　後ろから、律の叫さけび声が聞こえる。


　……律の案？　そういえば、さっきなにか言いかけていたような……。


「律。もう鳴唐さんの案に乗ることに決めちゃったからさ、早く行こうよ」


　ぼくがそう言うと、律はむすっとした顔でやけに強く足を踏ふみしめつつ歩き始めた。








　ぼくらはダンジョンを出ていくらか港街の方角へ戻ると、近くにあった林の中へ入る。鳴唐さんの話ではこの林の中にほこらがあるということだ。


　港街からダンジョンへ向かうときは林を避さけて平原を進んでいたため、こんな所にほこらがあるだなんて気づかなかった。鳴唐さんは木々の合間から見えるほこらを一いつ瞬しゆんだけ目にとめていたらしい。


　鳴唐さんに案内されてたどり着いたほこらの前は、茂しげる木々に光が遮さえぎられて薄うす暗ぐらかった。


　中に入ると、真っ青なローブに身を包んだ──猫ねこ耳みみをつけた女の子が、地面に座っていた。


「なっ……!?　なんで猫耳なの!?　これ、どんな展開だよ!?」


　みんなもあまりのことに言葉を失っている。


　どうして猫耳の子が……しかもあえてここに配置されてるんだ……。これ……色々とおかしすぎるだろ!?　だいたいこの女の子、どこから連れて来たんだよ!?


「突つっこみどころが満まん載さいすぎる……。でも鳴唐さんの言う通り、ほこらに誰だれかいたね……」


　彼女の勘かんというかゲーム感覚に驚おどろきながらも、ぼくは猫耳をつけた女の子の前に立ってみる。すると、今までのキャラクターと同じく急に喋り始めた。


「このゲームをクリアするには、お主のポルノ小説の才能が必要なのニャ」


　……は？　ぼくのポルノ小説の才能??


　いきなり言われた台詞せりふに、ぼくは頭の中が真っ白になってしまった。ゲームをクリアするのにぼくのポルノ小説の才能が必要って……。エッチなゲームならともかく、この国って正統派ＲＰＧだと思ってたんだけど……。いや、でも猫耳の女の子がいるし、あながちエッチなゲームでないと言いきれなくもないかも──。


「あの総才って男、一体どういうつもりでこんなＲＰＧっぽい城を建てたんだろうね」


　律の台詞に、ぼくらは考えこんでしまった。


　みんなでその場に集まり、相談を始める。そして………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。


「──鳴唐さん。ちょっとゲームが得意だったからって、丈途の好感度を上げただなんて勘かん違ちがいをされちゃ困るな」


「好感度……？」


「いや、つまり僕らはパーティーを組んでこの国を旅し、ひとつの目的を共有しているわけで、個々人がその目的のために──」


　……なぜか、律と鳴唐さんが揉もめていた。というか、律が一方的に鳴唐さんに絡からんでいた。


　……い、意味がわからない……。


「律。とりあえず状じよう況きようを整理しようよ。ぼくたちはさ、謡江と総才の結婚式を止めるためにこの第三セクター城に来たんだよね。『ゲームをクリア』って……一体どういうことなんだろう」


　彼はぼくの言葉を聞き、鳴唐さんと話すのをやめてこちらを振ふり向く。


「そうだねぇ……。前にも話したけどこの国の設定、まるで勇者の冒ぼう険けん譚たんなんだよね。この国に入ったばかりのとき、僕たちにＲＰＧ的な服を渡わたした商人がいただろ？　あの人が総才のことをゲームマスターって呼んでたじゃないか。そして総才は魔ま王おうとも呼ばれている……。多分、その両方なんだろう。ボスの才能を持つ総才が自分をゲームマスターと呼ばせてるってことは、おそらく総才はこの国のすべてをゲームに見立てて、自身は魔王としてこの世界に君臨しているってことなんだと思う」


「なんのためにさ？」


「それは……どうしてなんだろう……。謡江の結婚とこの国の設定、まったく結びつかないな……」


　さすがの律もこの急展開に頭が追いつかないようだった。


「……丈途。総才の狙ねらいをここで色々推察しても時間が流れるばかりだ。まずはあの魔物を倒たおすための方法を考えないか」


「そうだね……」


「あたる先せん輩ぱいの予報とここで手に入れたヒント……それらを総合して考えると、どういった形で脳波計を使うか、どういった女性のどんな攻こう撃げきを使うか、そして丈途のポルノグラフィーの才能をどう使うかがポイントってところだね」


「……ポルノで魔物って、倒せるのかな……」


　鳴唐さんがぼくらの話を聞いて「う～ん」と唸うなりを上げる。


「吹音、お家でゲームしてたときは気づかなかったけど、魔物さんは洞窟にずっとひとりでいて、寂さびしそうだったの。なにか恋れん愛あい小説と魔ま法ほうで素す敵てきなプレゼントができないかな？　そうすれば魔物さんも心を開いてくれて、倒さなくても先に進ませてくれるかも……」


　魔物を倒すことしか考えていなかったぼくらの前で、鳴唐さんが無む垢くなことを言う。


　彼女のような人なら……あるいはあの魔物も心を開くかもしれない。もしかしたら……精神攻撃の鍵かぎになるかもしれない……。


「律。白魔法使いに攻撃系の魔法ってないかな？」


「ゲームにもよるけど……攻撃系はないな。でも状態異常を起こす魔法ならあると思うよ」


「ポルノと相あい性しようのいい状態異常系の魔法なら──」


「「──誘惑テンプテーシヨンだ!!」」


　ぼくと律の声が、重なった。








　ほこらからダンジョンに戻もどったぼくたちは、中を進みながら作戦の最終確かく認にんをしていた。


「……丈途。さすがにあれはやりすぎなんじゃないかな」


「だって脳波に影えい響きようを与あたえないと駄だ目めなんだろ？　やるなら一いち撃げき必殺だよ」


「それにしたって……」


　鳴唐さんはぼくたちが喋しやべっている様子を不思議そうにして眺ながめている。


　こういう無垢な鳴唐さんだからこそこの作戦、いける。必ず……倒せる。


「じゃあ、いくぞ！」


　魔物の男の前にたどり着き、ゲーム開始の準備を整えると、鳴唐さんと同じ姿をしたキャラクターが画面に表示される。


『体力……十』


『コマンド……白魔ま法ほう』


　鳴唐さんは魔物の男を見つめると、口を開く。


「もう……またこんな薄うす暗ぐらい洞どう窟くつにひとりでいて……。少しはお外に出たらっていっつも言ってるでしょ？」


「な……なんだよいきなり!?　しかもいっつも言ってるって……ボク、きみと話すの初めてだから!!」


「またそんなこと言ってごまかそうとして……お外はもう春なんだよ？」


「だから、ボクのこと知ってるみたいに話すなって！　それにこの国に季節なんて関係ないぞ!!」


「わからないの……？」


　鳴唐さんはクラリネットを持つと、おもむろに演奏を始めた。彼女の素そ朴ぼくで温かな音に合う、春を表現した曲。クラシックの名曲「四季」の中の第一曲「春」だ。本当はヴァイオリンで演奏するところを、鳴唐さんにどうにかクラリネット用に編曲してもらった。


　温かな春。新しい春。そして……心の春！　どこまでやれるか、鳴唐さんの魅み力りよくとぼくの才能が今……試ためされている!!


　魔物の男はいきなり始まった演奏に最初はけげんな表情を浮うかべていたが、次し第だいに鳴唐さんの奏かなでる温かな音に耳を傾かたむけ始め、最後には完全に聞き入っていた。


[image: ]


　やがて演奏が終わると、鳴唐さんはまた魔物の男に話しかける。


「ずっとこんな所に引きこもってちゃ、駄目。もう春なんだからお外で遊びましょ？」


「いや……でも……ボクあんまり外に出ないし……」


　──よし！　鳴唐さんの演奏で男の心が少しほぐれてきたぞ！　もう一押しだ!!


「そうやってずっと引きこもってるんだもん。吹音、心配なの」


「だって……魔ま王おう様からここの番を任されてるし……」


「ねぇ、お外に行きましょ？」


「でもさぁ……やっぱり無理だよ」


「そんなこと言わないの。一いつ緒しよにお外で遊ぼ？　大好きだよ──お兄ちゃん」


　そう言った瞬しゆん間かん、鳴唐さんは魔物の着ぐるみの手を取って微笑ほほえんだ。


「お、お兄ちゃんって……」


　──ブシュッゥゥゥゥゥゥ!!


　魔物の男の鼻から紅あかい鮮せん血けつがほとばしり、男はその場に倒れてしまう。鳴唐さんの一撃お兄ちやん発言で紅の聖書レツド・バイブルしてしまったらしい。我ながら……恐おそろしい才能だ。


　コマンドすら選せん択たくしていないのに、魔物の男と連動するようにしてゲーム画面上の魔物も鼻血を出して倒たおれた。おそらく、脳波計の影響だろう。


　……勝った。一撃必殺の誘惑テンプテーシヨンが、決まった。


　唐とう突とつに、辺りからファンファーレが流れる。その音がやむと、近くの岩がん壁ぺきの一部が動いて階段が姿を現した。


「やった！　これで上に進める!!」


　喜んでいると、ぼくは階段の一段目の端はしに宝箱が置いてあることに気づく。


「これ……ボスを倒したご褒ほう美びみたいなものかな？」


「そうだよ！　きっと凄すごく重要なアイテムが入ってるよ!!」


　鳴唐さんがその瞳ひとみをキラキラさせ、宝箱に駆かけ寄った。


　……ほんとにゲームが好きなんだなぁ……。


　彼女はさっそく宝箱に手を伸のばして開けた。すると……。


　──ピロリロリン♪





「決め台詞ぜりふ・皆かい伝でんの書」





　効果音とともに中から出てきたのは、そう書かれた巻物だった。


「これ、開けないよ？」


　鳴唐さんが困ったように巻物を触さわっている。開けないって……一体どういうことだろう。


　鳴唐さんから巻物を借りて調べてみたが、ページがピッタリとくっついていて確かに開かない。


「丈途、先を急ごう。そのアイテムはあとで調べればいいじゃないか」


　律の声で、ぼくたちは階段をのぼり始める。謡江の結けつ婚こん式しきまで時間がないのだ。律の言う通り、ここは先を急ぐべきだった。


「あの確率で本当に勝つなんて……」


　後ろから声が聞こえたので振ふり返ると、あたる先せん輩ぱいがぼくをじっと見つめていた。




４　混浴風呂で、みんな仲良し[image: ]







　　　☆☆☆『姫ひめの真実』☆☆☆





　魔王の部屋に飾かざられた水すい晶しよう玉だま──そこに、丈途たちがダンジョンの魔ま物ものを倒した様子が映し出されていた。


「丈途くん、凄い！」


　謡江は丈途たちの勝利を喜び、思わず声を上げる。だが同時に、その勝利が恋こいのライバルである吹音との協力プレーのたまものであったことに少なからず不満を感じていた。


　丈途は自分を助けるためにここへ来ているはずなのに、この国で旅を始めてから少しずつ吹音との距きよ離りを縮めている……。謡江はそのことに、焦あせりを覚え始めていた。


「もう！　これじゃあなんのために悲劇のヒロインになったのかわからないわ！　あぁ……やっぱり総才くんに任せるんじゃなかった……」


「そんな……わしはこのＲＰＧ、謡江さんの案を全力で実現したつもりなんですが……」


「やりすぎなのっっ！」


　不満を爆ばく発はつさせるように言う謡江を見て、総才は慌あわてるばかりであった。


　そう──実はこのＲＰＧ的な旅の発案者は、謡江だったのだ。


「私は丈途くんを立派なポルノ作家にするために、作家としてもっと鍛きたえた方がいいと思ったところを挙げただけでしょ!?」


「えぇ……それで謡江さんが『男の子の成長にはなにが一番効くのかしら？』と言われたのでわしが『ＲＰＧこそ男の成長物語の王道ですが』と答えたわけですが……」


「そりゃ、その話を聞いて丈途くんが勇者だったり私がお姫様だったりして助けに来てくれたら嬉うれしいって言ったけど……こんなにおっきなお城を建てたり、ここが国だなんて言い張ったり、もの凄い数の人を住まわせたりして……どう考えてもこれ、やりすぎでしょ！　しかも勇者のはずの丈途くんが村人三になってるしっっ!!」


「落ち着いてください、謡江さん。大筋は合っているではないですか」


　──もう！　このままだと丈途くんが吹音さんとどんどん仲良くなって、囚とらわれの身っていう設定の私の方が不利じゃない！　私はここにいるしかないんだから……。


　謡江はそう思いながら、再び水晶玉に目をやる。するとバニーガールの服を着たあたる先輩が映っていた。謡江はそれを見て、ふと思い出す。


「そういえば総才くん、あたる先輩とは一体どういう関係だったの？　やけにお互たがいのことを知ってる感じだけど……」


「いやっ……！　そ、それはですね……あの……いやぁ……」


　総才は急にしどろもどろになっていた。だが、やがて観念したように肩かたを落とすと、謡江に目をやる。


「……やはり、敬愛する謡江さんにはわしの過去を包み隠かくさずお話しするべきなのでしょう。実はわし、あたる先輩とは中学が同じでして……昔、あたる先輩に告白して振られたことがあるんです」


「──え!?　総才くん、あたる先輩のこと好きだったの!?」


「はい……ボスの才能と予報の才能……特とく殊しゆな才能同士ですから、腹を割って話せる相手がいないという意味ではお互い似ていたのかもしれません。学年は違ちがえど仲がよく、実は……わしの人生初告白をあたる先輩にしてしまいました。しかしご安心を！　人生初プロポーズはしっかりと謡江さんのためにとってありますから!!」


「べつにとってなくていいです！　私は丈途くんを選ぶんですから!!　……でも、総才くん。あたる先輩に告白した後は一体……どうなったの??」


「はははっ。告白の続きが気になるとは、なんだかんだとわしのことを気にしていらっしゃる」


　──だって中ちゆう途と半はん端ぱに恋れん愛あい話を聞いたら、普ふ通つうは続きが気になるでしょ！　総才くんのことは特に気にしてません!!


　妙みように嬉しそうに笑う総才を見て、謡江は心の中でそう叫さけんでいた。


　そんな謡江の心を知ってか知らずか、総才は葉巻を取り出すとひと吸いし、話を続ける。


「わしが告白したとき、あたる先輩はふたりの未来について予報を出したんです。つき合っても近いうちに別れてしまう確率九十九．九九九パーセント……。あたる先輩はその確率の高さを見て愕がく然ぜんとし、その場でわしを振ったんです」


「そっか。あたる先せん輩ぱいのラブ予報、当たっちゃうものね……。別れる確率がそんなに高く出ちゃったら、たとえ相手のことを好きだったとしても尻しり込ごみしちゃうわ」


「わし自身、あたる先輩の才能はよくわかっておりました。確率を理由に振ふられたところで、なにも言えませんでしたよ。ただ、あたる先輩自身の気持はどうなのかと聞いたとき、結局なにも口にしてくれなかったことが心残りと言えば心残りです」


　総才はため息をつくように紫し煙えんを吐はくと、謡江を見て苦く笑しようした。


「まぁまぁ、わしの話は以上で終わりです。しかしあたる先輩、あのポルノ作家とずっと旅を続けるつもりのようですし……予報の天才ともなれば少々面めん倒どうですね。次のイベントはもっと難易度を上げておきましょう」


　総才はそう言うと、水すい晶しように映るあたる先輩へと目をやっていた。





　　☆　☆　☆　☆





　階段の最後の一段をのぼりおえると、ぼくは目の前の扉とびらに手をかけた。この扉を開ければ新しいフロアに入る。この第三セクター城の一階で同じように扉を開けたときには、目の前に農村が広がっていた。次もああいうのどかな感じならいいのだが……。


　ぼくは後ろを向くと、みんなを見回した。


「開けるけど……いい？」


「うん。吹音、扉を開けたらいきなり裏世界が広がってたら嬉しい！」


「う、裏世界!?」


「ＲＰＧではたまにあるの。現実と同じ風景なのに住んでる人が違ったり、なにもないこの世の果てみたいな光景が広がってたりするの!!」


「そ……そんなの激しく嫌いやだよ。そんな世界を進んで行かなきゃいけないと思うと、なんだか鬱うつになっちゃうよ……」


「えぇ～楽しいのになぁ～」


　鳴唐さんは残念そうに言い、うつむいてしまった。


　……そ、そんな……裏世界の話を否定してうつむかれても……。


「鳴唐さんは夢を見すぎだね。あまり丈途を困らせないで欲しいな」


　律が、鳴唐さんをたしなめるように言う。それを聞いた鳴唐さんは急に顔を上げ、不安そうにこちらを見つめてきた。


「吹音、丈途くんのこと困らせてる……？」


「そ、そんなことないよ！　むしろ今回は鳴唐さんの発言で色々助けられてるじゃないか」


「そっか……よかった」


　鳴唐さんは安心したように笑い、ぼくのことをじっと見つめていた。


　律はそれを目にし、こちらを向く。


「……丈途。僕の発言も色々と役に立っていると思うんだが」


「あぁ、そうだね。ありがとう」


「ちょっと返事軽くないかな!?」


「そう？　普通だけど」


「明らかに鳴唐さんのときより感情がこもってないだろ!?」


「気のせいだよ」


　ぼくがさらっと言うと、律は不満そうに頰ほおをふくらませてしまった。


　……なんか、この旅で律の機き嫌げんがどんどん悪くなっている気がするんだが……どうしてだ？


　あたる先輩に目をやると、なぜか苦笑してこちらを見ていた。


　……そんな、苦笑されるようなことをした覚えはないんだけどなぁ……。


「あ、そうだ。あたる先輩、新しいフロアに入る前に予報を出してくださいよ」


「そうですね。では──あっ！」


「どうしたんですか？」


「……ごめんなさい。パソコンのバッテリーが切れてしまいました」


「……へ？」


「どこかで充じゆう電でんしないと予報が出せません」


「そ……そんなぁ……」


　せめて、新しいフロアに関してなんらかの予報を出したあとにバッテリー切れになって欲しかった……。


　ぼくは改めて目の前の扉を見つめる。


　……変な所に出ませんように……。


　心の中でそう願いながら扉を開けた。その瞬しゆん間かん──。


　視界いっぱいに、砂さ塵じんが舞まっていた。次いで風がやむと、一面の荒こう野やが目に入る。


　少し離はなれた場所にはビル群が見えた。ビルは傾かたむいているものやコンクリートがはがれ落ちているものがあり、遠目にも荒こう廃はいしていることがわかる。


　そして辺りに流れるＢＧＭはデスメタル風……。


「なんか……一階と雰ふん囲い気き違ちがくない!?」


　ぼくの上げた声に、鳴唐さんが珍めずらしそうに周りを見ながら答える。


「ＲＰＧで長い旅を続けてると、たまにこういう特とく殊しゆな所があるよ。中世ファンタジーの世界なのにその辺りだけ近未来風だったり……」


「あの街がもし近未来風だとしたら、未来は荒廃してるって前提でつくってるよね……」


　──ヴォォォオオン、ヴォン。


　街の方から、なにか大きな唸うなりのような音が聞こえた。


「ひぃぃぃぃ！」


　思わず声を上げてしまう。


　だが、鳴唐さんはなにひとつ気にせず「さぁ、行きましょ」と言ってさっさと歩き始めてしまった。


　……鳴唐さん、ほんとゲームの中ならなんにも恐こわくないのね……。


　ちょっと、頼たよりになると思ってしまった。しかしこの国はＲＰＧだ。危険なことがあるかもしれない。ぼくは駆かけ出すと鳴唐さんの所まで行き、先頭を申し出ていた。








　荒廃したビル群の入口にさしかかると、タイミングを見計らっていたかのように辺りのビルから人がぞろぞろと出てきた。みんな一様にボロボロの服を着ており、不健康そうな青い顔色──に見えるメイクをほどこしている。


「ごほっ、ごほっ……。旅のお方、お体は大だい丈じよう夫ぶですかな？　ごほっ、ごほっ……」


　明らかに自分の方が大丈夫じゃなさそうな老人──というキャラクターを演じている男がぼくらに語りかけてきた。


　……またイベント発生って感じだな。今度はなにをやらされるんだろう……。


「実はこの街、邪じや神しんの手先どものせいで荒あれ果てておりまして……」


「じゃ、邪神の手先だって!?」


「はい……」


　……そういえば、あたる先せん輩ぱいが前にクリーチャー創生物より危険な存在がいる確率十パーセントって言ってたけど……まさか邪神の手先のことなんじゃ……。


「邪神の手先どもをどうにかしてくれる村人三でも現れれば助かるんですが……」


　……その村人三って、きっとぼくのことを言ってるんだろうな。でも邪神の手先って……その名めい称しようからして明らかにクリーチャーより危険な存在っぽいし……ここは一いつ旦たん様子を見て──。


「おぉ！　よく見ればその服……まさに村人三ではありませんか!!　皆みなの衆、ついに我らが街に村人三が現れたぞ!!」


「「おぉぉぉぉぉ！　村人三様ぁぁ!!」」


　街の人たちがいきなり歓かん声せいを上げ、ぼくを取り囲む。


「村人三様、待っておりました！」


「村人三様が来てくださればもう大丈夫ですね！」


「村人三様のボロボロの服、我々とは格が違ちがいますね！」


　……最後の台詞せりふが気になったので、自分の服を見てみる。すると言われた通り、不ふ遇ぐうの街の人よりぼくの服の方がボロボロだった。


　なんだろう……。今、どうしてもこの国の入口まで戻もどって、ぼくにこの服を渡わたしたあの嫌いやな商人に全力で抗こう議ぎしたい気分だ。謡江の結けつ婚こん式しきに間に合わなくなるとわかっていても、どうしてもあの商人を問いつめ倒たおしたい気分だ。


　──ヴォォォオオン、ヴォン。


「ひぃぃぃぃ！」


　またあの大きな唸りのような音が聞こえたので、ぼくは思わず声を上げていた。


「おぉ、邪神の手先どもの唸りが……恐おそろしい……じゃが──」


　老人は鋭するどい目でこちらを見ると、口の端はしだけ上げて話を続ける。


「村人三様なら、楽勝ですよね？」


「……へ？」


「皆の衆もそう思うじゃろ？　なにせ謡江姫ひめをだまして昨今まで寵ちよう愛あいを受けていた、あの村人三様なんじゃからなぁ」


「……は？」


　老人を演じる男の目が、冷たく光っていた。射るような視線で、ぼくを見み据すえていた。


「とりあえず村人三様にさっさと邪神の手先どもを倒して頂くから、皆の衆、運んで差し上げなさい」


「「おぉぉぉぉぉ!!」」


「えぇぇぇぇぇぇぇぇ!?」


　叫さけびも虚むなしく、ぼくはいきなり街の人たちから担かつぎ上げられてしまった。そして、そのままどこかへと強ごう引いんに運ばれ始めた。








　皆に担がれ、ぼくは街の中を移動していた。律たちは運ばれてゆくぼくを助けようとしてくれたのだが、街の人たちに阻はばまれて今や離はなればなれとなっていた。


　──ヴォォォオオン、ヴォン。


　あの唸うなりのような音が近くなってきた。


「ク、クリーチャーより危険な存在なんて嫌だ……クリーチャーより危険な存在なんて……」


　恐きよう怖ふに震ふるえる中、たどり着いたのは廃はいビルに囲まれた広場だった。


「い、一体なにが出てくるんだ……」


　そこで目にしたのは、なんと革かわジャンと仰ぎよう々ぎようしいシルバーアクセサリーという組合せの──不良たちだった。


　……ん？　不良??


　目をこらすと、彼らは顔の幼さからするにどう見ても中学生だった。数十人おり、派手に改造したバイクやバギーを広場で思いっきり乗り回して遊んでいる。


　──ヴォォォオオン、ヴォン。


　不気味な唸りだと思っていたものは、バイクやバギーのエンジン音だったらしい。


　しかし、不良のことを邪じや神しんの手先と呼ぶだなんて……そこまでＲＰＧっぽくしなくても……でも、クリーチャーより危険な存在じゃなくてよかった。


「あんだぁ？　街のジジイどもじゃねぇか。お迎むかえが来る前に俺らに送ってもらいたくなったかぁ？」


　老人を演じる男は一歩前に出ると、中学生たちへ向かって大声を張り上げる。


「脳に蛆うじのわいた小こ僧ぞうども聞きやがれぇぇ！　ここにおわす村人三様がテメェらをぶっ潰つぶしにこられたぞぉぉぉ!!」


「あんだとコラァ！　あぁん!?　死にてぇのかテメェ!!」


「村人三様はお前らのようなクズがお嫌きらいだ！　さっさとゴミ箱にでも入れてもらえぃ!!」


　老人を演じる男が喋しやべり終えると、街の人たちはぼくを中学生たちのど真ん中へと放ほうり投げる。


「──村人三、殺す!!」


「違ちがぁぁぁぁぁぁう!!」


　ぼくの必死の声も届かず、中学生たちはこちらを取り囲んでいきなり袋ふくろ叩だたきを始める。


「違うんだってば！　ぼくはきみたちに敵意なんてないんだ!!」


「うるせぇぞオラァ！　クズにクズ呼ばわりされたくねぇんだよコラァ!!」


「クズって、ぼくが言った台詞じゃないから!!」


　弁解を続けるも中学生たちは聞く耳を持たない。街の人たちはニヤニヤとしながらぼくを眺ながめつつ、わざとらしくため息をついていた。


「村人三っていってもたいしたことねぇなぁ」


「なんだよ、村人三。期待させやがってさぁ」


「しょせん村人三は村人三ってことだな」


　街の人たちは鼻で笑うようにして言うと、袋叩きにあうぼくを尻しり目めに去ってしまった。


　……くっ。敵は不良邪神の手先だけではなかったか……。


　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。


　広場にはもう、ぼくしか残っていなかった。ぼくは中学生たちに袋叩かれたまま力ちから尽つき、仰あお向むけに寝ねて空を見つめていた。ここは城なので当然その空は絵なのだが、ちょっと黄昏たそがれたい気分だったので本物の空だと思ってぼうっと眺めていた。


　……クリーチャーより危険じゃなかったからって、安心するべきじゃなかったな。いくら中学生とはいえ、あれだけの人数相手に太刀たち打うちできるわけないよな……。


「──丈途、大だい丈じよう夫ぶか!?」


　駆かけ足あしの音とともに、聞き慣れた男の声が聞こえる。そういえば彼とはさっき別れたばかりだった。黄昏れていたせいか、ひどく懐なつかしいものに思える。


「律……」


「すまん！　街の人たちにずっと足どめされてて……間に合わなかったか」


「ふっ……いいさ。ここは謡江のファンたちがつくった国。それを忘れてたよ」


「くっ……僕もそのことを失念していた……。まさかいきなり丈途にこんなことするだなんて……」


「邪神の手先は一応、人間だったよ」


「あぁ。邪神の手先の正体については街の人から聞いたよ。どうも総才の奴やつ、全国の荒あらくれ中学生たちをかき集めてこの国に住まわせたらしいんだ」


「──丈途くん！　吹音、今薬草を使うから待ってて!!」


　鳴唐さんが手に草を持ち、慌あわててぼくのそばに座った。


　……ダンジョンの宝箱に入ってたやつか。でもそれ、本当に薬草なのかな……？


　そう思っていると彼女はいきなり草をこちらへ突つき出し──食べさせようとする。


「わっ……！　いや、多分食べても傷は治らないから……」


「え？　ゲームだとこれで治るよ？」


「この国がいくらＲＰＧっていっても、さすがにそれは無理があるかも……」


「う～ん。じゃあ薬草の汁しるを傷口に塗ぬるね」


「え？　そ、それは……あ、ありがとう……」


　本当に薬草かどうか怪あやしかったが、必死の彼女を見て好意に甘えることにした。


　鳴唐さんは草の葉をすり潰し、出た汁をぼくの傷口に塗り始める。


　……結構、しみた。ぼくはかなりの数の怪け我がをしていたようで、草の汁で体中がしみ渡わたる。


「丈途くん、他ほかにも痛いところがあったら教えて」


　白ローブ姿でかいがいしく治ち療りようを続ける鳴唐さん……。これが回復呪じゆ文もんでの手当だったら、まさに白魔ま法ほう使つかいといった感じだ。そう思うと少し微笑ほほえましかった。


「ありがとう」


　そう言うと鳴唐さんは、なにも言わず心配そうにぼくの手をギュッと握にぎってきた。彼女の小さな手の平から伝わる温かさ……彼女の心まで伝わってきているかのような温かさ……。


　ふと顔をあげると、ボードを持ったあたる先せん輩ぱいがすまなさそうに頭をさげていた。


「丈途くん……ごめんなさい。予報さえ出せれば避さけられたことかもしれなかったのに……」


「いいんですよ。ぼくもちょっと油断してたんです。それに、パーセンテージが高かったら避けるのも大変なんでしょ？」


「……そうですね。心の準備くらいはできるといったところでしょうか。ただ、街の人の話ですとあの中学生たちからどうにかして街を救わないと先に進めないようで……ヒントくらいは予報で知りたかったです……」


「大丈夫ですよ。また廻先輩を呼んで、あの中学生たちを一気に片付けてもらいましょう」


　わりといいアイデアだと思ったのだが、ぼくの怪我を治療していた鳴唐さんがその手を止め「駄だ目め」と短く喋る。


「なんで？」


「吹音も学校に行ってなかったからわかるの。頭ごなしになにか言ったり、力ずくでどうにかしようとしたり……そういうの、一番駄目」


　──そうだ。鳴唐さんは中学校の頃ころ、不登校だったのだ。昔、プロオーケストラの公演で失敗して学校に行かなくなった過去……。青春の一時期を完全に失ってしまうような過ごし方をした過去……。そういう思いをしたことのある人でなければわからないこともあるのかもしれない。


「丈途くん。怪我をさせられちゃったし、あの子たちを悪く思うのは仕方ないかもしれないけど……本当に悪いのは魔ま王おうさんでしょ？　魔王さんがあの子たちを裏で操あやつってこの街でこんなことをさせてるんでしょ？」


　鳴唐さんの話を聞いて、珍めずらしく律が頷うなずいていた。


「確かに、悪いのは魔王・総才だ。ボスの才能を使って年とし端はもいかない子供たちをこんな所にたむろさせて非行に走らせて……許せない!!」


「いや、律。総才が悪いのはぼくもよくわかったけど、年端もいかない子供って……ぼくらも大人ってわけではないんだけど……」


「彼らはまだ学生なんだ！　きちんと学校に行かせるべきなのに!!」


「ちょっと、律。ぼくたちもまだ学生で、しかもなにげに高校をさぼってここに来てるわけなんだけど……」


「わたしも、力ずくで彼らをどうにかしようとするのは反対です。みんなでなにかいい方法を考えましょう」


　あたる先輩が今までの話をまとめるようにして、みんなの顔を見回しながら喋しやべる。


「──吹音、ここで一いつ旦たんセーブしたい」


「セーブ!?　いやいや……いきなりなにを言ってるのさ」


「だって重要そうな場面なんだもん」


「重要だとは思うけど……」


「吹音ね、さっき街で教会を見つけたの」


「そ、そう……」


「教会に行ってね、セーブするの」


「た、確かにＲＰＧだと教会でセーブできるものもあるけど……いくらこの国がＲＰＧっぽいからって、それはさすがに無理でしょ」


「いいじゃないですか。さっきのほこらの件もありますし、吹音さんの好きにさせてあげたらどうですか？」


　あたる先輩はそう言ってこちらに笑え顔がおを向けてくる。


　でも先輩……まさか本当にセーブができるだなんて思ってませんよね？








　鳴唐さんの案内で、ぼくたちは木造の朽くちた教会へとたどり着いた。


　中に入るとすぐに礼拝をする場所があり、二列に並べられた長なが椅い子すと、その先にある演台、そして十じゆう字じ架かが見える。ただすべてがボロボロで、とてもまともにお祈いのりできるような場所には見えなかった。しかし──。


「我が教会にどんなご用かな？　……『お祈りをする・お告げを聞く』」


　演台の前には、神父が立っていた。


「噓うそだろ……しかも『お祈りをする』が選せん択たく肢しにあるし……。あれ、セーブをするためのコマンドだよね？」


　ぼくは横にいた鳴唐さんに対して喋ったつもりだったが、今の台詞せりふでお祈りをすることに決定してしまったらしく、いきなり辺りから教会音楽の一節のような神こう々ごうしいＢＧＭが流れた。


　──チャーチャチャチャララ～ララ～♪


　まさか……今のでセーブしたの？


　…………………………………………………………………………………………………………。


　……特に、なにも起こらなかった。まぁ……当然と言えば当然だが。


「吹音、セーブ記録とか見たかったなぁ……ちょっと残念」


　鳴唐さんは「ちょっと」と言うわりには、心の底から残念そうにつぶやいていた。


　……セーブ、本気でできると思ってたのかも……いや、思ってた気がする。


「我が教会にどんなご用かな？　……『お祈りをする・お告げを聞く』」


　ぼくらがその場から動かなかったせいだろうか。神父がまた問いかけてきた。聞き流そうとしたが、ふと好こう奇き心しんがわいたので思わず口を開く。


「お告げを聞きます」


「……志溢あふれる賢けん者じやよ。汝なんじの武器は知と書にあり。我が教会を自由に使うがいい」


「え？　賢者??　一体どういう……」


　問いかけた瞬しゆん間かん「ガコンッ！」と音が鳴り、神父が演台の前から姿を消した。


　……そ、そんな馬ば鹿かな!?


　慌あわてて演台の辺りを調べると、神父が立っていた所の床ゆかが抜ぬけているのを見つける。どうやら教会の下へおりて姿を消したらしい。


「……しかし賢者って……。多分、律のことを言ってるんだよね？」


　律は戸と惑まどいながらも「多分ね」と口を開く。


「知と書ってどういう意味なんだろう？」


　ぼくの言葉を聞いて律はしばらく考えていたが、自分が手にしていたぶ厚い本を見た瞬間、固まる。





『教育学』





　律が持つ本には、そう書かれていた。


「……そうか！　彼らには教育が必要だったんだ!!」


「教育ぅ!?」


「そうさ。教育は知識を、知ち恵えを、ひいては心を育はぐくむ！　人間を育てる素す晴ばらしいものなんだ！　彼らが教育を受けてその心を開いてくれれば、この街はおろか彼らの人生も救われるじゃないか!!」


「彼らの人生って……なんか話が微び妙みように違ちがう方向に進んでいる気が……」


「僕たちに与あたえられた使命はこの街を救うことだろ!?　彼らも救ってこの街も救う。完かん璧ぺきじゃないか!!」


　知性の滲にじむ顔に決意を浮うかべてぶ厚い本を抱かかえる律のその姿は、まさに賢者そのものであった。


「そういえばさっきの神父、僕にこの教会を自由に使っていいって言ってたな……よし、ここを学校にしよう!!」


「えぇ!?」


「吹音も賛成！」


　ぼくが律の言葉に驚おどろく中、鳴唐さんは元気に声を上げていた。


「ど、どうして鳴唐さんまで!?」


「だってさっきの神父さんの言葉、絶対にイベント情報だよ？　それに、これであの子たちが学校の楽しさを知ってくれたら嬉うれしいでしょ？」


　……う、嬉しいでしょって……。な、なんか話がとんでもなくずれていってる感じがするのは……気のせいなのかな……。








「……まさか謡江を助けに来て、教会の大おお掃そう除じをするはめになろうとは……」


　ぼくは礼拝用の部屋に雑ぞう巾きんがけをしながらひとりごちた。


　この教会、調べてみると部屋がいくつかあり、お風ふ呂ろ場ばまであった。多少古いが布ふ団とんもあって、今夜の宿として使えることが判明した。そのためぼくたちは教会の大掃除をすることに決めたのだ。


　もちろん宿としてだけでなく、律の案通りに学校として使う準備も進めている。礼拝用の部屋を教室として使う予定で、今、みんなでそこの掃除をしている最中だった。


「──丈途くん、これ、どうしよう？」


　鳴唐さんの声がしたので振ふり向くと、ぼくの目の前に授業の時間割が掲かかげられていた。……しかも、月曜から金曜までびっしりとスケジュールが書きこまれている。


「鳴唐さん、こんなにたくさん授業しないからね。早く最上階に進まないと、謡江の結けつ婚こん式しきが始まっちゃうから」


「授業、本当に時間割通りにするわけじゃないよ？　でも本物の学校にはこういうものもあるでしょ？　ちゃんと教室に貼はらなきゃ」


「なにもそこまでこだわって教室を用意しなくても……」


「吹音、みんなにちゃんと学校の雰ふん囲い気きを味わって欲しいの。学校に長いこと行ってないとそういうの、やっぱり懐なつかしく思っちゃうもんなんだよ？」


　そう言った鳴唐さんの手には、他ほかにも「学級通信」だの「給食の献こん立だて表ひよう」だのが握にぎられていた。


　凄すごい気合……だな。あの中学生たち、そんなところまで見るかな……。そもそも授業を受けるかどうかも怪あやしいんだけど……。


　ただ、ぼくは鳴唐さんの過去を知っているだけに気持がわからないわけではなかった。こういうことを一いつ所しよ懸けん命めいにがんばる彼女を見て、応おう援えんしたくもなる。そして、どこか胸の奥がむずがゆい気持になる……。


　──鳴唐さんの作業を手伝うために……ちょっとくらい雑巾がけを休んでも、いいよね？


　ぼくは雑巾を床の端はしに置くと、鳴唐さんからいくつかのプリントを受け取って一いつ緒しよに教室に貼り始めた。


「鳴唐さんは今さ、学校って楽しい？」


「うん。丈途くんやみんながいるから、吹音、楽しいよ」


「そ、そっか。ありがとう」


　普ふ段だんは引っこみじあんな彼女がこんなに積極的になにかをするのは珍めずらしい。学校……本当に成功させたいのだろう。


　そのときふと、長なが椅い子すに置かれたボロボロの紙束や使い古された鉛えん筆ぴつなどが目に入った。律が人の住んでいない家を一いつ軒けん一軒回ってかき集めた生徒用の勉強道具だ。アイテムは探して拾う……。ある意味でこの国のＲＰＧ的流りゆう儀ぎにのっとった正しい集め方である。


　しかし……鳴唐さんの気合も凄いけど、律の気合は半はん端ぱじゃないな。さすが賢けん者じやだ。勉強や教育といったものに傾かたむける情熱が凄い……。


　それにしても気合が入りすぎているのか、律が集めた勉強道具は明日の授業だけでは使い切れないほどの量が用意されていた。


　……紙と鉛筆か……。この国に入ってから色々あって精神的に疲つかれたし……よし！　掃除が終わったらこっそりポルノ小説でも書いてリフレッシュするか!!


　自分のポルノ用に少しだけ紙と鉛筆を拝借していると、こちらをじっと見つめる鳴唐さんの視線に気づいた。


「あっ……いや、これはべつに──」


「明日、みんな学校に来るといいね」


　そう言った鳴唐さんの笑えみは、一点の曇くもりもなく満面であった。












　身よりのない子供たちを育てている教会の休憩室。彼女はそこへ、黒魔法使いらしい黒ローブを揺らしながら入ってきた。


　彼女は俺の座る大きなソファーに一緒に座ろうとして、一瞬だけなにかを考える。そして、片目につけた己の眼帯を気にしてか、俺からは綺麗な方の目しか見えないよう気を配って隣へ腰をおろしてきた。


　勇者たちはもう、宿の方へと帰っていた。この休憩室には今、モンクの俺と彼女しかいない。


「しかし元気な子供たちだな。俺、もうへとへとだぜ」


「子供たちとの遊びをいつの間にか切り上げてここに来たくせに、よく言う」


「この教会にいると昔の自分を思い出しちまうんだ。なんだか胸が苦しくてさ」


「それは私だって同じだ。私だってここの子たちと同じで、魔物に家族をやられたんだ」


　彼女は苦々しく言うと己の眼帯に手をやった。あの目も、魔物にやられてしまったらしい。


　隣から、彼女独特の柑橘系の香りが漂ってくる。そういえば、前に彼女を抱いたときからもういくらか経っていた。


　俺は彼女の肩に手を回し、そのままローブの隙間から中へ手を差し入れようとする。しかし──。


　バシッ！


　いきなり手を払われてしまった。


「ここにいると昔の私を思い出す……。だから今は、そんなことする気分じゃない」


「俺たちが昔を思い出すからここがいいんだよ。ここでいい思い出をつくれば、ちょっとは印象が変わるだろ？」


　俺はそう言うと彼女をソファーに寝かせ、その片足を自分の肩へとのせた。足を大きく開いたせいで彼女のローブが腰まではだける。彼女のすらっとした太股が、下着に守られた腿の内が、露になる。


　俺は肩にのせた彼女の足をゆっくりと舐め上げ、太股全体を濡らしてゆく。


「やっ、やめろ……んっ……だ、駄目だ。子供たちに聞こえるかもしれない……」


「それはお前しだいだろ？　ちゃんと我慢しろよ」


　俺は肩にのせていた彼女の足を持ち上げると、舐め上げる舌を少しずつ彼女の腿の内へと近づけてゆく。彼女は今、不自然なまでに足を大きく広げた恰好で横たわっていた。その姿はまるで、いくらでも責めてくださいと俺を誘っているかのようだ。


「普段クールぶってるお前がこんな恰好をしてるだなんて、みんなが知ったらどう思うだろうな。ビックリしちまって魔王を倒すどころじゃないぜ？」


「馬鹿……そんなこと言うな」


　俺は指先を彼女の股間に這わせると、何度も押し上げるようにして動かす。下着ごしとはいえ、彼女の足は不自然なまでに開いて肌が張っている。俺の指の感触がいつも以上に強く伝わっているはずだ。


「あっ……いやっ……やめ……んぅ」


　俺が指で押し上げるほどに彼女の下着が濡れてゆく。足を大きく開いているため、下着に段々と染みが広がってゆく様がよく見える。


「いや……恥ずかっ……あっ……やっ……」


「あんまり騒いでいると、子供たちに聞こえちまうぜ？」


　俺は言いながら彼女の下着をもてあぞぶようにして指を動かし始める。上下に、左右に、回すように……。それに合わせて彼女の喘ぎは段々と大きくなってゆく。


「あんっ……うぅっ……はぁ……んっ」


　いつの間にか、持ち上げていた彼女の足の感触が軽くなっていた。快楽で、自分から足を広げ始めているのだ。


「おいおい。これ以上足を広げたってどうしようもないぜ？　そんなにこの恰好が好きか？」


「んっ……はぁ……誰が好きで、こんな醜い恰好……。あんまり強く責めるから……はぁっ」


　醜い……それが彼女の口癖だった。俺は彼女の眼帯へと目を向ける。彼女は裸になったときも眼帯だけは絶対に外さない。醜い……と思っているのだろう。


「なぁ。俺、お前の体を全部見たいんだぜ？　どこだって醜いなんて思わねぇぜ？」


「──やめろ！」


　彼女は反射的に俺の手を払うと、飛び退くようにしてソファーからおり、荒い息をついた。


「……そうか。……すまない」


「いや……私の方こそ……。ただ、この目はあまり見せたくないんだ」


　目の傷は、そのまま彼女の心の傷となっているのかもしれなかった。


「あのさ、もし世界に平和を取り戻せたら、その……俺らで身よりのない子供たちを保護して育てていかないか？」


「なっ!?　いきなりなにを……」


「それをさ、夫婦でやるっていうのはどうだ？」


　彼女はその言葉を聞いた瞬間、まだ見える方の瞳から、一筋の涙を流した。


「……本当にいいのか？　私の夫は苦労するぞ？」


「もう充分わかってるさ」


　彼女は俺の台詞を聞くとこちらに抱きつき、そっと優しいキスをしてきた。












「──やっぱりエッチな本が恋こいしくなりましたね」


「わっ……!!」


　礼拝用の部屋でこっそりポルノを書いていると、いきなり横合いから声がした。ぼくは驚おどろいて、思わず叫さけんでしまう。


　顔を上げると、こちらをジト目で見つめるあたる先せん輩ぱいがいた。


「いえ……これは違ちがいます！　し、仕事なんです!!」


「そもそも丈途くんはこの部屋を教室として使うための準備をしていたはずでしょ？　仕事でもなんでも関係ありません」


「うっ……それは……」


　──そう。みんなが教会の他ほかの部屋を掃そう除じする中、ぼくはひとりで礼拝用の部屋に残って明日の授業の準備を進めていた。ある程度準備が整ったので、ついポルノ小説を書いていたのだ。


「手があいたのなら他の部屋も掃除してください！」


「は、はい!!」


　ぼくは慌あわてて原げん稿こうをしまうと、すぐにその場から立ち上がった。








　空はすでに茜あかね色いろに染まっていた。この城は照明を調節して夕方まで再現しているらしい。ずいぶんと手のこんだことをするものだ。


　そろそろ夜が近いということもあって、ぼくたちは教会の中にあるお風ふ呂ろ場ばに集まっていた。お風呂場は屋根が壊こわれているため茜色の空がよく見える。ある意味で、露ろ天てん風ぶ呂ろのようだ。


「──では、どういった順番でお風呂に入りましょうか？」


　あたる先輩はみんなを見つめ、キャスター的に淡たん々たんと話を進める。しかし先輩がバニーガールの恰かつ好こうをしているせいか、お風呂の前に立たれると大人のお店にでも入ったかのような錯さつ覚かくを起こす。バニーガールのコスプレなら大人のお店に当然あるだろうし、大人のお店に入ったらすることは言うまでもなく決まっているだろうし、どういった順番でお風呂に入るもなにも──。


「そんなの、一いつ緒しよに入ればいいじゃないですか」


　みんなの顔が、固まっていた。


　……ん？　あっ！　し……しまったぁぁぁぁぁ！　今、妄もう想そうしたままとんでもないことを口にしちゃったぁぁぁ!!


「か、勘かん違ちがいしないでください!!　一緒にっていうのは男子は男子と、女子は女子とっていう意味で──」


「吹音も、みんなと一緒にお風呂に入りたい」


「……へっ？」


「丈途くんもそうしたいんでしょ？　みんな一緒に入りましょ？」


「えぇぇぇぇぇぇ!?」


　な、鳴唐さん……なにを言ってるんだ……。というか、鳴唐さんが……あの鳴唐さんがそんなこと……。まさか……。


「おぉぉぉっっしゃゃぁぁぁ！　さすが鳴唐さん！　ぼくたちってともに魔ま王おうを倒たおそうとするパーティーなわけだし、一緒にお風呂に入ってお互たがいのことをもっとよく知る必要があると思うし、そうすればみんなの絆きずなもきっと深まるし──ＲＰＧだもん、そうすべきだよね!!」


「なにが『ＲＰＧだもん』ですか!!」


　あたる先輩が、恥はじらいで顔を赤らめつつ叫んでいた。


「いやいや、あたる先輩。鳴唐さんもああ言ってるわけですから……」


「健全な高校生の男女が一緒にお風呂に入るだなんて……絶対におかしいです!!」


「……あたる先輩、温水プール嫌きらい？」


　鳴唐さんが不思議そうにあたる先輩に話しかける。というか……温水プール??


「……鳴唐さん。ここ、お風呂なんだけど……」


「だってみんな水着で入るんでしょ？　プールと一緒でしょ??」


　……そういうことだったのか。水着を着て入るのが前提だったのか。……なんだろう、このテンションのさがり具合。あぁ……なんかもう、どうでもいいや……。


「って、よくないよ！　よく考えたらいいよ!!」


「……丈途くん、なに言ってるの？」


　鳴唐さんがこちらをいぶかしげに見つめている。


　……しまった。また考えてることをそのまま口にしてしまった……。お風呂場にいるせいかちょっと暴走気味だな……ぼく。


「……とりあえず、みんなで水着を買いに行こうか。廃はい墟きよっぽい街だけど、ＲＰＧだからどっかにお店はあるよね？」


「吹音、街の入口でお店が並んでる場所を見つけたよ」


「そっか。なら行き先はそこに決定だね」


　ぼくたちは水着を買うため、みんなでお風呂場から移動を始めた。


「丈途……僕は……」


　後ろから、思いつめたような声が聞こえる。


　振ふり返ると、そこには妙みように浮うかない顔をした律がいた。


「どうしたの？」


「丈途、お前は本当に僕と一緒にお風呂に入りたいのか？」


　……え？　浮かない顔して聞くことが、それ??　男同士なんだから普ふ通つうに入るだろ。


「むしろぼく、律とは始めから一緒に入るつもりだったけど」


　律が、はっとしたようにぼくを見つめる。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　な、なんだよ、律。なにが言いたいんだよ。


　律は不自然に黙だまったままお風呂場を離はなれ始める。何歩か進んだ後にようやく「そうか……」とだけ口の中でつぶやいていた。


　……律。たまに意味のわからないことをする奴やつだ。








　街の入口付近に着くと、鳴唐さんが見つけたというお店の並ぶ場所へ向かった。


　そこは廃はいビルの一階をそのまま市場にしている所で、広いフロアには数々の屋台が並んでいた。寂さびれている街だが、この一角だけはにぎわっており、たくさんの人々が店で買物をしている。


「水着は……服屋にでも行けばいいのかな？」


「服屋はここにはないと思います。丈途くんが村人三の服から別の服へかえてしまうでしょうから。総ちゃんが設定を変えるようなものを置くわけがないんです」


「つまり、村人三はずっと村人三ってことですか……」


　あたる先輩はぼくの言葉に苦く笑しようすると「バニーガールもずっとバニーガールなんですよ」と言う。


　……そっか。あたる先輩もぼくと同じで服をかえたいんだな……ぼくはあたる先輩のコスプレ、好きなんだけど……。


「あ、あの店の横、コンセントの差しこみ口があります！」


　あたる先輩は慌あわてて駆かけ出し、屋台の脇わきにあったコンセントの差しこみ口にボード型のノートパソコンのコンセントを差しこむ。


「よかった……これでパソコンが使えるようになります。ここで買物をしている間、充じゆう電でんさせてもらいましょう」


「また予報が出せるようになりますね」


「はい」


　あたる先輩は、本当に嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。自分の才能が存分に使えるのが嬉しいのだろう。


　そのときふと、ぼくの服の裾すそを引っ張る感かん触しよくがあった。


　顔を向けると、鳴唐さんが少し離れた所にある屋台を指差している。


「水着、あっちの雑貨屋さんに置いてあったよ」


「そっか。じゃあそこに行こう」


　鳴唐さんに案内され、ぼくらはフロアを進む。


「──あれっ？」


　今、あまりに自然だったので気づくのが遅おくれてしまった。鳴唐さんは雑貨屋の話をしたとき、ぼくに触さわって話しかけてきたのだ。今までの彼女ならそんなこと……するはずがない。


　……も、もしかしてぼく……鳴唐さんから結構慕したわれてたりして……。


　ちょっと、頰ほおが緩ゆるんでしまった。


　そうこうしているうちにすぐに雑貨屋に着いてしまう。


　そこは、日用品の他ほかにちょっとした水着も置いてある店だった。


「いらっしゃい。なにが欲しいんだい？」


　ずらりと並べられた雑貨を前に、屋台の店主が聞いてくる。


「男は海水パンツでいいとして……女の子はどうするの？」


「吹音はこれがいい」


　鳴唐さんは屋台の前に手を伸のばすと、なんの迷いもなく一枚の水着を取る。それは紺こん色いろをしたもの凄すごく見慣れた女子用水着……スクール水着だった。


　……学校を離れてまでわざわざスクール水着っていうのもどうかと思うけど……鳴唐さんだし、むしろ当然の選せん択たくか。


「スクール水着なら二色あるよ……『紺色・白色』」


「あ、吹音、白がいい。白魔ま法ほう使つかいっぽいかも！」


　──おぉ、白スクか!!　いいかも!!　スクール水着は紺色を見る機会の方が圧あつ倒とう的てきに多い。白色は……レアな感じがしていいぞ!!


「ではわたしもスクール水着で……」


　そう言って水着へと伸ばされるあたる先輩の手が、急に止まった。


「どうしたんですか？」


「……合うサイズがないみたいなんです。みんな小さくて……」


　確かに、店先に並べてあるスクール水着はみんなサイズが小さいように思えた。小こ柄がらな鳴唐さんだから買えたのだろう。しかしあたる先輩が着られるサイズの水着となると──。


　なんと、スクール水着の隣となりにビキニが置いてあった。


「あっ……」


　あたる先輩もビキニに気づいたらしく、声を漏もらしたままじっと見つめて固まっている。


「……先輩、どうします？」


「い、いえ、そんなこと聞かれてもわたし……」


「お風ふ呂ろ、別々に入りましょうか？」


「わたしひとり別に入ると、それはそれでなんだか悲しい気持になりそうです。……仕方ありませんね」


　先輩はそう言うと、腹をくくったかのように手を伸ばして一枚のビキニを取る。


　それは薄うす紫むらさき色をした、ちょっと大人っぽいビキニだった。








　　　☆☆☆『姫ひめの焦あせり』☆☆☆





　謡江は水すい晶しよう玉だまに映る丈途たちの姿を見て驚きよう愕がくしていた。丈途たちが、みんなでお風呂に入るために水着の買い出しへ行っていたからだ。水晶玉には今、白いスクール水着を持つ吹音と薄紫色のビキニを持つあたる先せん輩ぱいが映し出されている。


　──丈途くん！　どうして女の子と一いつ緒しよにお風呂に入ろうとしてるの!?　私を助けに来たんでしょ!?　それなのに他の子とお風呂を楽しむだなんて……もう！　ちょっと目を離はなすとすぐそういうことやり出すんだから!!


　丈途がこの国で旅を始めて以来、謡江の焦りはつのるばかりである。


　──このままじゃ丈途くんの気持が他の女の子に走るかもしれない。一緒にお風呂に入れば丈途くんは必ず相手の水着を見て妄もう想そうする。そして確実にその子のことで頭が一いつ杯ぱいになる。例えばその場にいるのがビキニを着た私だった場合、まずプロポーションを愉たのしむために全身を見回すだろう。胸のラインから眺ながめてその形を愉しみ、次いで腰こしのくびれやお尻しりの膨ふくらみ、太ふと股ももからくるぶしまで一通り眺めて私の裸はだかを想像し、その後はきっとラブバラードでも歌わせながらエッチなことをする妄想でもして──。


　謡江は丈途の妄想の軌き跡せきを色々予測し、さらに焦りをつのらせていた。


「もう！　全部総才くんのせいだからね！　こんな無む茶ちや苦く茶ちやなＲＰＧを作るから丈途くんが女の子と一緒にお風呂に入るだなんてことになっちゃうんだからね!!」


「……ほんとにあのポルノ作家、油断なりませんなぁ」


「どうにかしてっ！」


「……はい？」


「どうにかするのっっ!!」


「いやぁ……さすが姫と言ったところでしょうか。こういったわがままもかわいく見えてしまうところが貴女あなたの魅み力りよくです」


「どこがわがままなのよ！　総才くんがこのＲＰＧをもっと普ふ通つうに作っていればこんなことにはならなかったんだからね！　って言うか今の台詞せりふ、誉ほめてるのかけなしてるのかわからないわよ!!」


「もちろん誉めております。わしは貴女のファンクラブの会長ですからのぉ。しかし……仕方ありませんな。姫がそこまで言われるなら、我々も奴やつらと一緒にお風呂に入るということで怒いかりを静めてもらえませんか？」


「…………え？」


　謡江は思わず総才を見入っていた。──丈途くんとお風呂に……。水着とはいえ互たがいに露ろ出しゆつの高い状態で一緒にお風呂に……。そんなこと、普ふ段だん絶対にあり得ないシチュエーションだ。丈途くんはきっと私を見て私の裸を妄想するだろうが、それは丈途くんとずっと一緒にいるつもりならいずれ訪おとずれること。恥はじを忍しのんでここで慣れておくのも将来のためには──と、謡江は色々考えこみ、表情が凄く硬かたいものになってしまう。


「う……謡江さん、そんな顔でわしを見て……いえ、わし自身は決して嫌いやらしい気持など一いつ切さいございませんから！　ほんとに！　まったく!!　全然!!」


「……わ、私なんかが一緒にお風呂に入って……大だい丈じよう夫ぶかな？　それに私、男の人と一緒にお風呂に入るだなんて、初めてなんだけど……」


「おぉ！　そのようなことでお悩なやみでしたか!!　はははっ。大丈夫に決まっているではないですか！　というか、謡江さんと一緒にお風呂に入れて嫌がる男などいるはずがありません!!」


「そ……そう？」


「もちろんです！　ただ、謡江さんは一応囚とらわれの姫の設定ですから、至急特製の檻おりを作らせますので、その中に入ってのご入浴ということでよろしいでしょうか？」


「お、お願いっっっっっ!!」


「はっ！　では早さつ急きゆうに用意させます！　しかし……謡江さんとお風呂をご一緒できるだなんて……その、わしは光栄であります!!」


　総才は部屋にあった無線を使い、怒ど濤とうの勢いで部下に指示を飛ばし始めた。





　　☆　☆　☆　☆





　水着を買い終わって教会に戻もどると、男子と女子は別々の部屋へ行き、さっそく着き替がえを始める。


　ぼくはさっさと服を脱ぬいで海水パンツをはいた。しかし律の方を見ると、賢けん者じやのローブを脱いで制服のワイシャツ姿になった状態のまま止まっていた。こちらに背を向けて、なぜかうつむいている。


「律、どうしたの？　早くお風ふ呂ろに行こうよ」


「丈途……お前、そんなにお風呂に入りたいか？」


　そりゃ、女の子と一緒に入れるなんて夢のようなシチュエーションだし……入りたいに決まっている。


「こんなチャンスめったにないんだから、律も早くしなよ」


　その言葉を聞いて、律が弾はじけるようにこちらを向いた。その勢いで、途と中ちゆうまではだけた彼のシャツが一いつ瞬しゆん大きく揺ゆれる。


「こんなチャンスって……丈途、すまない。まさかお前がそこまで期待してくれていたなんて……でも……」


　一体どうしたというのだろう。律は拳こぶしを握にぎりしめ、なにか必死に言葉をつむごうとするかのように震ふるえている。


　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。


「あ、あのさ、丈途……」


「ん？」


「ぼ、僕たち……その……まだ、こういうの早いんじゃないかな!?」


　…………………は？


「だってさ、物事には順序ってものがあるだろ!?　そりゃ、旅先でのロマンスっていうのはいいかもしれないけど……こんな……こんな中ちゆう途と半はん端ぱな状態で裸はだかになって一いつ緒しよにお風呂だなんて……なんか違ちがうだろ!?」


「なんか違うって言われても……」


　……そりゃ、なりゆきとはいえいきなり女の子とお風呂に入るだなんて、ちょっと刺し激げきの強いシチュエーションではあるけど……。


「そう深く考えるなって。律は堅かたすぎるんだよ。水着なんだし、かまわないだろ？」


「そんな……だって、それでも半分裸のようなもんじゃないか!!」


　頰ほおを染めつつ、恥はじらうようにしてぼくから顔をそらす律……。中性的な顔立ちのせいか、その恥じらいの表情が妙みように色っぽかった。


　──ドキッ。


　え……？　な、なんだ、今の鼓こ動どうの高まり!?


「丈途はやっぱり、いつも強ごう引いんだな。でも、すまない。僕、僕……その……せめてシャツだけでも着て、お前のそばにいさせてくれないか？」


「──えぇ!?　シャツを着たままお風呂に入るの!?」


「……期待してくれていたのに、すまない」


　律はそう言うと、水着を持って他ほかの部屋へと向かってしまった。


　……な、なんなんだろう？　たまに男同士でも裸になるのを嫌がる人がいるけど、律もそうだったということだろうか。それにしたって、着替えまで他の部屋でしなくてもいいと思うのだが……。


「お堅いうえに、繊せん細さいな奴やつだ」


　まぁ、律だしな。


　そう思い、ぼくはすぐに頭の中を女の子たちの水着に切り替かえてお風呂場へ向かうのだった。








　湯ゆ煙けむりが、壊こわれた屋根から空へと舞まい上がっていた。さらに上を見ると、満天の星がきらめいている。この第三セクター城、どうやら夜はプラネタリウムのようにして星空まで再現しているらしい。


　そして空から視線を落とすと──そこでは、白のスクール水着を着た鳴唐さんと薄うす紫むらさきのビキニを着たあたる先せん輩ぱいが体を洗っていた。


　──ごくり。


　鳴唐さんの場合はスクール水着なのであまり露ろ出しゆつを期待していなかったが、その細い肩かたやかわいらしい太ふと股ももまでよく見える。彼女が普ふ段だんここまで肢し体たいをさらすことがないことを考えれば、凄すごい露出だ。


　あたる先輩はバニーガール姿でもう充じゆう分ぶんその肢体を見たつもりになっていたが、そこはやはりビキニ。露ろ出しゆつ度どが全然違った。バニーガール服では隠かくれていた体の本当のライン……腰こしから胸にかけてのくびれと盛り上がりがはっきりと見えた。


　──よしっ！


　改めて思うこのシチュエーションの素す晴ばらしさに、心の中でガッツポーズを作っていた。あまりじろじろ見ると怪あやしまれるので、そこはかとなく視線をそらして近づき「もう入ってたんだ」と彼女たちの前まで行く。そして──さっと胸を眺ながめた。


　ピッタリと体に張りつくようにして鳴唐さんを包むスクール水着。わかりすぎるほどはっきりとわかる、ひかえめな膨ふくらみ……。スクール水着という装いと彼女の小さな体のせいか、そのひかえめな膨らみは幼く見える彼女の魅み力りよくをある意味で前面に押し出していた。


　──おぉ！　これはいい！　スクール水着が鳴唐さんのポテンシャルを最大限に引き出している!!


　次いであたる先輩へ目をやると、ビキニゆえに胸の麓ふもとから頂上までがはっきりと見えた。ちゃんと盛り上がった胸の形を、ビキニの薄うす布ぬのが赤せき裸ら々らに教えてくれている。バニーガール服のときも思ったが、普段の態度が品行方正なので急に露出が増えると絶対に見られないものを見せてもらっているようなドキドキ感がある。


　──いいぞ！　さすが上級生だ！　本人は恥ずかしがっていたが、ビキニを完かん璧ぺきに着こなしている!!


「きゃっ……目に……目に泡あわが……ふ、吹音……見えない」


　急に上がった鳴唐さんの声に驚おどろいて顔を向けると、きつく目をつぶったままあたふたしている彼女が見えた。どうも頭を洗っていた際に泡が目に入ってしまったらしい。


　ここは朽くちた教会だ。シャワーなんて気のきいた物があるはずもない。ぼくはお風ふ呂ろからお湯を汲くむと、鳴唐さんの頭にかける。


「鳴唐さん、これで泡を流しちゃいなよ」


「あっ……丈途くん？　ありがとう」


　段々と頭の泡が流れ、垣かい間ま見みえてくる鳴唐さんの細いうなじ。彼女くらいの体の大きさだと、むしろ細いと言うより小さいと言いたくなる。うなじに張りついた赤あか髪がみが、普段女を感じさせない彼女からある種の色気のようなものを──。


「丈途くん……吹音さんを見る目がとんでもなく本気になってますよ……」


「あ、あたる先輩!?　誤解です！　真面目まじめに鳴唐さんの頭を洗い流してただけですから!!」


[image: ]


「真面目というか、ちょっと血走っている感じが……」


「それくらい真しん剣けんだったということですっっ!!」


「そ、そうですか……すみませんでした。ではそれが終わったら、その、お願いが……」


　あたる先輩はなぜか歯切れ悪く喋しやべり、ぼくの方をじっと見つめていた。どうしたのだろうと思って見返していると、先輩はちょっと言いづらそうにして口を開く。


「実はわたし……慣れないビキニを着ているもので色々と気になって体を動かしづらいと言いますか……腕うでを広げたり足を広げたりすると、必要以上に色々見えてしまいそうで……というか、見えなくてもそういう姿でいること自体が恥はずかしいと言いますか……あの、もし丈途くんがよろしければ、わたしの髪も洗い流して頂きたいのですが……」


　そう言う先輩は、妙みように縮こまるようにしてお風呂場にいた。着ているものが着ているものなのですでに隠しようのないほど色々見えているのだが、なんの心の準備もなくビキニを着ることになれば思うところもあるのかもしれない。


　先輩はこちらをうかがうようにして見つめると、不安そうに口を開く。


「やはり……駄だ目めでしょうか？」


「だ、大だい丈じよう夫ぶです！　任せてください!!」


　ぼくがそう言うとあたる先輩はほっとしたようにシャンプーを始めた。


　いくらか待ち、先輩が髪を洗い流す段階になるとぼくはお風呂からお湯を汲んでくる。


「じゃあ、お湯をかけますね」


「はい。よろしくお願いします」


　座っているあたる先輩の背中側から、ぼくは立った状態でお湯をかけていた。何回かお湯をかけていると、ふと、この位置からだと微び妙みようにあたる先輩の胸の谷間が見えることに気づく。


　ぼくは思わず前のめりになり、少しだけアングルを変えてみた。すると、髪から伝うお湯が先輩のしっかりと盛り上がった胸の谷間を流れ落ちていく様がよく見えた。膨らんだ胸の形に添そって谷間でぶつかったお湯が、先輩の胸をプルンと揺ゆらしている様がよく見えた。


　な、なんかエロいな……。


　ぼくはさらに激しくお湯をかけて、先輩の胸をもっと揺らしてみる。


　すると、激しいお湯に押された胸がまるで指で優やさしく愛あい撫ぶでもされているかのように右へ左へプルプルと──。


「だ、丈途ぐん、わだし、息ができまぜんっっ!!」


　大量のお湯でまともに喋ることすらできなくなった先輩が、叫さけんでいた。


「す、すみませんっっ!!」


　慌あわててお湯を止めると、ちょうど先輩は髪を洗い終わったらしく、荒あらく息をつきながら「あ、ありがとうございました……」とつぶやいていた。


　……先輩、本当にすみません。そして、ぼくの方こそありがとうございました。


　そのとき、お風呂の扉とびらが開く音がする。目を向けると、シャツを着たまま海水パンツをはいている律が扉から入ってきた。彼はどこに視線を向けたらいいのか困っているようで、歩みが妙にぎこちない。


　まさか……緊きん張ちようしているのだろうか。初心うぶな奴やつだ。


　律はさっそくシャツの上から体を洗い始め──。


「って、律！　それじゃシャツの洗せん濯たくだろ!?」


　ぼくが思わず突つっこむも、律は「いや、いいんだ」と味気ない。


　……律。どうもお風呂の話題になってから調子が悪いな。──そうだ！　いいことを思いついた!!


　ぼくはすぐに律のそばへ行き、元気づけるようにして彼の背中を洗い始めた。その瞬しゆん間かん──。


「なっ……丈途っっ！」


　律は急に声を上げ、驚いたようにしてその場に転がり、仰あお向むけになってこちらを見つめる。転がった勢いで、彼のシャツは大きくはだける寸前だった。


「丈途……そ、そんな……こんなところで……」


　律はなぜか瞳ひとみを潤うるませていた。動どう悸きが激しくなっているのか、頰ほおを染めて呼吸を整えている。


　……ぼ、ぼくがなにをしたって言うんだ。


　律との間に、無言の時が流れる……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。


　──ガシャン。ウィィィン……ボチャン。


「ボ、ボチャン!?」


　辺りにいきなり鳴り響ひびいた変な音に驚おどろき、慌てて周りを見る。すると湯船の中に、いつの間にか鉄の檻おりが出現していた。


「──丈途くん、早く私を助けて!!」


「う、謡江!?」


　檻の中には縄なわで椅い子すに縛しばりつけられた謡江がいた。しかも、なぜか水色のビキニ姿である。フリルのついたかわいいもので、胸むな元もとには小さなリボンがついていた。


　そして謡江の隣となりには──なぜか、海水パンツをはいた総才が立っていた。


「なんで総才までいるんだよ！　一体なんのつもりだ!?」


「夜だからのぅ。一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ろうじゃないか、諸君」


「はぁ!?　いきなりなに言ってるんだ！　敵と……魔ま王おうと一緒にお風呂に入る奴がいるか!!」


「まぁそう言うな。お前とわし、今は派は閥ばつがわかれておるが、それは互たがいの政策が違ちがうゆえ。時がくれば手を組む日も訪おとずれるやもしれん。男ならもっと大きい視野で物事を考えるんだ」


「謡江をさらって強ごう引いんに結けつ婚こんしようとしてる奴と仲良くできるわけないだろ!!」


「しかしわしはお前を結婚式に招待した。そして魔王としてお前がたどり着くのを堂々と待っておる。わしに恥じるところなどなにもないぞ？」


　……え？　いや……なんか言ってることが根本的におかしいような……でも……うん??


「お前も男ならぎゃあぎゃあわめくな。結果を見せてみろ、結果を。わしは逃にげも隠かくれもせん。ゆえに、今こ宵よいくらいはともに汗あせを流そうじゃないか。ん？」


　……「ん？」って……。でも、なんだろう……色々突っこみたいのに妙みように説得力があるな。まさかこれが……ボスの才能？


　ぼくの視界に、一本のチェーンが映った。それは謡江や総才の入っている檻の上部から伸のびており、空高くまで続いている。


　……まさかこの檻、天てん井じようからおろされてきたとでもいうのだろうか？


「総才……こんな檻まで用意して……そこまでしてぼくたちとお風呂に入りたかったのか？」


「そうだ。今宵くらいはわしの政策にのってみるのも一興だと思うぞ？　ふははははっ」


　総才の高らかな笑い声が、お風呂場の壊こわれた屋根を越こえて夜空にまで響いているかのようだった。


　総才の熱意に動かされたのかボスの才能に負けたのか、ぼくらは体を洗い終えるとみんなで湯船につかり始める。


「……丈途くん、今夜は一緒に楽しくお風呂に入りましょ？　ね？」


　囚とらわれの身であるはずの謡江が、健けな気げな笑え顔がおを見せてくる。


「謡江……ぼく、必ず助けるからね！」


「うん！　待ってる!!」


　そう言った謡江の顔は本当に嬉うれしそうで、ぼくは、いまだ彼女を助けられずにいる自分が情けなくなってしまう。


　悔くやしさを押し殺すようにして謡江を見つめた。そして──ビキニで露あらわになった形のいいふたつの膨ふくらみが目に入る。ついでに、くっきりと主張されている胸の谷間にも目がいってしまった。


　……やっぱり謡江ってプロポーションいいな。こう、体のつくりそのものが綺き麗れいだもんな。顔もかわいいし……アイドルだよなぁ……。


　そんな中、あたる先せん輩ぱいが檻の中の総才にじっと視線を送っていた。


「総ちゃん……もう、こんなことやめなよ」


「あたる先輩に言われる筋合などありません」


「そりゃそうだけど……。総ちゃん、こんな風に結婚して幸せ？」


「また得意のラブ予報で確率でも出せばいいでしょう」


「それは……」


　あたる先輩は急に口ごもると、それ以上総才と話さなくなってしまった。


「──ときに吹音さん。ちょっとお話があります」


　謡江の改まったような声が聞こえたので、視線を移す。彼女は不思議そうに首をかしげる鳴唐さんを見み据すえ、やけに真しん剣けんな顔をしていた。


「吹音さん、この旅でずいぶん丈途くんと楽しい時間を過ごしてるようだけど……これはあくまで丈途くんが私を助けるための旅だってことは、お忘れなく」


　……ん？　なんだ??　なんか……妙に怒おこってるっぽい口調なんだけど……。


「吹音、わかってるよ。この旅はみんなで魔王さんを倒たおしてお姫ひめ様を助ける旅なの」


「違うわ。あくまで丈途くんが私を助ける旅なの！」


「うん。ちゃんと助けるから待っててね。吹音、ゲーム得意だから！」


　……気のせいか、凄すさまじくずれた会話のような気がする……。


　謡江もこれ以上鳴唐さんになにか言うのをあきらめたのか、肩かたから力を抜ぬいていた。


　それからぼくらはみんなで授業の話をしたり学園の変なイベントについて話したり、さらには水すい墨ぼく校長の無む茶ちや苦く茶ちやさについて話したりしてお風呂の時間を過ごす。


　ただ、律だけはずっとうかない様子でほとんど口を開かなかった。


「……律、どうしたの？」


「一緒にお風呂に入るだなんて思ってなかったから、ちょっと緊きん張ちようしちゃってさ……。のぼせたみたいなんだ」


　よく見ると、律の顔がほんのり赤くなっていた。元々肌はだが白い方なので、上気している様は可か憐れんな女の子がのぼせてしまったかのように頼たよりなげだ。体には濡ぬれたシャツが張りついており、彼の綺麗な肌がシャツごしにうっすらと透すけて見える。


　……なんだろう。下手へたな女の子より女っぽい……というか、艶つやっぽい!!


「律！　その姿……狙ねらってやってるのか!?」


「一体なんの話だ？」


「お前のその上気した綺麗な肌……じゃなくて透け透けっぽいシャツ……じゃなくて……とにかく、不健全だと思うぞ!!」


「……すまない。のぼせて頭が回らないんだ。よくわからないけどその……ごめん」


「もう、仕方ないなぁ……。立たせてやるから、早くお風呂場を出よう」


「悪いな、丈途……」


　みんなに律のことを話すと、そろそろ入浴タイムを終わりにしようという話になった。


　ぼくは律に肩を貸し、一足先にお風呂場を出る。


「丈途……普ふ段だんは少し冷たいときもあるけど、僕が本当に困っているときはちゃんと助けてくれるんだな」


「なに言ってるんだよ。のぼせて変になっちゃったのか？」


「ふっ……それでもいいさ。僕は今こんなにも嬉しいんだ……。その……ありがとう」


　のぼせて辛つらそうにしながらも、そう言って微笑ほほえむ律……。お風呂場で感じた色気もあいまってか、まるで健気に最後の力を振ふり絞しぼる少女のようないじらしさを感じてしまった。


　──ドキッ。


　な、なんだ??　またしても鼓こ動どうの高まりが……!?


「と、とにかく早くどこかで休もう！」


「あぁ。すまないな……」


　……まったく。女の子と一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入っていたはずなのに、最後の印象はすべて律にもっていかれてしまった。












　彼女は賢者らしい渋い色合いのローブをなびかせ、湖の脇を歩いてこちらに向かってくる。栗色のさらさらとしたショートヘアも、少し揺れていた。


　俺たちは夕食のオカズを得るため、ここに魚釣りに来ていた。俺はシーフ稼業が長いおかげでこういったことが得意だが、根っからのインテリである彼女は釣りが恐ろしく苦手だ。今日はオカズ調達の当番なので彼女は仕方なくここに来ていたが、やはり釣れなかったらしくすでに不機嫌な顔になっていた。


「こんな所で釣りをしようだなんて考え、僕には理解できないよ。生息している種類もわからない。そもそも魚に詳しい人間がいない……そんな中でよく釣った魚を食べられるものだね」


「そう言うな。俺らが釣らなきゃ今夜の飯はオカズ抜きだ」


「ちょっと釣りは休憩しようじゃないか。せっかく勇者たちと離れたんだ。久々に僕とアレをしないかい？」


「え……いや、俺は勇者ご一行として、アレはどうかと思うんだが……」


　彼女は俺の返事を待たずいきなり手に魔力を集中させると、悪戯っぽく笑ってこちらに触れた。その瞬間に襲ってくる過敏な感覚……。服が肌をする感触ですら、過剰に意識してしまう。


「ふっ……きみの防御力をさげたよ。感じるだろ？」


　彼女は意地の悪い笑みを浮かべ、俺の股間に手を這わせてきた。愉しげに笑いながら俺の股間をもてあそぶようにしてこする。普段の何倍も敏感なせいか、すでに俺は限界気味だった。


「くっ……おい、やめろよ」


　理知的な顔、論理的な思考……インテリの彼女の性癖は、少し変わっているのかもしれない。


「もうイきそうなのかい？　でも、まだまだこれからだよ？」


　彼女はそう言って俺の前で膝を突くと、両手でこねまわすようにして股間を刺激してきた。


「なっ……くっ……おい、やめろって」


　限界が近いせいで何度かビクッと反応する俺の股間を見つめ、彼女はクスクスと笑っている。


「ほぉら。ちゃんと我慢しないと勇者たちと合流できなくなっちゃうよ？　汚れたズボンじゃ恥ずかしいからね」


　そう言いながら、彼女は俺のズボンの上から股間をわざと甘嚙みし、強めの刺激を与えてきた。ズボンの上から少しだけ股間を濡らす、彼女の温かい唾液……。


「あははっ。きみのここ、ビクビク反応して面白いね。魚みたいに跳ねるよ？　こういうのを見てると……僕も、我慢できなくなっちゃうな」


　彼女は「きみはシーフって職業柄素早いから──」とつぶやくと、また手に魔力を集中させて俺に触れる。その瞬間、俺の体は軽くなった。どうやら素早さを上げたらしい。ずっと股間を刺激されてすでに色々と我慢の限界だった俺は、彼女のローブを一気に剝ぎにかかった。


「あっ……きゃっ……きみ、ちょっと強引……んっ」


　彼女を湖の脇に倒し、ほとんど半裸の状態にする。


　素早さを活かして、俺は彼女のうっすらと盛り上がった胸の周りを舐め回し始めた。舐める衝撃だけで胸が揺れ動いてしまうほど、舐めに舐め尽くす。


「あふっ……んっ……んくぅ……凄っ……」


　俺は彼女の胸を舐め回しながら、彼女の腿の内に太股を差し入れて小刻みに上下させ始める。その震動で彼女の全身が細かく揺れ、白く透き通るような肌が小さく波打っていた。


「あんっ……はぁっ……んっ、あぁ……」


　彼女は責めの凄さに意識を奪われ、普段の理知的な表情を完全に消し去っている。上気した頰と潤んだ瞳が、快楽に溶けている様を物語っていた。


「も、もっとして……」


　ささやくように言われた台詞は、賢者としての彼女がもうここにはいないことを俺に教えた。ここにいるのは知性もなにもかも捨て欲情に溺れた、ひとりの女だ。


「こっから先はふたりで愉しむか？」


　俺の言葉に、彼女が頷く。


　彼女は自分から俺の唇を奪いにくると、手を俺のズボンに這わせ、一心に脱がし始めた。












　お風呂が終わると、ぼくたちは教会の廊ろう下かで落ち合って寝ね床どこの相談を始めた。男子と女子の寝る部屋をどうするかまだ決めていなかったのだ。


「吹音、どの部屋でもいいよ。みんなが好きな部屋にして」


「みんなが好きな部屋？　ちょっと言ってる意味がわからないんだけど……」


　鳴唐さんの発言が微び妙みようにおかしかったので問い返すと、彼女はさも当然であるかのように口を開いた。


「だってみんなで寝るんでしょ？　みんなが好きな部屋がいいでしょ??」


「……は？」


「ＲＰＧだとみんなで一緒に寝てるよ？　吹音、普ふ段だんは寮りようでひとりで寝てるから楽しみだなぁ～」


「え……えぇぇぇぇぇ!?」


　ぼくはあまりのことに言葉を失ってしまった。


　いくらなんでも一緒に寝るだなんて……まずすぎるでしょ!!


　あたる先せん輩ぱいに目をやると、厳しい顔をしてこちらを見ていた。


「……そういうの、よくありません」


「ですよね……」


「よくありません、けど……」


「え？　けど??」


「……この国、男性ばかり住んでるでしょ？」


「えぇ、そうですね」


「ほとんどが謡江さんのファンとはいえ、あの中学生たちもいますし……女の子だけで寝てると、それはそれで危ない気がします。この教会、ボロボロでどこからでも侵しん入にゆうできそうですから……」


　……え？　まさかこの会話の流れ……いや、そんな──。


「みなさん、一いつ緒しよに寝ましょう。今夜はよろしくお願いします」


「は～い！」


　あたる先輩の言葉に、鳴唐さんが元気に声を上げていた。ふたりはそのまま寝る部屋について相談を始めてしまい……もう、一緒に寝ることはどう考えても確定している状態である。


　……まさか、女の子の方からこういう話を振ふってくるだなんて……想像していなかった……。


　ぼくはさっきの混浴に続いていきなりの展開で、完全に頭が止まってしまった。


「……律、お前はそれでいいのか？」


「いいと思うよ。僕も……丈途とふたりきりだとある意味で寝られる気がしないよ。もちろん丈途のことは信用してるけど、やっぱり健全じゃないからね。そういうのってさ」


　──えぇ!?　普ふ通つうは逆だろ!?　しかも女の子がいないと寝られる気がしないとか健全じゃないとか……モテる男は言うことが違ちがうな!!


「律、お前はぼくの想像以上に楽しい人生を送ってきたようだな」


　ぼくはいくらか怨うらみがこもったように言うと、彼の肩かたを強めに叩たたいた。


　寝床は結局、女の子の意見で十畳じようほどの広間にしようということになり、みんなでそこへ布ふ団とんを運んだ。


　ぼくたちは部屋の中央に布団を積むと、一息つく。


「そういえば、やっぱりみんなコスプレしたまま寝るの？」


　なにげなく言ったぼくの台詞に、みんなが一いつ瞬しゆん固まってしまう。


「……寮で着てるシルクのパジャマが懐なつかしいよ。今夜は熟じゆく睡すいできないかもね」


　律が賢けん者じやのローブを見ながらため息をつく。


「わたしなんかバニーガールなんですけど……あぁ……こんなこと学園のみんなには絶対に言えません」


　あたる先輩がウサギの耳を垂らしながらバニーガールの服を見回している。


「ＲＰＧではみんなそのままだよ？　それより吹音、クラリネットをちゃんとケースに入れて寝たいんだけどなぁ……」


　白ローブを着た鳴唐さんが、クラリネットを見つめながら不安そうに言う。


　服も装備もそのままで寝るのはＲＰＧでは見慣れた光景だったが、現実でやるとなるとやはり色々問題が出てしまう。……やるしかないんだろうけど。


　みんなも同じようなことを考えたのか、それ以上は口を開かなかった。


「……あの、布団の配置なんですけど……どうします？」


　あたる先輩が遠えん慮りよがちにみんなを見つめていた。


　パーティーが一緒に寝るというのはＲＰＧでは見慣れた光景だが、現実でやるとなるとこれもまた当然問題になってくることだ。


「僕は……その……丈途の隣となり、かな」


「吹音はどこでもいいよ」


「わたしは……男性の隣で寝るのは、なんと言いますか……そんな、まだ早いと思います」


　──しまった！　ぼくの希望を言いそびれた!!　とはいえ「女の子に挟はさまれて寝たいです」以外にないのだが……。


　ぼくたちは布団を、あたる先輩・鳴唐さん・ぼく・律の順に横一列に並べることにした。


　みんな今日は朝からいきなり魔ま王おうの城というか国に入ったりその国を旅したりイベントをクリアしたりして疲つかれていたので、すぐに布団の中へと入る。


　……しかし、女の子と一緒に寝ねているというこの状じよう況きよう──凄すごい!!　しかも隣が鳴唐さん!!　なんかぼく……ドキドキして寝つけそうにないんだけど!?


　ぼくはそっと鳴唐さんへ目をやった。彼女はその小さな頭を枕まくらにちょこんとのせ、仰あお向むけになって布団に綺き麗れいに入っている。少し手を動かせば届くような距きよ離りで、眠ねむりにつこうとしている。


　男と女がこんな距離で一緒に寝るなんて、普通はエッチな夜を過ごした後だ。こう……普ふ段だん人前では見せないような快楽に溶とけた顔を互たがいに見合った後だ。鳴唐さんはそういうエッチな要素を中々見せない子だが、当然こうやって男と夜を過ごすときは普段のぼうっとした感じから一変して色々気持よすぎてちょっと喘あえいだり顔をとろけさせたり熱っぽくなった体でしなだれかかってきたりした後だ。そう！　つまり今この時は──鳴唐さんとエッチな夜を過ごした後だ!!


「──丈途くん、よろしくね」


「えぇ!?　もう一回するの!?」


「もう一回??」


　──まずいっ！　突とつ然ぜん聞こえた鳴唐さんの声に、妄もう想そうの続きで返事をしてしまった!!


　恐おそる恐る横で寝る鳴唐さんに目を向けると、彼女はやけにウキウキした顔をしていた。


「……なんでそんなに楽しげなの？」


「だってこの国、本当にＲＰＧみたいで楽しいことばっかりなんだもん。あとは吹音が魔ま法ほうを使えたらよかったのになぁ」


「そ、そうだね……。そういえば、鳴唐さんってどんな魔法を一番使いたいの？」


「んとねぇ……ドラゴンに変身する魔法！」


「え!?　なんでさ!?」


「吹音、ちょっと小さいからおっきくなりたいの……」


「いや、ドラゴンはでかすぎだから……むしろ人ですらないから……」


「──ふっ。鳴唐さんは丈途を困らせるのが得意らしいね」


　隣から、律の声が聞こえる。彼はぼくをはさんで鳴唐さんとは反対側に寝ていた。顔を向けると、律がぼくの瞳ひとみをじっと見み据すえてくる。


「僕ならあえて、自分の命を犠ぎ牲せいにして仲間を完全復活させる魔法がいいね」


「へぇ……ずいぶん仲間思いなんだね」


「丈途がやられたとき、僕の命で新たな生を受けるからね！　そして僕の生をその胸に秘ひめて生き続けてくれるからね!!」


「な、なにそれ!?　なんか……重っっっっっ!!　ぼく、そこまでして生きたくないから!!」


「そんな……僕の命を受け継ついでまで生きておいて……酷ひどすぎるじゃないか!!」


「今、仮定の話をしてるんだからね！　ぼく、まだ律の命なんてもらってないしっ!!」


「僕の命なんてって……丈途……お前、僕の命を……」


　律は急に布ふ団とんを頭からかぶると、すすり泣きを始めてしまった。


　……よくわからないけど……やっぱり重っっ!!


「……わたしは、過去に戻もどる魔法でしょうか」


　鳴唐さんの向こう側に寝ていたあたる先せん輩ぱいが、そっとささやくように言った。


「過去に戻る魔法……。鳴唐さん、そんなのあったっけ？」


「ゲームの戦せん闘とう中に唱えると、その戦闘が始まったときの状態に戻る魔法ならたまにあるよ」


「わたしが使いたいのは、もっと過去に戻る魔法ですね」


　鳴唐さんはそれを聞いてしばらく考えていたが、やがてあきらめたように口を開く。


「ゲームってたくさんあるからもしかしたらそういう魔法もあるかもしれないけど、普通はあんまりない魔法だと思う」


「先輩……どうしてそんな魔法を使いたいんですか？」


「わたしにも、やり直したい過去のひとつやふたつあるんですよ」


「予報の才能を持ってるのに、やり直したいことなんてあるんですね」


「予報の才能を持ってるから、ですね」


「どういうことですか？」


「そうですねぇ……」


　こちらから先輩はよく見えないが、どこかを眺ながめながら思いふけっている気配がした。やがて考えがまとまったのか、先輩はゆっくりと確かめるように話し始める。


「昔、ちょっと気になってた男の人がいたんです。いつもみんなをとりまとめて、みんなが楽しく過ごせるようにがんばってる人で……。ある日、その人がわたしに告白してくれたんです。でもふたりのラブ予報を出したら、つき合っても近いうちに別れてしまう確率がもの凄く高く出てしまって……断ってしまったんです。確率がわかっていたら、やる前からあきらめることの方が多いのかもしれませんね」


「そうだったんですか……」


「──吹音、そういう人にうってつけの魔法知ってるよ！」


　鳴唐さんはなにかいいことでも思いついたかのように元気な声を上げる。


「それはね、なにが起こるかわからない魔法なの！　いきなり流星が降ってきて敵も味方も瀕ひん死し状態になっちゃったり、いきなりとっても恐こわいものが現れて敵も味方も逃にげたり気絶したりで戦うどころじゃなくなっちゃったり、唱えた呪じゆ文もんのやまびこだけが返ってきてなにも起きなかったりするの！」


「それ……凄すさまじく嫌いやな魔法だね」


「でも、なにが起こるかわからないから楽しいんでしょ？　吹音だって、閃学園に入って毎日こんなにいろんなことでドキドキするだなんて、中学の頃ころはまったく考えてなかったもん」


　鳴唐さんはそう言うと、ぼくを見つめてはにかむように笑っていた。




５　賢者の数学的ナンパ授業







　　　☆☆☆『姫ひめの誤算』☆☆☆





　──丈途くん、ちゃんと間に合ってくれるわよね？　私、丈途くんがこのゲームをクリアしたときのために、色々準備してるんだからね。ちゃんとゲームをクリアして立派なポルノ作家になって、私たちの未来を明るいものにしましょ？


　謡江は水すい晶しよう玉だまに映る城内の朝の光を見つめながら、丈途のことを考えていた。調光された明かりではあったがリアルで、物思いにふけるにはちょうどよかったのだ。


「──魔ま王おう様。式のことでご相談ですが……」


「おう、そうか。なにせ今日の夕方じゃからな。早く準備を終えてしまわないと……」


　部屋に兵士の姿をした男が入ってきて、総才と話を始める。謡江は「式」という単語を聞き、不思議に思って総才を見つめた。


「総才くん、なにか祝うの？」


「ははっ。謡江さん、ご冗じよう談だんを。我々の結けつ婚こん式しきですよ」


「なっ……なによそれ!?」


「なにと言われましても……あのポルノ作家どもは、その結婚式を止めるために旅をしているのですよ？」


「あ、そっか。ＲＰＧのイベントの話ね」


「いえ、この国の王たるわしと謡江さんの、正式な結婚式の話です」


「……………え？」


「謡江さん。もうわしとあのポルノ作家を天てん秤びんにかけるだなんて面めん倒どうなことはやめにしましょう。わし自身と結婚して欲しいなどというおこがましいことは言いません。この国の王と結婚し、永遠とわに国の象しよう徴ちようとして第三セクター城にお住まいください!!」


「えぇぇぇぇぇぇ!?」


「心苦しいですが、謡江さん。あの忌いま々いましいポルノ作家どもを排はい除じよし、式をつつがなく終えるまではおとなしくして頂きます」


　総才のその言葉で、さっき部屋に入ってきた兵士が謡江の方へ走り出す。そして、いきなり手て錠じようをはめてしまった。


「ど……どういうことよ!?」


「すみません。謡江さんにこんなことをするだなんて本当に心苦しいのですが……今しばらくのご辛しん抱ぼうです」


「ちょっと！　私は総才くんと結婚するだなんて一言も言ってないわよ!!」


「ご安心ください。さきほども言いましたが、これはわしと謡江さんの個人的な結婚式ではありません。王と姫の、国と国の契ちぎりなのです」


「結婚は結婚でしょ！　そんな噓うそを言われたって納なつ得とくできるわけないじゃない!!」


「噓ではありません。わしはひとりの男、党野総才としての幸せをとっくにあきらめとるんです」


「な……なによそれ。一体どういうこと……？」


「わしは……みんなからボスとしてしか見られない男です。わしをひとりの男として見てくれた女といえば……あたる先せん輩ぱいくらいでしょうか。結果は見ての通りですがね……。才能は、必ずしも人を幸せにするわけではないんでしょうね」


　総才の声がやけに落ち着いていて悲しげで、謡江は思わず黙だまってしまった。


「謡江さん。貴女あなたの容姿、その美声、そのお人ひと柄がら……まさに生まれながらにしてのアイドル。至高の存在と言えましょう。ゆえにわしをボスとして見ることもない。わしにとって謡江さんは……わしの才能を忘れさせてくれる人なんです」


「えっ……？」


　謡江はその言葉に、はっと顔を上げる。さきほどのプロポーズよりも今の言葉の方がずっと本気のように思えたからだ。今の言葉の方が、ずっと伝わったからだ。


「総才くん。でも……私……気持は嬉うれしいけど、でも──」


「言わないでください！　貴女はなぜよりにもよってあんなただのスケベ野や郎ろうのことを想おもっているのですか!?　わしは……我々ファンクラブ一同は激しく失望しております!!」


　謡江は総才から「激しく失望」という言葉を聞き、呆あつ気けにとられてしまう。自分が丈途のことを想ってはいけないのかと、段々、怒いかりすらわいてくる。


「──魔王様！　いっそ絶対にクリアできないイベントを用意しましょう!!」


　兵士がたえかねたように総才へ声を上げた。


「馬ば鹿か者もの！　わしは今ゲームマスターとしてここにいるのだ。絶対にクリアできないゲームなどゲームではないわ!!」


　総才は水晶玉に目をやり、寝ね起おきの丈途を見つめる。まだ朝早い時間帯だ。丈途率いるパーティーは今起き出しているところであった。


「ふははははっ。そう焦あせるでない。この第二のイベント、あいつらがどうクリアするのかお手並拝見といこうではないか」


　総才は水晶玉を見つめてにやりと口の端はしを上げる。その姿は邪じや悪あくで、まさに魔王そのものであった。


　謡江はそれを眺ながめながら、自分のせいで丈途に大だい迷めい惑わくをかけてしまったことを、これからさらに大きな迷惑をかけてしまいそうなことを、心の底から後こう悔かいしていた。


「丈途くん……ごめんなさい。私……ほんとにごめんなさい……」





　　☆　☆　☆　☆





　律は渋しぶい色合いのローブを身にまとい、大きな宝石のついた頭あたま飾かざりをつけ、手には教育学と題されたぶ厚い本を持った。この国に入って以来の恰かつ好こう──賢けん者じやの姿。


「よし！　あの子たちをこの学校に連れてこよう!!」


　律は勇んで足を踏ふみ出すと、教会を勢いよく出ようとする。


「──って、律！　ちょっと待てってば！　このまま行っても中学生たちに囲まれるだけだから!!」


「あの子たちのそういった行き場のないエネルギーを真っ向から受け止めることもまた、教師の役目さ」


「いつからそんな熱血キャラになったの!?　まずはあたる先輩から予報を出してもらってから向かおうよ！　せっかくパソコンが復活したんだからさ!!」


　ぼくが言うと、あたる先輩は意を得たようにボード型パソコンの操作を始めた。


　しばらくすると予報が出たのか、先輩はバニーガールの耳をピッと動かしてこちらを見み据すえる。そしてボードを掲かかげて指示棒を持つと、お天気お姉さん──もちろん深夜番組枠わくだが──よろしく笑え顔がおで喋しやべり始めた。


「本日のお勉強指数についてお送りします。性格風の関係で、律くんがあの中学生たちの教師に適している確率三十パーセントでしょう。対して丈途くんがあの中学生たちの教師に向いてる確率、九十九．九パーセントでしょう」


「ぼ、ぼくが教師に向いてるんですか!?」


「なんてことだ……僕の修学の軌き跡せきが三十パーセントだなんて……」


　律はその場に崩くずれ落ち、教育学の本を握にぎりしめて黙りこんでしまった。


　……あんなに学校に賭かけてたのに……なんか悪いな……。


「性格風……つまり、性格の問題もありますから……」


　あたる先輩がフォローを入れるかのように言った台詞せりふは、どう考えても駄だ目め押おしをしていた。


「くっ……確率に振ふり回されて僕の情熱を抑おさえるのは心苦しいが……仕方ない。個人の主観より数学的意見の方が客観性に優すぐれている。ここはひとつ、確率の高い方に賭けようじゃないか！　丈途、僕の代わりに彼らを導いてくれ!!」


「え？　……でもそれは……」


「あっ、お勉強指数の続報です」


　そう言ってあたる先輩がこちらに見せたボードには、なぜかミニスカートやレオタードやビキニといった露ろ出しゆつの高いものばかり着ている女の人たちの絵が表示されていた。


「丈途くんが教師に向いている理由として大きいのは、そのエッチな性格である確率九十九．九九九九九パーセントでしょう」


「な……なんですか、それ!?」


「丈途のエッチな性格……なんでそれが理由に──あっ！」


　律が、なにか思い出したようにぼくを見つめる。


「ほこらで猫ねこ耳みみの女の子から、このＲＰＧでは丈途のポルノ小説の才能が鍵かぎって聞いたろ？」


「そうか……今回もそれが鍵ってことか……。でも、教育とポルノがどう繫つながるんだろうね」


「彼らは不登校児……勉強を楽しいと思わせることができればいいんだけど……」


「幻覚魔法イリユージヨンがあるよ！」


　急に、今まで黙だまっていた鳴唐さんが声を上げた。しかしいきなり幻覚魔法と言われても……。


「あの……できれば説明して欲しいんだけど」


「ＲＰＧにはね、敵を幻げん覚かく状態にしちゃう魔法がよくあるの。勉強にそれを使ったらいいのよ。最初は錯さつ覚かくでもいいから、あの子たちに勉強は楽しいって思ってもらえれば、どうにかなるでしょ？」


「そうか！　……よし。じゃあこんなのはどうかな──」


　ぼくはみんなを呼ぶと、ある〝勉強法〟に関しての相談を始めた。








　廃はいビルに囲まれた広場にバイクやバギーが並んでいた。中学生たちは広場の中央に集まっており、みんなで馬ば鹿か騒さわぎをしている。


「──きみたち。その……女の子と凄すごく親密になるための方法、知りたくはないかい？」


　律が、中学生たちの話に割って入るようにして言った。


「なんだコラァ!?　いきなり来てなに言ってんだテメェ!!」


「知りたくはないのかい？　僕が論理的かつ的確に教えようと思うんだけど」


「論理的って、お前……」


「きみたち、女心がわからずに悩なやみ苦しんだことはないかい？　彼女をつくりたくともつくれずひとり枕まくらを濡ぬらしたことはないかい？　そりゃあ、人の心の問題だから百パーセント親密になれるだなんてどこかの三流広告みたいなことは言わないけど、ちょっとしたことで女の子と親密になれる確率を飛ひ躍やく的に上げることができるんだよ？」


「ふ……ふん。そんなうさんくさい話に俺らがだまされるとでも思ってんのか？」


「だまされるもなにも、これはタダで教えることなんだ。実はもう、学校だってつくってある。きみたちがちょっとだけ足をのばして学校に来さえすれば……きみたちは教育の素す晴ばらしさを知り、その将来を大きく変えることだろう!!」


　……最後の一言はマニュアルにはなかったが……まぁいいだろう。ぼくが教師をするのと律が教師をするのでは、やはりどこか違ちがってくるものだ。ぼくだったら……もっと嫌いやらしい誘さそい方をしていた気がする。それが良いか悪いかはわからないけど……。


　中学生たちは律の言葉に戸と惑まどい、互たがいの顔を見合っていた。しかし、誰だれかが「どうよ？」と口火を切るとみんな急にひそひそと話を始める。


「──あいつ村人三の仲間みたいだぜ。怪あやしくねぇか？」


「──でもさ、女と親密になれる話だろ？　あいつ女にモテそうだしなぁ……」


「──一応は俺らより歳とし上うえだし……聞くだけ聞くのもいいんじゃねぇか？　タダなんだしさ。つまんなかったら帰ればいいんだし」


「──確かにそうだな……」


　中学生たちは一いつ斉せいにこちらを振り向くと「んじゃ教えてもらおうじゃねぇか！」と声をそろえる。


　──釣つられるの……早っっっ!!


　それからぼくたちは中学生のバイクやバギーに乗せてもらい、一いつ緒しよに教会まで向かった。


　ここからが本番だ。彼らのハートをつかむ授業ができなければ、彼らをどうにかすることも、謡江を救うこともできない。


「もう、昼だな……」


　謡江の結けつ婚こん式しきまで時間がない。この授業、完全に一発勝負だ。果たしてぼくらの幻覚魔法イリユージヨン、彼らに効くだろうか？


　ぼくらは教会に着くと、さっそく教室に向かう。


　律が教きよう壇だんに立ち、中学生たちにまず自己紹しよう介かいから始めた。


　ぼくらは教室の隅すみに座ってみんなでその様子を眺ながめる。


「──円修くん、先生ができてよかったね」


　鳴唐さんが嬉うれしそうにつぶやいていた。


「教育方法さえ決まれば、無理してぼくが教師をしなくても問題なさそうだったからね。それに、ぼくがちゃんと授業できるかっていうと、それも怪しいし……」


「丈途くんの授業も見てみたかったけど、円修くん、凄く情熱があっていい先生だよ」


「そうだね。これで教師役をぼくがしたら、律がかわいそうだもんね」


　ぼくが鳴唐さんと話している間に律は自己紹介を終えたようだった。彼は教壇の上でおもむろにあたる先輩のボード型パソコンを持つ。──黒板として使えそうな物がどうしても見つからなかったので、あたる先輩からボード型パソコンを黒板がわりに借りたのだ。


　律はパソコンをいじってタッチで文字が書けるアプリケーションを起動すると、みんなに見えるように掲かかげて何事か書き始めた。





『確率論』





　中学生たちはその文字を見た瞬しゆん間かん、完全に言葉を失っていた。次いで──。


「「ぶっ殺すぞテメェェェェェェェ!!」」


　彼らは声を合わせて叫さけんでいた。


「あちゃ……律の奴やつ……」


　彼らが怒おこるのも無理はない。女の子と親密になれる方法を習いに来たのに、いきなり確率論だなんてボードに書かれた日には……詐さ欺ぎだと思うだろう。というか、ぼくはこういうことにならないよう、あまり授業っぽくしないよう注意していたはずなのに……。


「数学は本当に素す晴ばらしいものなんだ！　きみたち、知ってるかい？　例えば科学によってなんらかの証明をおこなおうとした場合、当然その時代の科学力に証明の精度が左右されてしまう。でも数学は違うんだ。数学は完全無欠で疑う余地のない──」


「律！　それ以上は駄だ目めだぁぁぁぁ!!」


　ぼくが叫んだときにはもう、中学生たちは席を立って帰り始めていた。


「ちょっと待ってくれ！　律先生は手順を少し間ま違ちがえただけで、ちゃんと女の子と親密になる方法を教えるから!!」


「うるせぇぞコラァ！　いきなり数学の授業なんか始めやがって!!」


「ここで暴れなかっただけでもありがたく思えやテメェ!!」


「つかやっぱ暴れて帰るかオラァ!!」


　もう……。律に教師を任せるんじゃなかった。これが教師に向いている確率三十パーセントの結果か……。


「みなさん、女性を口説くには根気も必要なんですよ？」


　あたる先せん輩ぱいが、中学生たちに諭さとすような声をかけた。


「この程度で席を立っていたら、女性と親密になんてなれませんよ？」


「──そ、それは……」


「──この程度って……でもなぁ……」


「これから本題に入りますから、もう少しだけ授業を聞いてみてください。帰るのはそれからでも遅おそくはないと思います」


　そう言って、あたる先輩はバニーガールの耳を軽く揺ゆらしてウィンクをする。その姿には、思わずくらっとしてしまうほどの色気とかわいさがあった。


　中学生たちはそんなあたる先輩を見て鼻の下を伸のばしてしまい、みんなしておとなしく席に戻もどってゆく。


　……さすがあたる先輩。ぼくらより一枚も二枚も上うわ手てだ……。


「律くん。難しい前置きよりこの子たちには実じつ践せんの方がよさそうです。わたしのラブ予報用のデータを使って授業を進めてしまいましょう」


　律はあたる先輩に言われ、すぐさまボード型パソコンを操作していた。


　──そう。実はこの授業。ぼくと律とあたる先輩の三人で知ち恵えを出し合って構成を立てていたのだ。なんの授業をどういう風にやるのかぼくが決め、それにあたる先輩のラブ予報のデータを組合せ、律が中学生たちにわかりやすく教えるという形をとっていた。ラブ予報のデータを使ってやるのは──。


「ではこれより、恋こいのアドベンチャー授業を始めます」


「「おぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」」


　恋のアドベンチャーというわかるようなわからないような言葉を聞いて、中学生たちのテンションが一気に上がった。


　この授業、端たん的てきに言えば現実を恋れん愛あいアドベンチャーゲームに置き換かえ、どういったタイプの女の子にどういった選せん択たく肢しを選んでゆけば攻こう略りやくできる確率が高いかを、確率論を使って教えてゆくものだ。ちなみに、攻略のゴールがどの辺りなのかは……個人の判断に任せるつもりだ。……うん。


「じゃあきみたち、まずはどの女の子がいいか選んでくれないか？」


　律はあたる先輩のボードを操作し、複数の女の子の写真を表示する。写真は、ぼくの携けい帯たい電でん話わについているデジタルカメラで以前撮とった画像だ。ただしその写真の脇わきに勝手にキャラクター設定などを書き加えたりはしているが……。


「俺、ポニーテールのルーンナイト魔法剣士！」


「いや、あのアイドルっぽい顔をした街角の歌うた姫ひめがいいだろ！」


「俺はあの眼メ力ヂカラのある黒魔ま法ほう使つかいがいいぜ！」


　──使った写真は、蘭や謡江や来夏といった学園の女の子たち数名だった。


　生徒たちはタイプの女の子を口々に喋しやべっている。みんな好みがずいぶんバラバラだ。律は女の子の票をとり、人気のある何名かで例題を出していくことにした。そして──。


　一番人気は、蘭が扮ふんするルーンナイトだった。


　……でも蘭って百合ゆりっ……いや、彼らはそのことを知らないし……。女の子の[image: ]り々りしい姿がうけたのかな……？


　ぼくの戸と惑まどいをよそに、授業はつつがなく進んでいた。


　女の子を選んだあとは、その女の子に用意されたストーリーが読み上げられ、好感度に関かかわりそうな場面になれば選択肢が出る。そしてあたる先輩のラブ予報のデータを基もとに、その選択肢の中でどれが一番好感度が上がるものか計算するのだ。





「よし！　では例題一だ。ともに魔ま王おうを倒たおす旅に出た幼おさな馴な染じみのルーンナイトが、ある日突とつ然ぜん『私、女として見られたいの！』と言って露ろ出しゆつが一番高い踊おどり子に転職したいと相談してきた。この場合どうする？」


①踊り子の服を着て踊るのは、俺の前でだけだぞ


②覚えるダンスはラテン系か？　ベッド系か？


③食べる


「……そういうの、セクハラって言うんでしょ？」


「ベッド系ってなんですか？」


「③の意味がわからないんですけど！」


「──きみたち、もっとルーンナイトの気持を考えて計算しないか！　そんなことでは女の子と親密になれないぞ!!」





「よし！　では例題二だ。きみたちは魔王を倒す旅の途と中ちゆう、街角で歌を披ひ露ろうするアイドルっぽい顔をした歌姫に惚ほれられてしまった。むしろ誘さそわれてしまった。だがきみたちは魔王を倒さなければならない。この場合どうする？」


①誘いにのる


②断らない


③食べる


「選択肢の違ちがいがわからないっスよ！」


「一晩だけって選択肢もありですよね？」


「③の意味がなんとなくわかりました！」


「──きみたち、問題をよく見て計算したまえ！　繊せん細さいな歌姫の心がわからないなど……まだまだ及きゆう第だい点はあげられないぞ!!」





「よし！　では例題三だ。魔王軍の四天王として多くの配下を従える眼メ力ヂカラのある黒魔法使いがいた。その黒魔法使いとの戦せん闘とう中、きみたちは誤ってローブを一刀両断にし、ついでにブラジャーまで断たち切ってしまい、その胸を露出させてしまった。この場合どうする？」


①眺ながめる


②揺ゆらす


③食べる


「気持はわかりますけど、四天王にやられちゃうでしょ！」


「揺らすって、間接的にですか？　直接的にですか？」


「③です！」


「──きみたち、計算以前の問題だぞ！　黒魔法使いを舐なめてるのか！　もっと真しん剣けんに考えないと四天王を口説くことなどできないぞ!!」





　……予想以上の食いつきぶりだ……こんなに盛り上がってる授業、見たことない……。


　幻覚魔法イリユージヨン、成功だ。


「──凄すごいね、丈途くん」


「え？」


「だってみんな、本当に楽しんで授業を受けてるよ」


「うん……。内容がちょっとアレな気もするけどね」


「凄いよ。吹音もこんな楽しい授業、受けたかったなぁ」


　……完全に鳴唐さん向けではない授業のような気もするが、そう言ってもらえるのは嬉うれしい。


「でも鳴唐さん……本当に締しめを任せちゃって大だい丈じよう夫ぶなの？」


「……うん。吹音……やっぱり後こう悔かいしてるから。みんなにはね、そんな思いをして欲しくないの。だから……」


　鳴唐さんは喋りながら、すでに緊きん張ちようで声が硬かたくなっていた。


　……もしかしたら、締めは無理かもしれない……。彼女が人前で、しかも見ず知らずの人たちの前でなにかをするのは、普ふ段だんの行動から考えられないことだ。大好きなクラリネットに関わることならもう少し違ったのかもしれないが、今回の締めはそういう類たぐいのものではない。


　そのときちょうど、律の授業が終わった。すると中学生たちは立ち上がり、律のもとへと駆かけ出す。


「先生！　ありがとうございました!!」


「さっそく試ためしてみます！　勉強がこんなことに役立つなんて……知りませんでした!!」


「むしろ、勉強がこんなに楽しいものだったなんて知りませんでした!!」


　彼らは律の周りを取り囲み、熱ねつ烈れつにお礼を言いまくっている。それを見た律は、本当に嬉しそうに笑えみをこぼしていた。


「きみたち。これからは勉学に励はげんで、自分の将来を豊かにしていくんだよ」


「「──はい!!」」


　まさに教師と生徒といった感じだった。


　あとは鳴唐さんが締めの言葉を言えば終わりだ。


　鳴唐さんへと目を向けると、緊張で震ふるえたままその場に固まってしまっていた。


「鳴唐さん……」


　ぼくの声も、まったく届いていないようだ。


「──ここで事前に調べておいた乙おと女め心ごころ模様をお伝えします」


「え？」


　突とつ然ぜんのあたる先せん輩ぱいの声に驚おどろいて顔を向けると、先輩は微笑ほほえみながらこちらを見つめていた。


「いつも彼女に勇気を与あたえてくれる男の子が優やさしく手を引いてくれたら、このイベントをクリアできる確率百パーセントでしょう」


「……え？　それ、一体誰だれのこと……」


　先輩は微笑みを絶やさぬまま、じっとこちら──というか、ぼくを見つめている。


　まさか……ぼ……ぼく!?


　いつの間にか、辺りが静かになっていた。周りに目をやると、律がすでに教きよう壇だんからおりていて、鳴唐さんの締めを待つばかりの状態となっている。鳴唐さんの締めがなければ最後の一押しが足りない。このイベントをクリアできるかどうかも、怪あやしい。


　これ……もしかして……ある意味でぼく待ちなんじゃ!?


　鳴唐さんを再び見るも、やはり緊張で震えたまま固まっていた。


「な、鳴唐さん……」


「……」


　そのとき、ぼくの頭は中学生たちの将来だとか謡江の結けつ婚こん式しきだとか鳴唐さんの想おもいだとかいろんなものが一気に渦うず巻まいて、パンクしそうになっていた。だがひとつだけはっきりとしていることがある。鳴唐さんはみんなに伝えたいことがあるからこの締めをやろうとしているのだ。ぼくはそれを……応おう援えんしたい！


「鳴唐さん、い……行こう!!」


　ぼくは自分の顔が火ほ照てって真っ赤になっているのを感じながら、鳴唐さんの手を取る。彼女の手は簡単にすべて握にぎれてしまいそうなくらい小さく、緊張で震えていたせいかやけに冷たかった。


「た、丈途くん……!?」


　突然のことに鳴唐さんが目をしばたたかせ、言葉をつまらせていた。彼女は次いで──きっとぼくと同じように──顔を真っ赤にしてしまい、その手も、急速に熱を帯びてくる。


「伝えたいことがあるんだろ？　さぁ、行こう！」


　ぼくは恥はずかしさをごまかすように一気に鳴唐さんを立たせると、手を繫つないだまま教壇に向かう。鳴唐さんは混乱して声も出せずにぼくについてきていた。


　教壇に立つと、一いつ斉せいに中学生たちのいぶかしげな視線が集まる。


　……それはそうだろう。どうして手を繫いでこんな所に立っているんだって……普ふ通つうは絶対に考える。


　しかしぼくは普段しないような大だい胆たんなことをして頭の中が真っ白になる寸前だった。余よ裕ゆうのあるできた男の行動とはほど遠い、ずいぶんざっくりとした感じで「じゃあ、お願い!!」と鳴唐さんに叫さけんでいた。


　……我ながら、情けない……。


　彼女は戸と惑まどいながらもなんとか口を開いて喋しやべり始める。


「きょ……今日は吹音、み、みんなにお話ししたいことがあってここに立ったの」


　いくらか緊きん張ちようした様子でそう言うと、彼女は一いつ旦たん言葉を切る。そして、ぼくの手をギュッと握りしめると、ゆっくりと話を続けた。


「実は吹音ね、みんなと同じ歳としくらいの頃ころにね、学校に行かなくなっちゃったことがあるの。色々あって、学校に行くのが辛つらくなっちゃって、ずっとひとりでいたの。でも、ひとりでいるのも辛くて……あるときね、学校に行こうってがんばろうとしたことがあったの。でも、そのときにはもう学校に行ってない時間が長くて……簡単には行けなくなっちゃってたの」


　中学生たちは、しんとして鳴唐さんの話に聞き入っていた。不登校中の状じよう況きようは鳴唐さんとは違ちがうが、彼女の気持がわかるのかもしれない。


「みんなはお友達同士で集まってるから、ひとりでいた吹音よりきっと毎日たくさんのことがあって、それでいいって思ってる人もいるかもしれないけど……学校に行ったら、もっともっと楽しいよ？　吹音ね、高校生になって、またちゃんと学校に通いはじめたの。お友達をつくるのが下手へただから最初はひとりだったけど、段々ね、みんなとお話しができるようになってきたの。そしたら、学校に行くのがどんどん楽しくなってきて……今、吹音ね、学校大好きなの」


　鳴唐さんは話している間に緊張がとれてきたのか、みんなに笑みを見せた。同時に、その目の端はしに少しだけ涙なみだをためていた。オーケストラの公演で失敗したこと、それが原因で不登校になったこと、それでももう一度がんばろうと閃学園に入ったこと、そして学園のみんなと出会って色々なことが変わったこと……たくさんのことを思い出して、気持が溢あふれてしまったのかもしれない。


「みんなも学校に行けば、今よりもっとたくさんのお友達と出会えて、今よりもっとたくさんのことを経験できて、もっともっとも～～～っと楽しくなると思うの。だからね──学校に行ってみない？」


　鳴唐さんの問いかけに、辺りは静まったままだった。いきなりこういう話をされてみんな戸惑っているのかもしれない。中学生たちは視線を交かわし合い、互たがいに話を始める。


「──どうするよ？」


「──しばらく行ってねぇから、ちょっとなぁ……」


「──だいたい、もう勉強についていけねぇだろ」


　彼らは互いに話を続けるばかりで、鳴唐さんの言葉に中々答えようとはしなかった。その様子を見ていた律が、たえかねたように声を張り上げる。


「きみたち！　さっきまでの元気はどうした!!」


　急に上げられた声に驚き、中学生たちは「律先生……」と言葉を漏もらす。


「くっ……今まさに丈途を鳴唐さんに取られようとしている中、それでもあえて教師としてきみたちと向かい合っている僕の気持を……わかっているのか!!」


　……………は？


「──あの……律先生、丈途って誰ですか？」


「──むしろそれ……男、ですよね？」


「──え？　先生……まさか……」


「きみたち！　僕の授業でなにを学んだんだ！　確率的に考えて、それは不自然でもなんでもないことだ！　きみたちの学校のことだって同じように確率的に考えればわかることだ！　学校に通う方と通わない方……どちらがきみたちの人生を豊かにする確率が高い!?」


　中学生たちは、自分の理解の範はん疇ちゆうを超こえたことを言われたかのように呆ぼう然ぜんとしていた。


　……というか、ぼくも律の言っていることはちょっと意味がわからない。ぼくが……鳴唐さんに取られる？　鳴唐さんがぼくに取られるの間ま違ちがいなのか??


「僕は今、教師として一個人の幸せよりもきみたちの未来を取っている！　早く僕を安心させてくれ!!」


　律の熱い──と言っていいのかどうか微び妙みような──言葉で、中学生たちが一斉に立ち上がった。


「「律先生！　俺ら、やってみます!!」」


「そうだ！　その意気だぞ!!」


　彼らは再び律を取り囲み、口々に熱ねつ烈れつな別れの言葉をかけていた。


　ぼくはかたわらに立つ鳴唐さんに、そっと声をかける。


「これで街は救われたけど……なんていうか、あの子たちが変わったことの方が嬉うれしいかもね」


「うん。みんな学校で楽しい思い出をたくさん作って欲しいなぁ」


「そうだね。きっと大だい丈じよう夫ぶだよ。それにしても……まさかあそこであたる先輩の助言というか恋こい占うらないっぽいアドバイスがくるとは……」


　──あっ！　今……占いって言っちゃった!!


「……丈途くん。昨日汚けがらわしいポルノを書いたそのエロ病原体まみれの手でいつまでも吹音さんを触さわるもんじゃありませんよ？　あなたのエロ病原体が感染うつったらどう責任を取るおつもりですか？　それともここぞとばかりに食べちゃうんですか？　さすが将来エロおやじになって死ぬことが決まっているだけのことはありますね」


　……うっ。相変わらずこのモードのときのあたる先輩は毒が凄すごい……。


　そして、ぼくは先輩の今の言葉で、自分がまだ鳴唐さんと手を繫つないだままだったことに気づいた。


　慌あわてて手を離はなし、鳴唐さんの方を向く。


「その……ごめん、鳴唐さん。いきなり変なことしちゃって……」


「ううん。ありがとう。吹音、おかげで自分の気持、きちんと言えたよ」


　まだ顔を赤くしたままの彼女は、少し恥はずかしそうに笑ってぼくのことを見つめていた。


　──唐とう突とつに、辺りからファンファーレが流れる。同時に空から宝箱が降ってきて、ガタンッ！　という盛大な音を立てて目の前に落ちた。


「わぁ、クリアのご褒ほう美びだ！」


　鳴唐さんが瞳ひとみをキラキラさせ、さっそく宝箱へと手を伸のばしていた。


　──ピロリロリン♪





「共感・皆かい伝でんの書」





　最初のイベントをクリアしたときにもらった巻物「決め台詞ぜりふ・皆伝の書」と同じようなアイテムだった。一体この巻物にどういう意味があるのだろうか。


　ぼくは鳴唐さんから巻物を借りて、触って確かめてみる。しかし最初に手に入れた巻物と同じく、どうしても開けられない。


「総才……一体なにをたくらんでるんだ……」


　ふと、ひとりの男が教会の入口にたたずんでいるのに気づいた。男は茜あかね色いろに染まった空を背に立っているため逆光で顔がよく見えない。だが、ピンクのハッピを着ていることだけはよくわかった。ピンクのハッピ……それは、謡江のファンクラブのコスチュームだ。


「ふん……ギリギリで間に合いやがったか。仕方ねぇ。魔王様の命令だからな。連れてってやるよ。謡江姫ひめと魔王様の結婚式になぁ」


　その言葉を聞いて、ぼくたちの旅がついに終しゆう焉えんを迎むかえようとしていることを悟さとった。












「やった……これであとは魔王だけだ……」


　俺は今しがた倒した巨大な植物の魔物の前で、膝をついた。魔法剣士としての力を使って魔力を宿らせた剣を地面に突き立て、大きく息をつく。今倒したのは魔王の軍勢を束ねる四天王……その最後の一人だった。


　勇者たちはまだ魔王にたどり着いていないはずだ。少し休んだら早く追わなければならない。


「──そこの男」


　不意に、幼い女の子のような声が響く。慌てて顔を向けると、いつの間にか目の前に小さな女の子がいた。ほとんど半裸で、まったくと言っていいほど膨らんでいない胸の天辺と、腿の内にだけ蔓がまかれた不思議な恰好をしている。


「お、お前、何者だ!?」


「お主が今しがた倒した四天王じゃ。元は花の精霊でな。魔王の強大な魔力で魔の道に引きずりこまれたのじゃ」


　そう言うと、精霊は俺の手を握って己の胸に押し当てた。膨らみがないせいか感触は硬めだったが、少女の姿に相応しくモチッとしてキメが細かい。


「わしはもうすぐ枯れる。その前に……その……わしに受粉してはくれぬか？」


「じゅ……受粉って!?」


「ふむ……抵抗があるなら仕方ない。わしも子孫を残す必要があるのでな」


　その瞬間、精霊から放たれる甘い香り……。嗅ぐと一瞬だけ意識が飛び、次いで目の前の精霊を見たときにはもう、相手をむさぼり尽くしたいほどの欲情にかられて抱きしめていた。


「わしも何百年ぶりじゃからな……優しく頼むぞ」


　俺は精霊を地面に押し倒すと、その唇を奪った。俺とあまりに体の大きさが違うせいか精霊の唇は小さく、花の精よろしく本当につぼみのようだった。舌を入れようにも舌先をねじこんだだけで口の中はいっぱいになってしまう。


「ん、んぐっ……ん……」


　精霊は俺の舌に口の中を埋められて言葉を出せずにいた。


　股間へ手を這わせると、蔓の合間から熱く濡れた感触が漏れている。


「んっ……んふっ……んっ」


　股間を覆う蔓の上から手を触れているだけで、精霊は感じてしまっているようだった。幼い顔が悦楽に浸り、ぼうっとした瞳で俺を見つめている。


　精霊の体が小さいせいか、俺はほとんど覆いかぶさるような恰好で愛撫を続けていた。


　一度息をつくためにキスを止めて上体を起こす。すると、やっと口を解放された精霊が声を上げた。


「しまった……薬が効きすぎたか。しかし優しくと言ったのに……まぁ悪くはないがのぅ」


　精霊の声は聞こえてはいたが、なぜか反応することができなかった。俺は相手の股間に這わせたままだった指先に力を入れ、蔓の上からグイグイと突き上げるように押す。


「んっ……あっ、そんな……んっ」


　少女のようにキーの高い音で上げられる喘ぎ声。それを聞いていると、俺が利用されているはずなのに、まるで俺が襲っているかのような錯覚を起こしてしまう。


　股間に手を這わせたまま舌先を平らな胸に落とし、ゆっくりと舐め回した。モチッとした肌が舌にまとわりつくように動く。


「ふぅ……中々いい男じゃのう。わしはもう枯れるだけじゃが、死なせたくはないのぅ」


　精霊はその小さな腕で俺を抱くようにした。手の長さが足りないせいで実際は俺の脇腹を触っているだけだったが、この精霊から初めて温かい感情のようなものを感じる。


「気をつけるのじゃぞ。魔王の魔力はお前が想像している何倍も強大じゃ……」


　そう言って精霊が花開くように足を広げると、下半身を覆っていた蔓が少しずつほどけ始めた。










６　エロ勇者・丈途の究極魔法！







「「──Ｙｅｓ！ Ｗｅ Ｌｏｖｅ う・た・えっ！　Ｙｅｓ！ Ｗｅ Ｌｏｖｅ う・た・えっっ!!」」


　だだっ広い間まの中、背に謡江の顔がプリントされたピンクのハッピを着た男たちが所ところ狭せましと集まっていた。


　豪ごう奢しやなシャンデリアに金で彩いろどられた柱や壁かべのモチーフ……。そして広間の一番奥には重々しいつくりの大きな椅い子すが二台ある。


　ＢＧＭは、パイプオルガンで奏かなでられる禍まが々まがしくも威い厳げんのあるものだった。


「ここが王の間ってわけか」


　ぼくは周りに目を配り、謡江と総才の姿をさがした。しかし、あまりの人ひと垣がきに広間の状じよう況きようすらいまいちつかめない。


　律が隙すきなく辺りを見回しながら口を開く。


「この様子だと、ちょうど今から結けつ婚こん式しきが始まるってところだね。もう少し待てば謡江と総才が出てくると思うよ」


　鳴唐さんが、ファンクラブの熱気に圧おされて呆ぼう然ぜんと言う。


「謡江さんのこと……みんな本当に好きなんだね」


　あたる先せん輩ぱいが、悲しそうにつぶやく。


「総ちゃん……早く目を覚まして……」


　そのとき、唐とう突とつに辺りの照明が落ちた。窓から差しこむ茜あかね色いろの光だけがこの王の間を照らしている。窓に目を向けると、そこには夕ゆう陽ひが見えた。どうやら王の間に注がれている光は照明で作られたものではなく、本物の自然の光らしい。ここの窓は直接外に繫つながっているようだ。


　ファンクラブのメンバーが窓のカーテンを閉めると、広間には完全な闇やみが訪おとずれた。そして、女の人の声で歌われるラブバラードが流れ始める。ふたりの門かど出でを祝う詞を完かん璧ぺきに表現する、優しくも愛に満ちた声。聞く者すべてに祝福の感情を起こさせてやまない、心を揺ゆり動かす声……。


「──これ、謡江の声じゃん！　いつの間に用意したんだよ!!」


　ぼくが突つっこんでいる間に、備えつけのスポットライトがある一点を照らし出した。玉座へと一直線に向かえる、広間の端はし……。


「──謡江!!」


　スポットライトの明かりの中に、純白のウェディングドレスに身を包んだ謡江が現れた。ドレスは胸から腰こしにかけてのラインはきっちり体にフィットするよう作られ、腰から下はふわりと優ゆう雅がに広がるバルーンスカートになっている。謡江の手には花束が握にぎられており、その花束からはなぜか鎖くさりがのびていた。鎖の繫がる先は──謡江の横で、まさに魔ま王おうとしか言いようのない黒いマントやドクロのあしらわれたプロテクターを身につけた、党野総才だった。総才の片手首には手て錠じようがついている。おそらく、謡江にも手錠をつけていて、逃にげられないようにしているのだ。


「総才！　謡江にそこまでするなんて……許さないぞ!!」


　広間に、ぼくの大声が響ひびいた。今まで騒さわいでいた謡江のファンクラブのメンバーたちは一いつ斉せいに声を止め、謡江の歌うウェディングソングすらも止まる。


　王の間に、一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくが訪れた。


　総才は待っていたかのように笑えみを浮うかべると、こちらへ目をやる。そして葉巻を取り出すとひと吸いし、ゆったりと紫し煙えんをくゆらせた。


「よく来たのぅ、村人三よ」


「もうこんなことはやめろよ!!」


「……やめる？　馬ば鹿かなことを言う。むしろやめるべきはお前だろう──無む駄だな努力をな!!」


「な……なんだって!?」


「そもそも、お前ごときが謡江さんと仲良くしていること自体がおかしいのだ。まさかつき合えるとでも思っているのか？」
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「なっ……それは……そんな……と、とにかく、もうこんなことはやめるんだ!!　わざわざ国までつくって謡江をさらって結婚式なんかして──」


「ふははははっ。この結婚式はなぁ、そもそも謡江さんが望んだことなのだよ」


「──え!?」


　驚おどろいて謡江の方を見ると、彼女は小さく首を振ふって「ごめん……。でも、違ちがうの……」とだけつぶやき、黙だまりこんでしまった。首を振った名残なごりで、彼女のハートのペンダントが悲しげに揺れている。


　……謡江、一体どうしたっていうんだよ。この結婚式を望んだって、どういうことだよ……。


「謡江さん。もういいではないですか。この期ごに及およんで隠かくす意味などありません。村人三よ、よく聞け。実は今回の件、謡江さんがわしにある相談事をしたことがそもそもの始まりだったのだ」


「総才に相談って……どういうことさ!?」


「お前、あたる先輩からこのままだと九十九．九九九パーセントの確率でいかにも不幸そうな場所で野垂れ死ぬと予報を出されたらしいな。謡江さんはそれを防ぐためにお前を立派なポルノ作家にしようと、男の成長物語であるＲＰＧを模して冒ぼう険けんをさせていたのだよ」


「なんだって!?　そ、それじゃあ……謡江が総才にさらわれたのもわざとだったってことなのか……？」


「その通りだ」


　な、なんてことだ……。このゲームの攻こう略りやくの鍵かぎがぼくのポルノ小説の才能にあったのも、そういう理由からだったのか……。


「まぁ、謡江さんの意向でこのＲＰＧにおいてお前は勇者の設定だったが、わしの部下が気をきかせて村人三にかえたがな。ふははははっ!!」


「──丈途くん！　ごめんなさい!!　まさかこんなことになるだなんて思ってなくて……。いつの間にか私の想像の何倍も何倍も話が大きくなっちゃって……結婚式だって噓うそのはずだったのに……総才くん、急に私と本当に結けつ婚こんするだなんて言い出しちゃって……」


　謡江はほとんど涙なみだ目めで必死に声を上げている。しかしぼくはあまりのことで頭が混乱していて、完全に言葉を失っていた。


「謡江さんの計画では結婚式は噓だったかもしれんが、わしの政策では違う。謡江さんの計画通りに進めるか本当に結婚してしまうか悩なやんでおった。ただ、いつでも結婚できるよう裏で準備だけは進めておったがな」


「よく言うよ……総才。どうせ結婚する気満々だったんだろ」


「お前のような妄もう想そう男と一いつ緒しよにするな！　わしは純じゆん粋すいに謡江さんのことを慕したっておるのだ。その謡江さんをこの国に迎むかえ、わしは謡江さんのファンクラブ会長として国民に問うた。謡江さんをこの国の、我々の、永遠の伴はん侶りよとして迎え入れたいかと！　そして国民は満まん場じよう一いつ致ちで賛成した……。ふははははっ。今日という日は謡江さんのファンクラブにとって一生の記念日となるだろう。なぜなら、謡江さんがこの国の象しよう徴ちようたるわしと結婚するということは、我が国民全員の妻となるということだからだ!!」


「はぁぁぁぁ!?」


「この結けつ婚こん式しきはなぁ……我々と謡江さんの結婚式なのだよ!!」


「「──Ｙｅｓ！ Ｗｅ Ｌｏｖｅ う・た・えっ！　Ｙｅｓ！ Ｗｅ Ｌｏｖｅ う・た・えっっ!!」」


　ファンクラブが奏かなでる大合唱……。だ、駄だ目めだ……みんな完全に暴走してる。我々と謡江さんの結婚式って……そんなの、あり得ないだろ……。


「わしは今日限りで魔王をやめ、謡江さんと結婚してこの国の王となる。だが、わしもボスの天才……ゲームマスターとしてこのＲＰＧを始めた以上、村人三をきっちりゲームで葬ほうむってから心おきなく結婚式を続けようではないか」


　総才は葉巻をひと吸いすると、ぼくに葉巻の先を向け、にやりと口の端はしを上げた。


「村人三よ！　最後のイベントだ!!　古来より男は女性を射止めるため、不可能を可能にして己おのれの力を誇こ示じしてきた。我々ファンクラブは謡江さんのために一夜で国を作った。ならばお前は陽ひが沈しずむまでに我が国を──滅ほろぼしてみせよ!!」


「国を……滅ぼすだって!?　そんなのさすがに無理だろ!!」


「ではあきらめることだな。陽が沈めば我が国民がお前らを拘こう束そくし、国外追放する!!」


　総才が言い終わると同時に、申し合わせたようにファンクラブのメンバーが動き、窓のカーテンを一いつ斉せいに開ける。地平にさしかかっていた夕陽が、王の間を茜あかね色いろに染めた。


　……くっ。なんて好き勝手に言う奴やつなんだ。でも国を滅ぼすって……無理だろ……。


「──丈途くん！」


　謡江の切実な叫さけび。ぼくが反射的に顔を向けると、彼女は矢や継つぎ早に喋しやべり始めた。


「私、国を滅ぼすって話を聞いて、総才くんが部下の人と喋ってたこと思い出したわ！　実はこの国には──究極召しよう喚かん獣じゆうが隠されてるらしいの!!」


「……………は？」


「きっと、それが攻略の手がかりよ!!」


　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。


「え……えぇぇぇぇ!?　いくらこのＲＰＧに閃学園の天才たちが関かかわってるって言っても……そりゃないでしょ!?　究極召喚獣ってなにさ!?」


「究極召喚獣は究極召喚獣でしょ！　よくわからないけど究極なのっ!!　私、丈途くんにこんな迷めい惑わくかけちゃって助けて欲しいだなんて言えた立場じゃないけど……せめてこのイベントをクリアして、立派なポルノ作家になって帰ってっっ!!」


「り、立派なポルノ作家って……」


「──吹音、究極召喚獣って知ってるよ！　世界を恐きよう怖ふに陥おとしいれる恐こわい存在を倒たおせる唯ゆい一いつの手段なの!!」


　鳴唐さんがいきなり、無む邪じや気きにゲームの話題を振ふってくる。


「な、鳴唐さん。世界って……このＲＰＧはそこまで規模が大きくないから……」


「はははっ。そのゲーム、わしもやったぞ。謡江さんはきっと、その話をしていたときに聞いてしまったんだな」


　総才が、快活に笑いながら言う。


　……なんだ、そうか。そうだよな。究極召喚獣なんているわけないもんな。


「──ちょっと待ってくれないか。確かにゲームに出てくるような究極召喚獣が存在するかどうかは怪あやしいけど、この国を滅ぼす──つまり破は壊かいするためには莫ばく大だいなエネルギーが必要だ。それを究極召喚獣というネーミングで呼んでいる可能性はないかい？」


「え……律。じゃあ律は、究極召喚獣がいるって言うの？」


「そう呼ばれるなにかが存在する可能性が高いって言ってるのさ」


「あの……頭が痛くなってくる説明なんですけど……」


　ぼくが律の理り屈くつっぽすぎる話に頭を抱かかえていると、総才がまたしても快活に笑う。


「賢けん者じやよ。そう邪じや推すいするな。早くしないと陽が沈んでゲームオーバーだぞ？　もっと現実的にこの国を滅ぼす方法を考えたらどうだ？　一口に国を滅ぼすと言っても、国家の成立条件は国民・主権・領域だ。まずどこから手をつけるべきか考えた方がいいんじゃないのか？」


「確かに……しかしそうなると、かなり幅はばの広い選せん択たく肢しの中から方法を決める必要がありそうだ。間に合うかな……」


「吹音、究極召喚獣が見られるって思ってすっごく楽しみだったのに……残念」


「はははっ。白魔ま法ほう使つかいよ。後日そのゲームの話題で盛り上がろうではないか。はははっ」


「──みんなだまされちゃ駄目!!」


　広間に、あたる先せん輩ぱいの大声が響ひびいた。驚おどろいて見ると、先輩が必死の顔でぼくらを見つめている。


「それが総ちゃんの手なんです！　人の心に巧たくみに入る話術で、相手をいつの間にか操あやつってしまうんです!!」


　え？　そ……そうだったのか。危あやうく総才の言葉にのせられてしまうところだった。これがボスの才能……。頭ごなしの命令じゃない分、すんなりと聞いてしまう。まるで老ろう獪かいな政治家のようだ。


「って……ん？　あたる先輩。それじゃ、まさか究極召喚獣がいるって言うんですか!?」


「予報を出すまでもありません。総ちゃんが才能を使ってごまかそうとした以上、います」


「えぇぇぇぇ!?」


　驚くぼくをよそに、総才は不ふ機き嫌げんそうな顔をしてあたる先輩をじっと見つめていた。


　ほ……本当だ。あの表情、本当に究極召喚獣がいるっていう顔だ……。


「今さらわしの知合い面づらをして政策の邪じや魔まをするとは……。あたる先輩、そもそもあなた、どうしてこの国に来たんですか？　この件はあなたには関係ないことのはずだ」


「総ちゃんに、もうこんなことやめて欲しいからよ！」


「こんなこと？　……ふん。わしの勝手でしょう。あなたにとやかく言われる筋合などありません」


　総才が突つっぱねるように言うと、あたる先輩は悲しそうにして黙だまりこんでしまった。


　そのときふと、ぼくはあたる先輩が教会で一いつ緒しよに寝ねたとき話していたことを思い出す。昔、気になっていた男の人から告白されるも、ラブ予報をするとつき合っても近いうちに別れてしまう確率がもの凄すごく高く出てしまって告白を断ったという話……。その告白した男というのは、いつもみんなをとりまとめているような人だったというが……つまり、まるでみんなのリーダーというか、ボスと言いかえても通じなくはない感じの人だったようだが……。


　──って、ボス!?


「ま、まさかあたる先輩……昔告白されて断った人って……総才のことだったりします!?」


　ぼくの言葉を聞いて、総才とあたる先輩が同時に気まずそうな顔をして視線をそらしてしまった。そして、そのままふたりとも黙りこんでしまった……。


　……これって、ぼくの質問を肯こう定ていしてるよな……。


　ぼくは呆ぼう然ぜんとして魔ま王おうの姿をした総才を見つめていた。


　いくら昔は今とちょっと違ちがう奴やつだったとはいえ……あたる先輩が総才を……。ま、まったく想像できない!!


「総才、お前……ふざけるなよ！　こんな品行方正で素す敵てきなお姉さまでしかもバニーガールの服を着たらいきなり深しん夜や枠わくで通じそうなフェロモンを醸かもす先輩に想おもわれるだなんて……許さないぞ!!」


「想われとらんわ！　しかも、謡江さんを助けに来たお前がそこで怒おこるな!!」


　総才は恥はずかしそうに頰ほおを染めつつも、しっかりとぼくに突っこみを入れてきた。


　うっ……やるな、総才……。しかし「想われとらんわ！」って……そうか、総才はあたる先輩がどんな風に自分のことを見てたか知らないんだ……。


　総才は場をごまかすように忌いま々いましげに葉巻を吸うと、紫し煙えんを吐はき捨てながらぼくへと目を向ける。


「村人三よ、陽ひが沈しずむまでもう時間がないぞ！　早くこの国を滅ほろぼさなくていいのか!!」


　窓の外を見ると、茜あかね色いろの空が段々とその色合いを暗くしていた。本当にもう、時間がない。


「せっかくあたる先輩がいるのだ。村人三よ、このイベントの成功確率を聞いてみるがいい」


　総才に言われてあたる先輩に目をやると、先輩が急いでボード型パソコンを操作していた。すぐに結果が出たらしく、先輩がこちらへとボードを向ける。その画面には……土ど砂しや降りの雨の中で笑う魔王の絵のようなものが表示されていた。


　あたる先輩はボードを指示棒で指すと、背筋を伸のばして立つ。


「それではこのイベントの予報をお送りします。ファン雲の動きにより、現在第三セクター城に局地的なゲリラ魔王雨が発生しております。その雨あま脚あしは激しく、このイベントの成功確率は──〇．〇〇一パーセントでしょう」


「低ひっっっっく!!」


　ぼくは思わず叫さけんでいた。


　あたる先輩も、予報を言い終わった途と端たんに肩かたを落としてボードを見つめている。


　……しかしあたる先輩……。こんな状じよう況きようでも予報を喋しやべっている間だけはいつも通りなんだな……ある意味凄い。


「それにしても〇．〇〇一パーセントか……。このイベント、クリアできるのかな……」


「そうですね。丈途くんが路地裏や高こう架か下したといったいかにも不幸そうな場所で野垂れ死んでしまわれる未来から、もしかしたら逃のがれられるかもしれない確率と同じですものね」


　……ん？


「ちょっと無理そうという意味です」


　あたる先輩が、心配そうにボードを眺ながめながら喋っていた。


　……いや、ちょっと無理そうというのはわかるんですが……それを引合いに出さないでくださいよ!!　なんか、このイベントをクリアできないことを認めたら、ぼくが自分の不幸な未来を受け入れたような感じになるじゃないですかっっ!!


「ふははははっ。村人三よ、せいぜいあがくがいい。ふははははっ」


　総才が、高笑いしながら本物の魔王のような台詞せりふを言う。


「──くっ。謡江、待っててくれ！　必ず助けに戻もどるからね!!」


　ぼくは謡江に向かって叫ぶと踵きびすを返し、究極召しよう喚かん獣じゆうを探すため王の間の出口へと走り始める。


　鳴唐さんや律やあたる先せん輩ぱいが、それに続いて走り出した。


「丈途くん……ありがとう」


　後ろから聞こえてきた謡江の声は本当にすまなそうで、ぼくは胸が痛くなってきた。








　…………………………………………………………………………………………………………。


　夕ゆう陽ひが、すでに地平へとその身の一部を沈めていた。吹ふき渡わたる風にはもう陽の暖かさがなく、肌はだ寒ざむい。


　ぼくたちは王の間を出ると、近くにあるバルコニーへ行き──なぜか、薬草の葉を食べていた。


　これ……本当に苦いっっ!!


「鳴唐さん！　ぼくたちこんなことしてる暇ひまないよね!?　っていうかここで薬草を食べることになんの意味があるの!?」


　バルコニーにちょこんと座って薬草を食はんでいた鳴唐さんが、ぼくの声でこちらを向く。


「だって、もしかしたら究極召喚獣を手に入れるときに戦せん闘とうイベントが発生するかもしれないでしょ？　ちゃんと薬草で体力を回復しておかなきゃ。慌あわてちゃ駄だ目め」


「そんな理由で……。そもそもこの薬草を食べたからってゲームみたいに簡単に体力が回復するとは思えないんだけど……」


「──ふっ。鳴唐さんの論理はちょっと飛ひ躍やくが過ぎるね。そんなことではこのイベント、のりきれないよ」


　律はさらさらとした髪かみを夕風になびかせ、こちらを見つめてくる。鳴唐さんの考えに否定的なようだが──彼は、しっかりと薬草を食べている最中だった。


「……律ならこのイベント、どうやってのりきるの？」


「そうだね……。まずは、一いつ旦たんこの場で落ち着こうじゃないか」


「ってそれ、鳴唐さんと同じじゃん!!」


　ぼくが思わず突つっこむと、律は薬草を一気に飲みくだしてこちらを見つめ直す。


「丈途、よく考えてみるんだ。ボスの天才がゲームマスターをしているＲＰＧなら、必ず打開策はあるはずだろ？　だとしたら究極召喚獣の居場所は限られてくる。少なくとも、今から全速力で駆かけたとしても時間切れになってしまうような場所にはいないはずだ」


「でも、それにしたってどこを探したらいいのか……」


「ここは一度、みんなで知ち恵えを出し合って考えるべきなんだ。闇やみ雲くもに探してたら逆に時間切れになってしまうよ」


「知恵ねぇ……」


　ぼくは考えこんでしまった。知恵を出そうにも究極召喚獣がいそうな場所なんて想像もつかない。そもそも、いまだに究極召喚獣の話には戸と惑まどっているのだ。


「あたる先輩、予報で究極召喚獣の居場所がわかりませんか？」


　先輩はぼくの言葉を聞くと、すまなそうに首を横に振ふる。


「究極召喚獣についてはさっき聞かされたばかりで、予報を出すにはまだデータが足りないんです……。もう少し情報があればなんとかなりそうなんですけど……」


　情報……か。先輩の言う通り、究極召喚獣についてはさっき聞かされたばかりのことなのでほとんどなにもわかっていない。もし見つけるための糸口があるとすれば、それはこの国がＲＰＧ的につくられているという点だ。ゲームの話なら──。


「鳴唐さん。さっき総才と究極召喚獣について話してたけど、なにかヒントになりそうなことってある？」


「う～ん。あのゲームのお話とこの国のお話、まるで違ちがうの。ただ、普ふ通つうに考えたら召喚獣を手に入れるためには召喚獣が封ふうじられてるアイテムを探すか召喚獣そのものを倒たおすか召喚獣を持ってるボスを倒すか……」


　鳴唐さんは召喚獣を入手する方法についてそのまま喋しやべり続けていた。


　わずかでもいい。なにか手がかりになるような情報があればいいのだが……。もしこのまま究極召喚獣が見つからなければ、謡江が総才から初夜にウェディングドレスを淫みだらにはだけさせられて強ごう引いんにその胸を揉もまれ、舐なめ上げられ、下手へたしたら甘あま嚙がみなんてされ、思わず喘あえいでしまったところでドレスのスカートをめくられて一気にその身を汚けがされて──。


「謡江ぇぇぇぇ!!　どうしてそんなことになっちゃったんだぁぁぁぁ!!　ぼくがしがないポルノ作家だったばっかりに変な男にだまされて……許してくれぇぇぇぇぇぇ!!」


「──吹音さん、色々と情報ありがとうございました！　おかげで予報がでました!!」


　……え？　出たの、予報……。


　追いつめられたあまり謡江が汚されてしまう妄もう想そうに走っていたぼくは、思いっきり肩かたの力が抜ぬけてしまった。


「それでは夕暮どきの予報です。ＲＰＧ圧配置により、魔王風の動きが制限されている模様です。それに伴ともない最終イベントの攻こう略りやくポイントも身近なところにあります。究極召喚獣は魔王を調べれば召喚できることでしょう」


　あたる先輩はボードを掲かかげ、いつものキャスター口調で言う。


　確かに予報は出た。でも、魔王を調べれば究極召喚獣を召喚できるって……それは──。


「どうやら、僕らは魔王と戦う必要がありそうだね」


　律が毅き然ぜんと顔を上げ、暮れゆく夕ゆう陽ひを見つめていた。


「ラスボス戦ね！　吹音、がんばっちゃう!!」


　鳴唐さんがはりきってガッツポーズを作っていた。


「……でもさ、みんな。総才がいる王の間って、ファンクラブのメンバーがもの凄すごくたくさんいたんだけど……普通に戦ったら勝てないでしょ？」


　ぼくの言葉に、みんなが黙だまりこんでしまう。


　この状じよう況きようの厳しさ……確かに成功確率〇．〇〇一パーセントのイベントだ。


　そんな中、律が何事か考えながらこちらを向いた。


「丈途。このＲＰＧが完全に仕組まれていたことなら、きちんと筋立てて考えればある程度まで見えると思うんだ。この国での旅が丈途を作家として成長させるためのものだったとしたら、このイベントをクリアする鍵かぎも丈途のポルノグラフィーにある。そして、ＲＰＧの王道がそうであるように、この旅での成長はすべて最後の戦いで勝つために必要なものだった可能性はないかい？」


「最後の戦いで勝つためって……」


「『決め台詞ぜりふ・皆かい伝でんの書』を手に入れたときは鳴唐さんの決め台詞──つまりお兄ちゃん発言の威い力りよくでダンジョンの魔ま物ものを倒した。『共感・皆伝の書』を手に入れたときは中学生たちの共感を得る授業で彼らを導き、街を救った。よく考えてみればイベントの攻略法と巻物の題名は一いつ致ちしてるんだ。なら、最後の戦いで鍵になるのはそれらを組み合わせたなにかなんだと思う」


「そう言われても……ポルノで王の間にいる人たち全員をどうにかするなんて、無理でしょ」


「──吹音、わかったよ！」


　不意に、鳴唐さんの声が響ひびいた。


「吹音、今の話を聞いてこの国での旅を思い出して、気づいたの。このＲＰＧのイベントって全部、丈途くんがみんなを幸せにすればクリアできるように作られてるのよ。最初の魔物さんのときも次の中学生さんのときも、丈途くんは自分の恋れん愛あい小説の才能を使ってみんなを幸せにしてきたでしょ？　だからきっと最後も同じでいいの。いつも通り、恋愛小説でみんなを幸せにしてあげて？」


「みんなを幸せにって……。いや、そりゃいくらなんでも方向性が違うと思うよ……」


　ぼくは笑って鳴唐さんの話を流そうとした。だが、頭の奥でなにかが引っかかっているのを感じ、半笑いのままで止まってしまう。


　決め台詞と共感と成長……ポルノグラフィー……そしてここの国民の幸せ……。


「──そうだ！　思いついたよ、必殺の魔法!!」


　ぼくの上げた声を聞き、みんなが一いつ斉せいにこちらを振ふり向いた。








　玉座に、魔王の衣装を着た総才が悠ゆう々ゆうと座っていた。葉巻を吸って紫し煙えんをくゆらせ、余よ裕ゆうの笑えみでこちらを見み据すえている。その隣となりに座る謡江は、ひどく不安そうにしていた。


　広間にいる謡江のファンクラブのメンバーたちは、全員がひとしくこちらを向いて睨にらみをきかせている。これだけの人数から一斉に睨まれると……さすがに恐こわいものがあった。


「村人三よ。この国を滅ほろぼす方法は見つかったか？　早くしなければゲームオーバーだぞ？　外はもうほとんど夜。一筋だけ残っている夕陽の残光が消えれば、我が国民がお前らを拘こう束そくし、結けつ婚こん式しきはつつがなく再開される」


　窓に目を向けると、確かにもうほとんど夕陽が消えかけていた。


　──時間がない。一気にけりをつけよう！


「総才！　ぼくの必殺の魔法……受けてみろ!!」


「なに!?」


　ぼくは総才の声を無視すると、謡江に目を向けて声を張り上げる。


「謡江！　ぼくに続いて同じ呪じゆ文もんを唱えてくれ!!」


「え!?　私が!?」


「頼たのんだよ!!」


　ぼくは目をつぶると、全身全ぜん霊れいを尽つくして己おのれの妄もう想そうの世界へと入っていった──。












「んふっ……あっ……もう……んぁっ……」


　一国の姫として着ていた私のドレスは、魔王によって無惨に破られ、今は私の体をどう覆っているのかすらわからない。深い闇の中にいるため自分の姿を見ることもできないのだ。唯一原形をとどめている物があるとすれば、ハートのペンダントくらいだろう。


　魔王には私の体がよく見えているらしい。さきほどから体を這い回っている魔王の触手は、的確に私へ快楽を与え続けている。


「んっ……あぁ……そ、そんな……やぁっ……」


　何本もの触手が体を這い回り、口からうなじ、胸や腹、腰も、太股も、そして腿の内まで、どこをどうされているのかすらわからなくなるほど同時に私を責め続ける。


「ふっ、んぁ、んふぅ……」


　口の中に入っていた触手が、なにかの液のようなものを喉へと流し始めた。段々と体が熱くなり、もっと、もっと快楽が欲しくなる。


　ふと触手が口から抜けると、私は思わず声を漏らしていた。


「ねぇ……這い回って……速く……もっと色々……して」


　くくくっ、と魔王が喉を鳴らしているのが聞こえた。


　そのとき、体を這い回っていた触手の感覚が変わる。イボ状のものがブツブツとできたようだった。動かされるたびにそのイボが私の体をこする。イボの数だけ快楽が増して押し寄せてくる。体中を這い回っている触手すべてにそんな責めを同時にされ、私は快楽に耐えきれなくなり、ただ叫んでいた。


「あっ、あぁぁぁぁ！　んくっうぅぅぅ！　ふっ……や、あぁぁぁ!!」


　──そして、自分でもどれくらい叫び続けたのかわからなくなるほどの時間が経ったとき、魔王が満を持したように口を開いた。


「お前の大好きな勇者様とやらが来るまで、まだまだ愉しませてもらうぞ。さぁ、どうして欲しいか言え」


　心では魔王を否定しているのに、私の頭は別のことを考えていた。これ以上の責めなど受けたら自分が壊れてしまう。それがわかっていたのに、口をついて想いとは違う言葉が出ようとしていた。


　これはきっと、魔王の触手から飲まされた、あの不思議な液のせいだ……。


「魔王様……。私のこと、好きにしてください。私、あなたの……奴隷です」


　あぁ……勇者様……これは本心じゃないんです。許してください……。


　そう思う中、魔王の触手が私の腿の内へ向かって一斉に動き始めた。


「やっ……あんっ……んんっ……」


　少しずつ少しずつ、私の腿の内へと触手が這い寄る。


　まさか……あの異常な快楽を与えるイボの触手を、私の大切なところで……。


　私はこれから襲うであろう想像を絶する責めを思い、心が壊れていくのを感じた。


　そしてまた、勝手に口が動いてしまう。


「魔王様、好きなだけ私を責めて……。私あなたの、性奴隷ですから……」












　フロアの床ゆかに、ぽたりぽたりと紅あかい滴しずくが染しみを広げている……。どうやら思わず紅の聖書レツド・バイブルしてしまったらしい。しかも、いつもより血の量が多い……。


　だが、ぼくはいまだ己の妄想を喋しやべり続けていた。その言葉を追うようにして謡江の可か憐れんな声が響ひびいている。


　ちなみに声は可憐だが、謡江の表情はもう、やけくそとしか言いようのない感じだった。耳まで真っ赤にして、顔をくしゃくしゃにして、恥はずかしさに耐えるかのようにとにかく喋り続けている。


　……謡江、すまん。こんなエロいことを……しかもみんなの前で言わせて……。でも、どうしても謡江じゃなきゃ駄だ目めだったんだ。……許してくれ。


　周りでは、謡江のファンたちが次々とその場に崩くずれ落ち、腹を抱かかえるようにしてうずくまっている。


「──謡江さん、そんな淫みだらなこと言ったら俺が妄想を……いえ……あの……」


「──謡江さん、もうやめ……いや、でもやめないで……いや……やっぱりやめ……」


「──謡江さん、録音したいのでちょっと中断を……このままじゃ僕も倒たおれ……あっ……」


　彼らはこの魔ま法ほうから逃のがれたくとも逃れられず、その場に崩れ落ちたあとも延々と呪文を聞き続けている。


　この部屋にいる謡江のファンクラブのメンバーほとんどが、すでにぼくの魔法にかかっていた。


　残るは──。


「う……謡江さん、やめてください。いくらわしでも不誠実な想像を……いえ、その……」


　総才は椅い子すから転がり落ちるようにしてその場に崩れ落ち、腹を抱えるようにしてうずくまってしまった。


　これで最後のひとりが……堕おちた。


　今、このフロアにいるすべての謡江ファンが、ひとしく同じポーズでその動きを止めている。


「くっ……村人三よ。まさかここまでやりおるとは……」


　総才は崩れ落ちたまま、怨うらみがましくこちらを見つめていた。


「──ねぇ、丈途くん。どうしてみんなお腹なかを抱えて崩れてるの？」


　鳴唐さんが、その無む垢くな声を響かせる。


「総才。なんでか教えてあげれば？」


「村人三！　あんまり調子にのるんじゃないぞ!!」


「じゃあ今すぐぼくを拘こう束そくでもなんでもすればいいだろ？　ほら、ちょうど外が夜になっちゃったよ？　結けつ婚こん式しきの続きをしなきゃ」


「くっ……」


　総才はこちらを睨にらみつけていたが……それだけだった。ぼくの魔法の効果で、それしかできないのだ。


　ふっ……。総才、動きたくとも動けまい。それはそうだろう。謡江のファンが、謡江自身の口から発せられるポルノを聞いてしまったんだからな。男の子がそんなものを聞いてしまえばどうなるか……考えるまでもないことだ。当然、男の子の一番大切な部分が敏びん感かんに反応してしまう。そして、ただでさえ男の子の一番大切な部分が敏感に反応している姿を人に見られるというのは恥ずかしすぎるというのに、よりによって自分がアイドルとしてあがめる謡江の前でその姿をさらすことなど……死んでもできまい!!


「これがぼくの編み出した魔法──〝停止ストツプ〟だ!!」


　ぼくは言いながら、いまだ流れ落ちる紅の聖書レツド・バイブルの名残なごりを服の袖そでで拭ぬぐった。


　……しかし、まさかこの魔法を発動させることで己の血鼻血が流れてしまうとは……恐ろしい魔法だ。


「吹音、薬草持ってるよ？」


　鳴唐さんがこちらに駆かけ寄り、薬草を取り出した。そして薬草の先を丸めると、ぼくめがけて突つき出してくる。


「わっ……」


　ぼくは驚おどろいて、思わず飛び退のいてしまった。


「なんで逃にげるの？　丈途くんがお鼻を近づけてくれないと、うまく入れられないよ？」


「いや……薬草は鼻に入れないでしょ」


「だって怪け我がしたとき、薬草使うでしょ？」


「怪我っていうか……鼻血は……」


「駄目。吹音、白魔ま法ほう使つかいとしてちゃんと治ち療りようするもん」


　鳴唐さんは白ローブを揺ゆらしてこちらに近づいてくる。その瞳ひとみは真しん剣けんそのもので、ぼくがなにを言っても通じそうになかった。


　……白魔法使いとしての情熱なのだろうか……。まさか、ぼくが鼻に薬草を入れない限りこの場が収まらないんじゃ……。


　鳴唐さんが目の前に来たとき、その真しん摯しな瞳に見つめられて観念した。


　ぼくが鼻を突き出すと彼女は「これでもう大だい丈じよう夫ぶよ」と言って微笑ほほえみ、薬草を鼻の穴にスッとつめこんでくる。しかも、ちゃんと両鼻分やってくれた。


「あ、ありがとう鳴唐さん」


「早く治るといいね！」


「う、うん……」


「ちなみに吹音ね、丈途くんにひとつ聞きたいことがあるの。吹音、さっき丈途くんが喋しやべってた恋れん愛あい小説、全然意味がわからなかったんだけど……特にね『せいどれい』ってなに？」


「え!?　性奴隷!?　いや……そ、それはね……なんていうか……鳴唐さんにはまだちょっと早いんじゃないかな。うん。きっとそのうちわかるようになるから、今は触ふれないでおこうよ」


「う～ん。触しよく手しゆだったりイボだったりでせいどれいって……なんなんだろう??」


　鳴唐さんは考えるようにしてずっと唸うなっていた。


　……鳴唐さん。きみはそのままでいいと思うよ。むしろ……そのままがいいと思う。


「──おい、ポルノ作家。このままですむと思うなよ……」


「──俺らの才能で絶対に後こう悔かいさせてやるからな……」


「──そもそも、生きてこの国を出られるなんて思うんじゃねぇぞ……」


　広間にいる謡江のファンたちが、動けないまま口々にぼくへ怨み言を発はっしていた。


　しかし、気にはしない。彼らは停止ストツプの魔ま法ほうにかかっているのだ。


　ぼくは悠ゆう々ゆうと広間を進み、総才の目の前に立った。


「あたる先せん輩ぱいの予報でもうわかってるんだ。お前が究極召喚獣を召喚するための鍵かぎを握にぎってるってことはな」


「ふん。たとえ立ち上がれずとも、わしの手はまだ動くんだぞ!!」


　総才はその場で手を振ふってじたばたしていたが……なんの意味もないことだ。ぼくは総才の背後に回ると、さっと魔王の衣装に手を伸ばして持ち物を調べる。するとなにかの鍵のような物と、細長い円柱状の物が手に触れた。取って見てみると──。





「驚きよう愕がくのオチ・発動の書」





　総才が隠かくし持っていたのは、一本の鍵と一巻の巻物だった。


　巻物は、今までイベントをクリアするごとに手に入れてきた物と形は同じで、開こうとしても開けないのも同じだった。唯ゆい一いつの違ちがいと言えば、今まではすべて皆かい伝でんの書であったのに対し、これは発動の書だということだ。


　一いつ緒しよに手に入れた鍵はなんだろうと思ったが、総才の手首と謡江の手首を繫つなぐ手て錠じようを見てすぐに気づいた。鍵の形と手錠の鍵かぎ穴あなの形状がピッタリ合いそうだったのだ。


　さっそく謡江の手首にはめられた手錠に鍵を使ってみると、あっさり外れた。


「丈途くん……」


　謡江が言葉をつまらせたようにつぶやき、椅い子すから立ち上がる。


「よかった。これで助かったね」


「うん。ありがとう」


　感かん極きわまったように瞳を潤うるませ、謡江はぼくに抱だきついてきた。


「え!?　謡江??」


「ごめん……私、丈途くんに凄すごく迷めい惑わくをかけちゃった……」


　謡江は言いながらぼくの胸に顔をうずめる。瞳が濡ぬれ始めているのか、服越ごしに湿しめった感かん触しよくが伝わってきた。


　……謡江。きっと不安でたまらなかったんだろうな……。


　ぼくが思わず謡江の頭に手を置いて慰なぐさめようとすると──。


「ごほっ、ごほっっ!!」


　誰だれかの咳せき払ばらいが聞こえたので慌あわてて腕をおろし、顔を向ける。視線の先には……不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめた律が立っていた。


「ど……どうしたの？」


「感心しないな」


「……へ？」


「そういう、どさくさに紛まぎれて親密な雰ふん囲い気きになるの、感心しないな。それは吊つり橋理論と言って極限状態でのドキドキ感と恋愛のドキドキ感を混同して起こす一種の錯さつ覚かくで──」


「丈途くん……」


　鳴唐さんがこちらをじっと見つめている。その表情がどこか不安げに見えたのは、ぼくの気のせいなのだろうか。目をこらして表情の意味を読み取ろうとすると──彼女は急に、こちらから顔をそらしてしまった。


「な、鳴唐さん!?」


「吹音さん……」


　謡江が、いつの間にかぼくの胸から顔を上げていた。鳴唐さんを見つめ、気まずそうに少しだけ口元を曲げている。


「その……私を助けにきてくれて、ありがとう。それで、その……ライバルなのにこういうことになっちゃって……ごめんなさい」


「……ライバル？」


　鳴唐さんは不思議そうにこちらを振り向き、謡江のことをじっと見つめていた。


　っていうか……ライバル？


　鳴唐さんと同じく、ぼくもよく意味がわからなかった。


「──みなさん！　話はあとです！　究極召喚獣はまだ召喚されてませんよ!!」


　あたる先輩が慌ててこちらへ駆かけてくる。


「丈途くんの魔法で、その、なんと言いますか……とにかく男の子のこのような状態がいつまで続くのか知りませんが、早くしないと戻もどってしまいますよね!?」


　──そうだった。さすがにまた謡江にポルノを追唱してもらうのは気が引けるし……早くした方がいい。


「でもあたる先輩。究極召喚獣は総才を調べれば召喚できるって話でしたけど……手に入れたのはこの巻物と手錠の鍵だけですよ？　しかも巻物は開けないですし……」


　ぼくが言いながら先輩に「驚愕のオチ・発動の書」を見せると、先輩は慌あわただしくボード型パソコンを操作し始めた。


「この旅での重要アイテムがすべて巻物だったこと。なぜかすべて開けなかったこと。そして最後の巻物だけ発動の書だったこと。それに加えてこの国の状じよう況きようやわたしの知る総ちゃんの癖くせや……」


　あたる先輩はパソコンを操作しながら色々つぶやいていた。


　少し待っていると、先せん輩ぱいは急にボードの操作を止め、ぼくに「今まで手に入れた巻物、全部ください！」と声を上げる。


「え？　は、はい……」


　ぼくは先輩に持っていた巻物をすべて渡わたした。するとあたる先輩はいきなり「決め台詞ぜりふ・皆かい伝でんの書」を破り始めてしまう。


「そ、そんなことしていいんですか!?」


「そういう物なんです!!」


　破られた巻物の中から、ちょうど握にぎれる大きさの円柱状の鉄が出てきた。よく見るとその鉄の内側には機械的な部品が入っている。しかし、用よう途とがまるでわからない代しろ物ものだ。巻物からは他ほかに、音おん符ぷと詞の書かれた楽がく譜ふの切れ端はしも出てきた。


　先輩は他の巻物も同じようにして破る。「共感・皆伝の書」からは電池と楽譜の切れ端が「驚きよう愕がくのオチ・発動の書」からは手の平サイズのボール型の部品と楽譜の切れ端が出てきた。ボール型の部品に関しては編み目がついており、一部大きな穴があいていて中が空くう洞どうだった。


「先輩。それ、なんですか？」


　先輩は無言で機械的な部品をすべて組み合わせた。すると、ひとつの形を成す。


　それは一本の──マイクだった。


　先輩は次いで楽譜の切れ端を繫げて綺き麗れいな一枚の紙にする。見るとその譜ふ面めんは、ちゃんとした一曲の歌になっているようだった。


「……マイクと歌って……まさか、マイクを使ってこの曲を歌えば異世界から召喚獣が現れるだなんてこと、ないですよね？」


「そんなことあり得ません！　丈途くん、試ためしたいことがあるのでこのマイクでちょっと喋しやべってみてください。それと吹音さん、マイクの音がどこから出てどんな風に反はん響きようしているのか聞きとってくれませんか？」


　鳴唐さんはクラリネット奏者だ。音楽家の耳なら、ぼくらが聞くよりはるかに音を聞き取れるだろう。しかし、なんでそんなことを試さなければならないのだろうか。というか、いきなり喋ってくれと言われても台詞を思いつかないのだが……。


「丈途くん！　早く喋ってください!!」


「は、はい。では……」


　ぼくはマイクを持つと、軽く咳せき払ばらいをして口に近づける。そして──。


「亜希先生にもＲＰＧ的コスプレをして欲しかった～～～～～～～～!!」


　そう喋った瞬しゆん間かん、ぼくの声が城内のスピーカーから流れる。自分自身の声に、ちょっと驚おどろいてしまった。


　鳴唐さんの方を向くと、彼女は目をつぶって音に聞き入っている。少しの間をおいて、彼女はこちらを見つめてきた。


「今の声、この辺りにあるスピーカー全部から流れてたよ。もしかしたら、城中のスピーカーから流れてたかも……。このお城って音の反響がよすぎて、ひとつずつちゃんと音を聞き分けられなかったけど……」


　……確か、この国を旅していたとき常にＢＧＭが流れていた。まさかそのスピーカーすべてから声が流れていたとでもいうのだろうか。音の反響に関しては……この国へ入ったばかりの頃ころに律がスピーカーを見て、音の反響が最大限引き出されるように計算し尽つくされて配置されていると言っていた気がする。


　あたる先輩はぼくからマイクを受け取ると、急いで謡江のもとへ行った。


　そして楽譜を掲かかげると、問いつめるようにして口を開く。


「謡江さん、これはなんですか!?」


「え!?　その……それは……」


「はっきり言ってください!!」


「それが……本当だったらもう歌ってたんですけど……まさかこんなに話が大きくなるだなんて思ってなくて……その……ごめんなさい」


「──謡江、どういうこと？　まさか巻物の中身のこと、知ってるの？」


　ぼくが聞くと、謡江は急に口ごもってしまった。


「仕方ありませんね……。吹音さん、この楽譜を吹ふいてくださいませんか？」


　あたる先輩から頼たのまれて鳴唐さんが楽譜を受け取る。クラリネットを構えると、彼女はすぐに吹き始めた。


　そして流れてきたのは──勇ゆう壮そうなアップテンポの曲だった。


「……やっぱりそうでしたか。天才はその失敗ぶりも天才的な場合がありますが……その件に関しては本人は知らないようですし、予報も百パーセントで出ておりますからあえて口には出しませんが……これ……もの凄すごい覚かく悟ごが必要ですね……。自分が予報の才能を持っていたこと、ちょっと後悔しそうです……」


　失敗ぶりも天才的？　本人は知らない??　あたる先輩、一体なんの話をしているのだろうか……。


　そのとき、総才が急に立ち上がった。


　──しまった！　時間がかかりすぎた！　総才が停止ストツプの魔法から立ち直ったんだ!!


「丈途くん、総ちゃんを止めてください!!」


　あたる先輩が喋るのとタイミングを同じくして、ぼくは総才につかみかかっていた。


「村人三よ、邪じや魔まだ！　究極召喚獣を呼べばお前らもただではすまんぞ!!」


「それ、どういうことだよ!?　っていうかお前の言うことなんか聞くわけないだろ!!」


「……みなさん、覚悟を決めてください……」


　あたる先輩は静かに言うと、鳴唐さんから楽譜を受け取って謡江の目の前に突つき出す。


「謡江さんが丈途くんのために勝利歌を用意していた確率、百パーセント!!」


　……は？　勝利歌だって??


「謡江さん、早く歌ってあげてください!!　そしてみなさん、早く耳をふさいでください!!」


「あの……あたる先せん輩ぱい。ぼく……いまだに状じよう況きようがつかめないんですけど……。っていうか歌ってくれとか耳をふさいでくれとか……言ってることが無む茶ちや苦く茶ちやなんですけど……」


「いいんです！　謡江さんもみなさんも早く!!」


　謡江はあたる先輩からマイクと楽がく譜ふを押しつけられ、うろたえながらも息を吸いこんだ。


　ぼくを押しのけようと暴れていた総才は、それを見ると慌あわてて耳をふさぐ。


　……一体、どうしたというのだろうか？　謡江が歌うのに耳をふさぐ……そしてあの曲がアップテンポで勝利歌………………………………………………………………………………………って、まずい！　謡江がアップテンポを歌うと、超ちよう越えつ的音おん痴ちになるんだった!!


　ぼくが急いで耳をふさぐのと、破は壊かい的な高周波が辺りを襲おそうのは同時だった。


　城中のスピーカーから、しかも音の反響が最大限引き出されている状況でこの歌が流れるだなんて……殺人的すぎる!!　耳をふさいでいるはずなのにまるで効果がない!!


　そのため、謡江の超越的音痴で歌われる曲が嫌いやでも聞こえてきた。





　あゝ私の勇者よ　ちょっとエッチな才で魔を砕くだく


　あゝ私のナイトよ　ちょっとエッチだけど素す敵てきよ


　ちょっとエッチだけど　がんばり屋さんなの


　立派な立派なちょっとエッチなポルノ作家さんになってね





　曲が盛り上がるにつれ、最初は戸と惑まどいながら歌っていた謡江ものってきたらしく、どんどん歌の破壊力が増してゆく。





　おゝ勇者の勝利　エッチな妄もう想そうで苦難を乗り越こえ


　おゝナイトの勝利　エッチな妄想が未来を拓ひらく


　たまに妄想が暴走するけど　素す晴ばらしい才能なの


　素敵な素敵なポルノ作家さんになって私と幸せになりましょ？





　城の壁かべが、柱が、謡江の歌に耐たえきれず崩くずれ始めた。


「だ、駄だ目めだ……まるで体中の骨が音の波動で粉ふん砕さいされかねない勢いだ……」


　ぼくは喋しやべるも、もはや自分の声すら聞き取れないほどの超ちよう絶ぜつ大音量で謡江の歌が辺りに流れていた。


　広場にいる者たちすべてがその場に倒たおれ伏ふし、なにか叫さけんでいたが、まったく聞こえない。皆みな、この悪夢のような音にただ耐えるかのようにのたうち回っていた。


　天てん井じようがどんどん崩れ、広間に破は片へんが降り注ぐ。皆はそれをなんとか避よけつつ、しかし歌の威い力りよくに耐えかねてまたのたうち回っていた。


　そのときふと、ぼくは一本の大きな柱が崩れかけていることに気づく。あれが倒れたら危ないな……。そう思った瞬しゆん間かん、柱が傾かたむいている先に鳴唐さんがいるのを目にとめた。


　──ま、まずい!!


　ぼくは思わず立ち上がり、謡江の歌の圧あつ倒とう的てきなパワーに翻ほん弄ろうされながらも足を踏ふみしめて鳴唐さんへと近づいてゆく。


　そして彼女の目の前まで来たとき、気づいた。彼女を守るには手を使う必要がある。それはつまり──謡江の歌を直接聞くということだ。


「くっ……でも、やるしかな──」


　ぼくが言い終わる前に、柱が倒れ始める。ほとんど反射的に鳴唐さんへ手を伸のばすと、彼女を抱かかえ上げて柱の倒れる位置から飛び退のいた。


「鳴唐さん！　ぼくが……絶対守るから!!」


　ぼくは飛び退いた姿勢のまま床ゆかに思いきり体を打ちつけるも、鳴唐さんだけはなんとか傷つけずにすんだ。彼女を抱だきしめたまま、圧倒的な音の力をモロに受け、意識が飛んでゆく。


　途と切ぎれゆく思考の中で、ぼくは総才がなにを仕込んでいたのかやっと気づいた。


　これがこの国を滅ほろぼすというイベントに用意された答。究極召喚獣〝歌うた姫ひめ・謡江〟だったのだ……。




７　０．００１％に賭けた未来














「勇者様……」


　勇者様が魔王にとどめを刺した瞬間、魔王は塵となって消える。禍々しい宮殿も、一瞬にして朽ち果てた宮殿跡へと変貌してしまった。


　壊れた天井や壁から陽が差しこみ、私は、久しぶりの太陽を目にする。自分を見てみると、なぜか服が魔王にさらわれたときのままの綺麗な状態になっていた。まるで、すべてが夢だったかのようだ。もう二度と見たくない、悪夢の中の悪夢……。


　私は勇者様に駆け寄ると、涙を流して抱きついた。


「勇者様……恐かった……。私が私じゃなくなるくらいに酷いことをされて……」


「……ごめん。ぼくがもっと早く助けられれば姫にこんな思いをさせずにすんだのに……」


　勇者様の温かな腕が私を優しく包む。久しぶりに感じる、人の温もり。


　気がつくと、勇者様のお仲間が辺りからいなくなっていた。


　……もしかして、気を遣って頂いたのだろうか？


「──姫。ぼくは姫にもう二度とこんな思いはさせたくないんだ。だから……その、できればぼくに一生姫を守らせてください！」


「勇者様……」


　私は迷わず「はい」と答えていた。その瞬間、勇者様の唇が私の唇に重なる。優しい、束の間のキス。


「勇者様、私、魔王の悪夢を早くわすれたいの。だから、だから……」


　私は勇者様の手を取り、そっと自分の胸に当てる。


「ひ、姫!?」


「お願いします。私……勇者様なら……」


　勇者様は戸惑いながらも頷くと「ぼく、こういうのって苦手で……」とはにかんでいた。


　かわいらしい勇者様。私の、勇者様。


　勇者様は私の胸をちょっとぎこちなく触ると、少しずつ揉みしだいてゆく。


「勇者様……んっ……あっ……」


　勇者様は次いで私のドレスのスカートをたくし上げると、中に手を入れて私の腿の内を触ってきた。少し遠慮がちに、でもしっかりと気持のいいように……。


　自分でも、腿の内がじわりと濡れ始めていることがわかった。


「こういうの……姫でもなっちゃうもんなんだね」


　勇者様が、なんの気なしに私を見つめてつぶやく。


「ゆ……勇者様！　私、恥ずかしいから、その……色々としている間、そういう言葉とかは、ちょっと……」


「あっ、ごめん！　ぼく、本当に駄目だね……」


　勇者様は本当にすまなそうに言い、私を心配するように見つめてきた。


　魔王を倒すほどお強いのに、純朴で、優しい勇者様。私を助けてくださった方がこういうお人でよかったと、心から思う。


「勇者様。私、もう心の準備はできていますよ？」


　勇者様は私をじっと見つめると、こちらの両肩に手を置いた。


「キスからやり直してもいいかな？」


　そう言って笑った勇者様は、私が頷くのを見ると、そっと唇を重ねてきた。












「──丈途くん！　丈途くん!!　大だい丈じよう夫ぶ!?」


　まどろむ中、女の子がぼくの名前を何度も叫さけんでいるのが聞こえる。


「まだ……ちょっと眠ねむい……」


「駄目っ！　ちゃんと起きて!!　私……丈途くんがこのまま意識を失っちゃったら、凄すごく責任感じちゃう!!」


「責任？」


　──っていうかぼく、なんで女の子から起こされてるの!?


　ぼくは慌あわてて上体を起こして声のした方を見る。


　そこには、純白のウェディングドレスを土や泥どろで汚よごしきってしまった謡江がいた。


「そっか……究極召しよう喚かん獣じゆうで……」


「あの、そのことだけど私、よくわからないんだけど……私が歌うとお城が崩ほう壊かいするようにつくられてたってこと？」


「……うん。ある意味それで合ってると思うよ」


「どういう仕組みだったのかしら？」


「……えと、それは……総才じゃないとわからないかもね」


「そっか。閃学園にいる人、みんな天才だものね。その道の天才にしかわからないことってあるわよね」


　謡江は周りを見み渡わたすと「でも、こんな酷いことをするだなんて……」とつぶやいていた。


　……謡江、これが自分の歌唱力の結果だって知ったら……卒そつ倒とうするだろうな。


　辺りは瓦が礫れきの山と化していた。あれだけの旅ができる巨きよ大だいな城が崩壊したのだ。文字通り瓦礫で山ができそうな感じであった。そして、それだけの城を破は壊かいした謡江の歌はやはり、凄すさまじい……。


「──あっ！　鳴唐さんは!?」


　ぼくは慌てて周りに目をやる。城が崩壊する中、ぼくは鳴唐さんを抱だきしめて守っていたはずだ。一体どこに──。


「う～ん。吹音……まだ眠い……」


　いきなり脇わきの方で声がしたので、驚おどろいて目を向ける。するとそこには、顔や服を多少汚してはいるが安らかな表情ですやすや眠る鳴唐さんがいた。怪け我がは……なさそうだ。抱きしめていた名残なごりか、ぼくの片手はいまだ彼女の腕うでに触ふれていた。儚はかなげで小ぶりな、鳴唐さんの腕……。その腕からぼくの手に、彼女の温ぬくもりがしっかりと伝わってきていた。


　……どうやら無事だったみたいだな。よかった……。


　思わず気が抜ぬけて、笑え顔がおになる。


「……丈途くん。もしかして、吹音さんのこと守ってた？」


　謡江が、不安そうにして聞いてくる。なぜかその瞳ひとみは妙みように真しん剣けんだった。


「うん。ちょうど柱が倒れる位置に鳴唐さんがいてさ、考える暇ひまもなかったよ」


「それ……下手へたしたら助けに入る丈途くんも危なかったってことよね？」


「下手しなくても……究極召喚獣がいたから危険だったね」


「……誰だれかが危ない目にあってたから助けたの？　それとも吹音さんだったから──」


「おい、丈途！　何度も何度も電話したというのに……どうして取らないんだ!!」


　瓦礫の上の方から、女の子の怒ど鳴なり声が響ひびく。顔を向けると、そこには黒ローブに身を包んで黒魔ま法ほう使つかいに扮ふんした来夏が立っていた。


　どうしてあんな所に……しかもあんな恰かつ好こうをして立ってるんだ？


「せっかく魔王と姫ひめの結けつ婚こん式しきを撮とりに来たのに……式場がわからなくて私はずっと城中を駆かけ回ってたんだぞ!!」


　来夏の怒ど声せいを聞きながら携けい帯たい電でん話わを取り出して確かめると、彼女から百件近い着信があった。


　……凄い執しゆう念ねんだ……。これ、ラブコールだったらストーカー並だな……。


「来夏……そういえば結婚式の写真を撮るとか言ってたね。今思い出したよ」


「今さら思い出すな！　私を利用するだけ利用して終わったら用済みだと言わんばかりに無視……お前、本当に腐くさった男だな!!」


「その言い方はやめてくれ！　なんか、他人がいきなり聞いたら凄い勘かん違ちがいしそうだから!!」


　そのままぼくと来夏が言い合っていると、瓦礫の山にちらほらと人ひと影かげが見え始めた。


　そろそろみんな、究極召喚獣のダメージから立ち直ってきたようだ。人影の中には、見覚えのある姿もあった。


「──律!!」


　彼は服をボロボロにしていたが、大きな怪我はないようだった。ぼくの声を聞くと、多少ふらつきながらもこちらに近づいてくる。


「総才の奴やつ……あのスピーカーをこのために配置してただなんて……」


　律は呆あきれたようにつぶやいていた。


「ほんとに、とんでもない奴だね」


「……ときに丈途。僕が倒たおれている間にずいぶんハーレムな状態になっているようだが……どういうことだい？」


　……ハーレム？


　周りに目をやると、脇に横たわる鳴唐さん。そばにいる謡江。瓦礫の上からこちらを見おろす来夏がいた。ハーレムと言えなくもないかもしれないが──。


「そういうのは吊つり橋理論だから感心しないと言ったじゃないか！　しかも僕を捜さがすことなくそのハーレムに身を浸ひたすだなんて……どういうことだ!!」


「ど、どういうことって……ぼくだってまだ起きたばっかりで状じよう況きようが──」


「うぅぅん……」


　脇の方で、鳴唐さんが薄うす目めを開けていた。ぼくに気づくと彼女は急に赤くなり、また瞳を閉じてしまう。


「鳴唐さん……？」


「……あ、ありがとう。丈途くんのおかげで吹音、助かったの」
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　瞳をギュッと閉じたまま恥はずかしそうに言う鳴唐さん……ぼくの手に、そっと自分の手を重ねてきた。


「吹音、絶対忘れない……」


　彼女はその小さな手で、精せい一いつ杯ぱいにぼくの手を握にぎりしめてくる。自分の心に、ぼくの心に、なにかを刻みこむかのように……。


「──丈途！　一体どういうことだ！　ちゃんと説明してくれ!!」


　律が烈れつ火かのごとく声を荒あらげ、ぼくにつめ寄る。


「──吹音さん！　この旅はあくまで丈途くんが私を助ける旅って言ったでしょ!!」


　謡江が怒ど濤とうの勢いで叫さけび、鳴唐さんを見み据すえる。


「──なんだ？　恋こいの修しゆ羅ら場ばか？　醜みにくいなら撮るが??」


　来夏が瓦が礫れきの上から、興きよう味み津しん々しんでこちらに問いかけてくる。


　……ど、どうしろって言うんだ!?　なんか……下手に答えたらもの凄すごいことになりそうな雰ふん囲い気きなんだけど……。


　ぼくがうろたえながらなにも言えないでいると、鳴唐さんがちょっとだけ目を開け、こちらを見る。そして一いつ瞬しゆんだけ微笑ほほえむと、幸せそうな顔をしてまた目を閉じてしまった。


　普ふ通つうなら周りにいる人間ですら気づかないほどの微妙な仕草。そのはずなのに──。


「「なにがあったの!!」」


　謡江や律はおろか、瓦礫の上にいた来夏ですら鳴唐さんの行動に気づいたらしく、みんなが声をそろえて叫んでいた。それからは謡江と律の質問責めや来夏のカメラの連続フラッシュがぼくを襲おそい、もう、完全に収しゆう拾しゆうのつかない状態になってしまった……。


　あぁ……ぼく、なんか悪いことしたのかな……。凄く一いつ所しよ懸けん命めいに色々がんばったはずなんだけどな……。


　あまりの修羅場に、ぼくは呆ぼう然ぜんと遠くを眺ながめていた。


　──そのとき、瓦礫の山の一部が動く。そして、ひとりの男が立ち上がった。その身につけているのは黒マントとドクロのプロテクター……。魔王を連想させる、禍まが々まがしい衣装。


「──総才！」


「おのれ村人三……いや、丈途め！　よくもわしの政策を邪じや魔ましおったな!!」


　総才はぼくを見るなり声を荒げ、こちらへ向かって駆けてきた。魔王として城の中にいたときとは違ちがう、あけすけな感情の爆ばく発はつ……。国が滅ほろび、部下が倒れ、ボスとしての仮面がはがれたのかもしれなかった。


「──やめなさい！　総ちゃん、あなたの負けよ!!」


　横合いから鋭するどい声が飛ぶ。視線を向けると、そこにはあたる先輩が立っていた。


　……よかった。無事だったんだ。大した怪け我がもなさそうだ……。


「──ちっ、あたる先輩か。まだわしの邪魔をするんですか」


「総ちゃん。あなた負けたのよ。最後のイベント、見事にクリアされちゃったでしょ？」


「ふん。わかったようなことを……」


「わかってるわよ。成功確率〇．〇〇一パーセントのイベント……丈途くんは正々堂々とクリアしたでしょ？　あなたがボスの天才なら、ゲームマスターとして認めなきゃ駄だ目めなんじゃないの？」


「くっ……それは……」


「昔の総ちゃんだったら、勝負が終わったあとでごちゃごちゃ言うような見苦しいことはしなかったわよ？」


「っ……」


　総才はあたる先輩の言葉に黙だまりこんでしまい、その場で止まる。ぼくたちは彼の様子をじっと見つめていた。


　しばしの時が経たち、総才がおもむろにこちらへ目をやってくる。その表情には、さきほどの露あらわになった感情のようなものはもうなかった。


「ゲームクリアだ」


　彼はそれだけ言うと、こちらに背を向けてどこかへ消えてしまった。


「総才……」


　ぼくがつぶやく中、あたる先輩はしばらく総才の消えた先を眺めていた。


「……これで総ちゃんも少しは変わるといいんですけど……。部下が多くて統率力もある人ですから、中々負けることがないんです。きっと今、もの凄く落ちこんでますよ？」


「そうなんですか……。確かにさっきの総才、ちょっと様子が違いましたもんね」


「誰だれかが鼻っ柱を折ってあげなきゃ駄目な人なんです。丈途くん。ありがとうございました」


「え？　いや、お礼だなんて……」


　あたる先輩はぼくを見つめると、内ない緒しよ話ばなしでもするかのように少しだけ声をひそめた。


「丈途くん。実はね、最後のイベントの成功確率、わたしが総ちゃんを振る原因になったラブ予報と同じ成功確率だったんです」


「そ……そんなに低い確率だったんですか。そりゃ振──」


「もし丈途くんみたいな人が相手だったら、わたしも予報を恐こわがらずにオッケーしてたかもしれませんね。そういう意味では総ちゃんもまだまだってことですかね」


　あたる先輩は微笑みながらぼくを見つめる。いつものキャスター的な笑え顔がおの何倍も素す敵てきな、歳とし相応の女の子の笑顔。


「ぼ、ぼくが相手だったらですか!?　いや……そんな……」


　あたる先輩みたいに品行方正で体つきもいいお姉さまが恐がらずにぼくをオッケー……。ということは例えばふたりだけの時間にバニーガール服を着てもらって深しん夜や枠わくのフェロモンを堪たん能のうし、そのすらっとした足やしっかり盛り上がった胸を観賞して愉たのしみつつ、もちろん夜がふければただでさえ露ろ出しゆつの多いバニーガール服の露出をさらに高めるためにぼくが直接手をかけ──。


「──丈途くん！　またなにか妄もう想そうしてるでしょ!?」


　不意に、謡江の声が響ひびく。


「いや、違ちがっ……まだバニーガール服を脱ぬがせる前だしっ!!」


　慌あわてて謡江に目をやると、彼女はじっとこちらを見み据すえていた。


「ふぅん。バニーガールで妄想してたの……」


　ぼくを見つめたまま表情を変えない謡江……ちょっと、恐い。


「──謡江さん。成功確率〇．〇〇一パーセントの予報、あなたもどうにかしようとがんばったんでしょ？　色々大変なことになりましたけど、がんばったことは誇ほこっていいと思います」


　あたる先輩がそう言うと、謡江はあのＲＰＧ的な国のことを思い出したのか、急に沈しずんだ顔をしてしまった。


　謡江がどうにかしようとがんばった成功確率〇．〇〇一パーセントの予報……。ぼくがいかにも不幸そうな場所で野垂れ死んでしまうと言われた未来を、変えられる確率……。謡江はぼくのためを思って今回の事件を起こしてしまったのだ。ぼくが彼女を責められるはずがない。


「謡江。ありがとうって言うのは変かもしれないけど……とにかく、なんとかなってよかったね。でも、ぼくさ……今回はちょっと驚おどろいたよ。謡江がこんな計画を立てただなんて……ビックリしちゃった」


　ぼくは苦く笑しようしつつ謡江に話しかけた。


　こちらとしては普ふ通つうに話したつもりだったが、なぜかその態度が彼女の触ふれてはいけないところに触れてしまったらしい。謡江は急に真しん剣けんな顔になると、ぼくに向かって大声を張り上げてきた。


「だって丈途くん、ずっとそうなんだもん！　私がどんなに心配しても知らん顔で笑ってヘラヘラしてるし……不安だったの！　こんなんじゃ絶対にあたる先せん輩ぱいの予報通りになるって思っちゃったんだもん!!」


　お、思っちゃったんだもんって……ぼ……ぼく、そんなにヘラヘラしてる??


　謡江は胸にためていたものを一気に吐はき出してしまったかのように、急に泣き出してしまった。本当に、ずっと不安だったのだろう。


　ふと周りに目をやると、鳴唐さんや律、そしてあたる先輩や来夏までもが黙ってこちらを見つめ、ぼくがどう答えるのか待っていた。


　し、視線が痛い……。こんな大勢で見つめなくてもいいじゃないか……。


　ぼくは改めて謡江に目をやる。いつもちゃんとしていて優等生な謡江が、あたる先輩の予報を聞いてぼくをどうにかするためにここまでやるだなんて……逆に、自分が情けなくなってしまった。もっと謡江の話をちゃんと聞いてあげればよかったと思う。謡江だってひとりの女の子なのだ。いつも通りの優等生でいられないときだってあるはずなのに……。


「ごめん。ぼくのことをそこまで本気で心配してくれてただなんて……気づかなかった。ふたりであたる先輩の予報を聞きに行ったとき、謡江の話を真面目まじめに聞いていればよかったね。今回の件は謡江だけのせいじゃないよ。そりゃファンクラブの人たちだってやりすぎたけど……ぼくにだって悪いところはあったんだ」


　ぼくは泣いている謡江を正面に見据えると、彼女を落ち着かせるようにしてその頭へ手をのせる。


「ふたりでさ、今回の件で迷めい惑わくをかけたみんなに、一いつ緒しよに謝って回ろう」


「丈途くん……」


　謡江は顔を上げると、今度はぼくに抱だきついて涙なみだを流してしまった。


　当たってくる、謡江の柔やわらかい体の感かん触しよく……。涙のせいか、その柔らかさは形を崩くずさないよう優やさしく包んであげなければならない彼女の繊せん細さいさのように思えた。


　そのとき、視界の端はしに赤みがかった髪かみが揺ゆれているのが映る。目を向けると、鳴唐さんがこちらを不安そうに眺ながめて胸を押さえていた。その表情は、ともすれば苦しげにも見える。


　……どうしたというのだろう？　鳴唐さんのあんな表情を見るのは、初めてだ。


　そんな中、あたる先輩のつぶやきが耳に入ってきた。


「謡江さんも丈途くんも、ほんのわずかな可能性に賭かけて少しだけ未来を変えたようですね。でも──」


　あたる先輩はそこから先は口に出さなかった。不思議に思って見ると、先輩の視線の先には鳴唐さんがいた。


　鳴唐さんはまだ、あのなんとも言えない表情をしてこちらを見つめている。


　ふと、ぼくは気づいた。あの表情が意味する感情に。それは──切なさだ。


　なぜ鳴唐さんがそんな表情でこちらを見つめているのか、そのときのぼくは知るよしもなかった。






あとがき







　リアルに「このスケジュール無理じゃね!?」などと思いながら、自分を追いつめる意味で前巻のあとがきやサイン会で「冬には！　だ、出しますっっ!!」と公言して己おのれを追いつめまくってなんとか間に合わせたのが本書だったりします。さらに言えば、実は私『Ｒ－15』の短編連載など始めておりまして、去年末に（日数的には一週間もさかのぼらぬ昔に）出た雑誌「ザ・スニーカー」の二〇一〇年二月号に載のった連載原稿も、同じく真しん剣けんに泣き入りつつなんとか間に合わせたりしていました……自分の筆スピードの問題と言えばそれまでですが……（再泣）。


　そんな修しゆ羅ら場ば跡あとから、初めましての方もお久しぶりの方もこんにちは！


　実は本書、昔アニメであった某ぼう竜りゆうな感じのクエストのエンディング曲を延々リピートで聞きながら書いていました。それを何なん歳さいか年下の友達に話したら「古っっ！」と言われてなにげにかなり傷つきました……。ジェネレーションギャップですね。


　ちなみにさきほどお話しした連載原稿の方は、某触さわりたくなる名前の野球アニメのオープニング曲を延々リピートで聞いて書いていました。それを何歳か年下の友達に話したら──以下略。（本稿とは一味違う物語ですので、ご興味のある方はぜひご一読を──と宣伝）


　実年ねん齢れいより若く見られることが多く、ラフな恰かつ好こうでお酒を買いに行くとよく年齢確かく認にんをお願いされるので若いつもりでいたら……見事に慢まん心しんを打ち砕くだかれましたね。痛気持いいです、はい。えぇ、あと三歳で三み十そ路じです。


　それでは、真面目まじめに謝辞を述べさせて頂きます。


　今回の私の泣きそうなスケジュールにつき合って泣きそうなスピードで色々回してくださった担当の山口様、ありがとうございました。


　短編と長編のイラストを描かく時期が重なってスケジュールがとんでもないことになっていた中で素す敵てきなイラストを描いてくださった藤真様、頭が上がりません。


　そしていつも私の相談（主に愚ぐ痴ち）を聞いてくれている友人の鈴木くん、私とは逆で実年齢より高く見られる君は、約十年前に出会った時から「私と足して二で割るべきだ！」と常々思っていました（激白!!）。


　最後に読者の皆みな様さま。編集部に届いているお声や私のブログに届いているお声は、駆かけ出だしの私の励はげみになっております。お一人お一人にご返信することは難しいかと思いますが、作家としてより成長し、皆様に楽しんで頂ける作品を創つくってご声せい援えんにお応こたえしてゆけたらと考えております。


　次巻は春頃には出ると思いますので、また著作で皆様にお会いできれば幸いです。







伏見ひろゆき　　
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Rあーる-15じゆうご


初はじめまして三さん角かく関かん係けい！ 





伏ふし見みひろゆき
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